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特集. オフィス・インテリアの変革
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給湯& 暖房をムダなくひとまとめ

r 2缶2 水式」でパワーアッフ。

住弘、の基本設備、お湯とl暖房守効率よく l 台のボ、イラ ー で‘

まとめたエックスがパワー アッフ: 給湯回路と i暖房回路と佐

分けた f 2 缶 2 水式」で、冬場、ぉ以暖房ぞ同 11寺に使用

じて も能力は変わらず、快適な暮らしを支えますL

またガス立を 3 段階に自動調節する秒率のよい暖房方式

や、排気熱の再利用により給湯の熱効率をアッフ。するなど、

システム全体にわたジて省エえ、設計ですL

エＧＺｻクス ｉｉ は、お求めやすい ｬ ブ ｮＧｬｾ こみのノ ｦ 巧ク ｦｩｬｬｩ 絡 。 こ 、子 ・算、

お住まいにあわせて自由にフヲンを

お選びいただけます。

くプラン例 〉

2室暖房( 各室6 畳) +3ヵ所給湯

( 冶所、洗面 所、風呂・ シャワー)

新築住宅の場合

(15号7イプボイラー、固定型暖房用室内機2台)

パック価格 6 1 9，4 0 0円

※ | 記 価 格 は1昭和以3 月 末 ま ん 胞 工

が 完 f する場合です.

※ パック価絡に合まれなL、工事や、バック

! 而絡を適用できなL 、場合がありますので詳

しれま係員にご相談くださL 、。

※ パック{ 面絡は、 平 削 除 の 現 金一指 払 t 、の

場合の大阪がス希望小売価絡ですL

ｾ＿ｾｈ＠

;  資料附 ， ｾ鼎 l  

エ ァクス l  

阪ガス常業 ｉｾｈｾ 剖 ｬｲ ェ ､ クス係 ｊＺ 一竺竺 ｵ 竺ＭＭ議エックスのカタログをご希望のかたは前求捧をハガキに貼り、省記までお送り<1' : 示 、 干541 大阪市東区平野町5- 1
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く二シオ本町三ノヨーj レーム〉

地 下 鉄 御 堂 筋 線 本 町 駅 下 車 本 町 通 り 西 へ 1 0 0 M

干 5 4 1 大 阪 市 東 区 横 堀 4 丁 目 5 - 2  

( 住友生命本町第2 ビル 1F )

TEL. ( 0 6 ) 2 4 5 - 7 7 6 7  

・営 業 時 間 AM9:0 0- PM6: 00 ・年 中 無 休

設禁足 西 尾 産 業

農 鵠 西 尾 家 具 工 芸 社

自由な想、いをお聞 かせ下さいO

Ｎ ｭｴｾ 化されたキ ｹ チンユニットで、はだＡうようにが ｪ まらない 。

カラーコーテ河ネイト ，'1' ，米ない。

より ( 1111'こ発泡( を拡げfこし、

そんな fhqJJ を([:':j たせるのはやはりオータ Jーメードーのキッチンで、t

Ｎｮｬ ｾ 、材料、 色 彩、機能性、イメージ等 、

どＯしなことでも、 ＱＱ オ斗スタッフにこ、キ ｉｉｾ 炎 卜ー さし、 。

Ｍ｜ ＧＷＱＢＱ スタ ッ フが、あなたのＺｴＡＮ ｬ ｾ 、の共体 化 をお手伝いいたします ユ

キッチンカ、らタユイニンク; リビングと、

トータルコーテ司ネイ卜するにもやはりオーターメードなら内由自荘。

どんとずんit ぃ、をふくらませて 卜ーさし、。

マンションの計 画に

オーデーキッチンでオリジナリテ1ーを

オリジナルなf，vi成、カラーコーテ諸ネイ卜を

キッチンユニットで二可尖汗l ドさし、。

キッチンからオ1) ジナノレなインテリアが拡がります二

オー夕、ーキy チンなら主l ! 築にぴったりフィッ卜し、たしますユ
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創造的オ刃スを創造する/

スチールケースシステム家具

今やオフィスの世界はO Aフ-ーム。機械による効率化は急激に進んで・い

ます。しかし、 OA機器がオフィス( 二人ってきた時、直面するのが「こんな

オフィスでいいのだろうカコです。

くろがねは10年も前に、優れたノウハウと製品をもっ世界最大のオフィス

家具メーカー、 スチールケースと提J19。人聞が働くために必要な 「快適

環境づくり 」 を 家具 で提供してきました 。 そしてｾ ，;1: 、O Aオフィスの疑問に

応えるのがスチールケースシステム家具とそのソフトウェアで、す。 総合インテリア家具メーカー

区孟Z品よ』

株 式 会 社ξ 号 制 組 工 作 両

本社大阪市西区新町1丁目4番26号(四ツ橋中央ビJ レ)

T E L 06 (538)  1012代 干550

. 札幌官 (011 )862- 8666 ・仙台古 (0222)96-2171・東京宮 (03)455-4311 ・新宿世 (03)367-3161・楠浜官 (045)671-5505. 僻岡 f t (0542)  7ト7269・名古屋宮 (052)951-9247  

. 金沢官 (0762)42-4537・大阪f t (Q6)  538・1012・京都世 (075)34ト7251・神戸宮 (078)39ト3663・岡山宮 (0862) 43-7371・広島宮 (0822)37- 4791・高松宮 (0878)65-3737・福岡宮 ω92) 712・0570
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人聞を活かす

O Aを活か京

O A時代のオフィス環境を

トータノレ lこお届 けするコクヨ C O Aシステム。

KOKUYO 

エレクトロニクス技術の発達による多様な O A機器の登場で、今 、

ビジネスは大きく変わろうとしてL 、ま丸これからはOA 機日告をより効率

良〈活用でき、しかも人間性を噂重した、より働きやすL 、オフィス環境

が求められてきますh そこで、コクヨ L WA時代の オフィス・プランニン

グとしてコクヨC OA:ンステム (Coordi nat ed Of f i ce Aut omat i on)を提

案しますL オフィスには、まず「思想」があり 、それを支え、実現してL 、く

ためlプ物」がありますミ「思想」とは「人間性、機能性、経済性」で、あり、

「物」とはr OA機 器、システム用品、オフィス空 間」でもこの「思想」と

「物」を理想的にコーデ材、イトし、 生 産 性 の 高い、 人間性盟かな

オフィスを創造するのがコクヨC OAシステムでT
o

そしてコクヨは、ノ、ー

ドカ
B

らソフト主で、このシステムのためのあらゆる機能を揃え、 トータル

なオフィス環境づくりをいたします。 オフィスは単なる労働の場では

なく知的生産の場で丸従って、 人間の知性の働きを助けるために

最も適した環境をつくり出すことで真に生産性も高まります
h どんなに

O A機器が進んでも、あく 二二二二二一. . .  ァ ーτ一一二

までオフィスは人間中心。

人聞を活かしてこそ O Aも

活き るとコ クヨは考λ ます。

コヨヨ練武舎粧 :25552521おS35緊前摂よ3軍兵3222221・ 抑 制 本 部 シ日 ー ム 干108東京都港区港南1丁掛 鳩 町03)450-5111



UJlDER 
ァ、ソパーライティングの提唱

総合カタログご希望の方は、

最寄りの営業所まで

ご請求くださいー

r  - .  ，ｾ＠ -' --' -. 新陰影ネし讃 寸

. アッパーライティングと

タスク& アンヒ、工ントライテインクに ー

オフィス空1m、I，i'，'おIi¥ギー|旬、そして j問主' ノ)>:li l ] において、

口を波れさせるＩＩｾｬｉ刈は、不快でアンバランスなが ｉ｛ 皮分布 Ｑ［

て寸。数年 liij 、アメリカではランドスケープドオフィス

に、バランスのとれたがu度分布と省屯 )J 性をそなえたタ

スク( 作来) & アンビエント( 環境) !!(-!II J jがI絞り人れられま

した。

アンピエント! 日!II ) J は、通常アッパーライティングによ

り、 I: H光」択を仰る ) i i 去が採られ、天井の不快ながI( 度 分

布を采らげながら、光を" 4 : li l J に充満させます。 しかし、

日本 のオフィス相 Ｚｮでは 、 Ｑ 人当りの純司王 ｾｊｈ ぞ ｬ￭ ｌￎ 航は線

準 で4 - 5 m' / 人であり、欧米の約ya しかなく、悦貯のI自I

から凡ても、i ' i " ，( ] : ) J の点、からも、アンビエント !!日11) 1とし

てのアッパーライトの保j 日が事f f ; しいようです。

. 柔らかな光。アッパーライト

光はフミ )1'、! 末、 Alてをバウンドしながら、人、物を柔ら

かく包み込みます。アッパーライトは、光を大きく拡げ

た時に、まるでl凶外にmる織な昨』主を起こし、光を絞っ

た時には、必ち .ti' l，、た l古i級感をかもし出します。今 11 ま

て句名ばかりのI i ¥l 彼! ! ( 州でなく、アンビエント! 照lリ] ( 環

ｾＧｴ ｈ 日 ｬ 別Ｉとして、イ ｾＧｾｊ 的にたを利則していくのがアッパ

ーライティ ングて寸。ぷl叫気をI f ( 悦する府筒、ロビー、

あるいはt l : : ' - ( ; の中においても、泌司宅、廊下等、出 .1111効 果

が1別待される場所に J 比党効果が大きいでしょう。

. アツr ( ーライトの効果

今 11 、光はjぶから位へと悦党効果を高め、さらに立体

的に天 バヘと拡り始めました。しかし、すべての字:I[¥J に

アッノマーライティングが適する訳でありません。隣Jます

る笠間全てが、ア y パーライテイングでも、大きな効" *

は期待できません。i - ! : ' 七ーであっても、 11れ、廊下からアッ

ノマーライトによって! 照明された泌宅に入ったH寺始めてや

すらぎを感じるのて寸。さをＺ山に対する心旦Ｑｉ的 ｾｾｾｹｴｾ を与え

る袋ぷの l っとして!! 日明が大きな比J l i ーを持つJ きには、今

までの ＡＡ 日明 ｽｪ 式に、アッパーライテイングを加えるｾｪＮｾ［が、

必要不可欠になりました。

1  .... 、Ll g ht l ng

ｾｅｎｄｏ＠

株式会社遠路照明 ・LE研究室〒542大阪市南区谷町6・10- 26n 06( 768) 0564世相 ・新本社〒542大阪市南区谷町6-10- 26n 06  (768)  70川間 ・本社干577東大阪市衣抱5- 18- 1

n 06 (727)  32000f也・東京特販干 130! 車京都豊田区両国2- 10- 7宮03 (632)  3515，也・名古屋特販干464名古屋帯千栂区今; 也3- 39- 21名情ヒ' ル IFn 052( 733) 366倒世・大阪特賊干542
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n OI 38( 53)  1897拘 ・旭川出張所君。166(26) 2346・仙台営簾所含0222(59) 4661拘 ・茨城出張所宮02996 (3)  11861ti ・大宮営鎌所宮0486(52) 3500<tl ・墨田営築所n 03(632)  7165 

怜 ・東京配送セン:$>- n 03( 855) 2191<t1・渋谷販売台03( 柑 9) 359U切・静岡営費所宮0542(55) 1307仰 ・金沢出張所n 0762(91)  6522II¥J ・京都h 5n 075(802)  2328伶 ・大阪販売台

06 (779)  0605. 切・神戸営媛所n 078( 351) 31初拘 ・広島広告082( 294)4796拘 ・! 1I 問販売n 092(712)  6205ぬ ・鹿児島出張所f l 0992 (53) 叫 55め ・沖縄営業所n 0988(61) ＲＶＹＷｾ 、
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日 本 建 築 協

‘ 国立文楽劇場新築工事の見学と竹本文字大夫にきく

日本建築協会・大阪府建築士会・大阪建築士事務所協会・大阪建築設計監理協 会 4会共催

￵ｦＨ 波書 ｉＮｾ 形文化財に指定されている県人 ｊｦ Ｓ rf'f'il J J肉文 zネ " は 、 江 戸 Jtll

より大| 坂を発干f の 地 と し て 多 く の 人 び と に if まれてて、脈々として{ ム

え ら れ て き た IJ y l ( 的文化遺産て¥わが Ilil れ 地 は も と よ り 世 界 q，に数

あ る 人 形 劇 の '1' で も 松 市 の 妹 台 J22術 と し て Ifl の 内 外 に 向 〈 評1il1i さ れ

て き ま し た 。 こ の わ が 国 で も 紋 も す ぐ れ た 伝 統24能 の 一 つ で あ る 文

545の似存、 fM興 を 推 進 す る 専 門 の 劇 場 と し て 文 楽 発 作 のI也、大阪に、

待望の[ i iJ j L 文楽11l lJ 場 が 来 る 10月に誕生し、たします。

!AI な 文 栄 劇 場 の 施 設 は 、 文 楽 ・:欽 J削支公械に l刻 す る 大 ・小 10i i 以

上 の 迫 り 狩 台 、 組 り 舞 台 、 文 楽 M 1 し 、 花 道 、 楽 民 、 観 客 席 、 ホ ワ イ

エ、食 ＧＺｴｾ などに加え、総陪占および公 ｩ￭ｩｻ 研究 ｭ の小ホール Ｈ 159J 市)

を 備 え 、 ま た 、 太 夫 ・三味線・人形の二三業の技去以主主成の施設を卜

分に配 ￼ＧＧＺ し、ＮｦｊｬＮイ ｵｴｴ 京で行っている後制事者主主成 ＧｊＧｾ ［ｪ匙を大阪に移行し、

新手技ぷ ｈ などの ｾｦ ｊＮ門的実技研究宅も設けられており、さらに文楽

を 中 心 と し た l二万手芸能に関する資料の収集、保存、展示室などの地

設 の B没ji'l が こ の 劇 場 Jf- 画 の 特 徴 と い わ れ て お り ま す 。

また外装は、} . I . ¥色の打込磁総タイルに向の日地が美しく、姐廊絡

子をめぐらして、i E l飼 に 配 也 し た 仰 が 文 楽 劇 場 の 新 し い ポ イ ン ト に

なっています。

こ の た び 、 近 畿 地 ) j i l l 設 局 の ご 配 慮 に よ り 峻 工 l{i 後 に 文 楽 の 殿 堂

， [Ji l立 文 楽 劇 場 を 往 築 4 団 体 共 催 に て 見 学 さ せ て い た だ き ま す 。 ま

た、今刷は特ｾｽｉｪに浄瑠璃語りとしておー才 ｧ な竹本文字大夫さんにご米

l布 い た だ き 文 楽 に つ い て の お 話 を お も4い す る こ と に し ま し た 。

多数お 111込 み を お 待 ち し て お り ま す 。

な お 、 こ の U': jibj に は 黒 川 紀 章 往 築 行11 rli jlt ｾ＠ f- 'J'; 務 所 な ら び に 竹 中 、

銭尚徳設共| 百l 企 業 体 の ご 協 力 を い た だ き ま し た

( 文楽劃場・完成予懇図)

すぐに役立つ建築技術者へのガイド

4 建築工事実務講習会( 昭和58年度・第39回) 開催

日

会

時 II! 'H1158年 10 月19 日制 午 前 911年→午後 5 時

場 ｩｬｬ 設交流館 ・ ＶＱ 滑・ ＶＰＳｾ 長

( 人ー阪I) i 凶区立先制 2 - 1  - 2  .  TEL06 543- 2551)  

来) ; Ｎｾ込みいたたいた方には、会場案内凶を，ＧＨ＼ L  1: げます.

科 目 講 師 l迎 工 計 凶 金凹 宏氏 ( 附大林組本応住築工務部次長)

{反 i設 J;J..fI'・1 安 立 俊 夫 氏 畑大林組本酎量築工務部工務課長代理1

tJ' ln企業務 .In川 征 一 郎 氏 ( 附竹中工務前大阪本町晃被謀長)

定 員 100r，

会 資 10 ，000円 ( テキス ト代含む )

議テキスト体政・ B 5 相IJ. [J( Iムー入リ 3∞A (  ｦＭ 定 ｬ 他に「モデル建物見 ｦｬｾ

.'Hl lJ 、「モデJ レill 物品，;1-1泊岨び地主，，) i .hi lJl J イI リ

申 込 先 即 日 本 建 築 協 会 ( 〒 541 大 阪 市 点 区 北t兵 3 - 3 7 )  

s!'{ 布J 58年 10月11 日( 刈締- 1; 1) 0  ( [t

'

込 先 着 順 )

会' 伎を添えて本会総務課までお申込み下さい。 ( 現金送

イ貨も IIT) 引 き 答 え に 受 品 券 を 発 行 し ま す 。

日 時 10 月20 日( 水 ) 集 介 13: 00→ 解 散 16 ・00

集 合 場 所 国 立 文 楽 劇 場 ・J El fIi止:1則的 ・臼 際 会 総

たたし‘ 大阪・地下鉄・堺筋線または T' I:! I.j'j 線的「臼本橋駅」ド '1<→ I也1'.

的高知のある T' u  Ij ，jilli リを点へri lj かつて約200mのl.i. IHl I

定 員 250名( 各会計IJ 当 約6 0 r，)  

参 加 会 費 500円( 当日徴収、 JUl i i 会 の 会 g に 限 り ま す )

ス ケ ジ ュ ー ル

13:  10→ 13: 40 必 淡 「 文 楽 に つ い て 」 必 師 竹 本 文 字 大 犬 氏

13: 50→ 16: 00 文 楽 劇 場 、 比 乍 と 説 明

申 込 方 法 重 複 し な い よ う に 関 係 の 同 体 1 ヵ所へ往復ノ、ガキ 1 1，に

1 枚 限 り と し 、 氏 名 ・勤 務 先 名 及 所 属 音11課 名 i主総- ; U: ri f.

番 号 j凶 J 月Hi i 名 ，Ａｦ ｾＱＱ 必番号を明記し、 「文ｾ劇場の凡

学 J と記入の1 -. 10刀11 日( 火) までにお申込み下さい。

( 本会の場合は、 大|仮 di 京 区 北 浜 3 - 3 7、 建 築 協 会 事 業

課 ) 定 只 趨 過 の H制立、 4 会 合 同 で 付lせ ん に て 決 定 の ヒ お

知らせいたします。

〔建 築概要〕

所 U  J也 大阪市南区点‘ l' 町3 需 r 2  

ill 築 主 文 化 庁

工 事 広 尾 近 畿 地 )j 鐙 JiJ..] 't1' 締官I1

ぷ"十 ー弘理 n¥川紀子在住築都市，l y: ，;t'J.t苦所

施工( i l l 築) 竹中 ・ 銭問主 ｬｬｬｾｊ 駐日 ｪ 企京体

ぬ工( 設備) 三柿愉送機体式会社ほか 6 社

敷 地 凶ill( 4. 464. 226m 

ill 築耐i Il t  3，929. 874m 

低 成 1m111 13. 21 1. 359m'  

械 i主 基 礎 白 接 基 礎 R C巡

決 構 地 下 2 階 R C巡. 地上 H 皆ー 5 附 S R C造、 l'"屋 R C i 主

附 数 I也下 l 階、地上 5 階. Jl ihll  階

同 さ 散 布 向 き 29. 2m

外 裳 l 階 - 2 階舷器タイル貼( 改良" ' 上貼)

3 階 - 5 階 磁 器 7 イル打込

fUJ hlu 絡 f アルミ押出 L' W材 アルマイト仕上1

収 it 人 臼 文楽常設時 7311市、一般最大時 7531市、身障者用 2t，'C  

T. JlI I  611相56年 3 月→目白初58年 9 tJ 

- 竹 本 文 字 大 夫 氏 ・ ご 紹 介

本名山本欣一

大正13年 大阪市北区に生まれる

昭 和21年 二代盟竹古靭大夫Ｈｾ竹 山城少撒 Ｉに入 ＱＢＱ Ｐ

Ｈｾ竹占住大夫を名来るＩ

昭 和35年 九代竹本文' i =大夫重量名

昭 和56年切場活リとなる

大阪府民劇場賞、大阪文化祭賞、国立劇場賞他の各貨を受賞。

好きな狂言 沼法、すし段、逆f丹、官服の三段目はか.

. 日本建築協会の展示窓ご紹介

‘第58回展示写真 「大阪駅とアクティ大阪」

炉 展 示 期 間 昭 和 58年 8 月 15 日から 2 ヵ月間( 予定)

砂 展 示 場 所 大 阪 、 淀 屋 僑 ~ 北 浜HfJ -地下通路( 北浜寄り! 軒側ショーケース )

今 回 は 、 大 阪 の 新 し い 表 玄 関 と し て こ の 春 誕 生 し ま し た 大 阪 タ ー

ミ ナ ル ビ ル 「 ア ク テ ィ 大 阪 J をご紹介しました。

な お 、 ノ ド 展 示 の 企 画 に 際 し 、 安 井 佳 築 設 計 事 務 所 、 大 林 組 、 鹿 島

主 主 設 、 清 水 建 設 、 竹 中 工 務 応 、 間 組 な ら び に 設 備 工 事 ご 担 当 の 各 社

に ご 協 貨 を い た だ き ま し た 。 認 上 よ り 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。

建築と社会/ 19お年 9 月号 5  
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- 来年 9 月 に 立 体 構 造 国 際 会 議

聞かれるーイギリス・ギルフォードー

1984年 9 月11 日- 1 4 日に、イギリスのギルフォー

ドで第 3 凪立体機造国際会議が聞かれる 。

これは、立体精進で有名なマコウスキー教授で知

られるイギリスの S urr ey 大学立体構造研究セン

ターの主催するもので、そのねらいは、立体構造

に興味をもっ人々が集い、その解析、デザイン、

施工についての情報交換の場を提供することにあ

る。

この会議で取り扱うのは、主幹層 - 二層 - 多層グリ

ッ ド、 barrel vaul t s、 ドーム、タワー、折版、

radar di shes， st ressed skin syst ems，ニ ュー 7

チ ック憐造、ケーブルシステムなどで、その構造

め材料のタイプは問わず、スチール、アルミニウ

ム、材木、プラスチ y ク、ペーパーボード、コン

クリー卜も含む。

第 l 回 ( 1966年 ) 、第 2 回 ( 1975年) の会談とも、

日本からは十数名が参加しており、第 3 回会談の

招待が、日本の海外組織委員である松下冨士雄博

士と日置興一郎教授 ( 大阪市立大学) のもとに届

いている 。

参加l資格は問わないので、関心のある方は、参加

についての詳細は日置教授 ( 大阪市立大学工学部

06- 692- 1231) へお問い合わせいただきたい。

圏 第 3 回 国 際 住 宅 問 題 ・ 住 宅 保

証 会 議 ーシドニーオペラハウスー

国際住宅問題 ・住宅保証会議は 1979年にロンドン、

1981年にダラスで開催されたが、第 3 回はオース

トラリアのシドニーで来る 1984年 10月 7 日- 11 日

に開催される 。会場はシドニーのオペラハウス 。

興味ある方は下記へパ ンフレ y トなどを取り寄せ

られたい。

T he  Secret ari at ， Thi r d Internat i onal  H ousi ng 

and H o me  War r ant y Conf erence.  

G. P. O.  Box2609Sydney， N. S. W. 2001. A ustral i a 

T elephone  ( 02) 241- 1478 (02) 27- 6940 

. '83 ひ ょ う ご 増 改 築 フ ェ ア

日本建築協会協賛 ・日本建築学会近畿支部主催

・「新しい建築音響の設計指針」

一 設計計画パンフレット、

4改 訂- 講 習 会 開 催

と き 昭 和58年 11月22 日( 火) 9・30- 17 :00 

と こ ろ 建設交流館603号室 ( 大阪市西区立売

塀2- 1- 2 電話06- 543- 2551)

プロゲラム

定

. d.  

"" 

申

音響ｾ設計の進め方 ー ーー前川純一( 神戸大学)

室内の音響設計唱 e ・ ー桜井美政 ( 関西大学)

騒音の防止計画 ー ・・・小西一生 ( ケン オンエノ

ジニ ア リング)

室内騒音の防止設計... 干有江署 ｲｲｾｌ Ｈ 京 有 ＱＱ 大学 Ｉ

固体音の防止設計 ー 十念毅 ( 日本建築総合試

験 所)

ダクト系の騒音 Ｑ ｜ 占ｊＮＡＺＮ Ｎ…一 平草普 Ｈ 大阪主ｾ築 設 備技

術研究所)

電気音響の設備計画 ー前川純一( 神戸大学)

質疑応答… … … 白川 - 講師全員

員 100名 ( 先活順受付)

賢 建 築 学 会 会 員 9，000同、非会員 11 ，000 

円、テキスト代含む.

協貧困体会員は 9 ，000円

込 11月15 日( 刈までに、日本建築学会近畿

支部 「新しい建築音響の設計指針」講

習会係 ( 干550 大阪市西区靭本町 1- 8-

4 大阪科学技術センタ 電話06- 443

- 0538) へ。

. " 安藤忠雄全国縦断建築展申

ー い よ い よ 大 阪 展 開 催 -

「過程をとおして考える」のテー? で、札幌から

始ま った安藤忠雄建築展は、どこの会場でもさま

ざまな話題と好評を博し、東京展以降、松本 ・絡

岡 ・名古屋 ・京都 ・福井 ・金沢と続いて、いよい

よ安藤氏の本拠地「大阪」で下記により閑かれる。

また同展に先立ち、その前日には中之島中央公会

堂にて講演会も開催される 。

①安藤忠雄全国縦断建築展( 大阪展)

日 時 10月 5 日附 - 1 0月 9 日( 日) 10: 30→ 20: 30 

会 場 住 之 江 織 物 1 F  ショールーム ( 大阪市

南区南船場 3 丁目 11- 20)

ただし、大阪、地下鉄 ・御堂筋線「心斉

僑J 下車。御堂筋を北へ ( 梅田方面 ) 向

かい長堀通を越えて約 100mの右側。

入場料 200円

建設省の住宅スト ンクの有効活用による居住水準 ①講演会一過程をとおして考 える ー

の向上と住宅関連産業の娠興を目的としたキャン 日 時 10月 4 日( 刈・ 18: 30→20: 30

ペーンの一環として、兵庫県下では初めての増改 会 場 大 阪 市 ・ 北 区 ・中之島

築フェアが閲かれる 。 中之島中央公会堂・小集会室

目。兵庫県住宅建築掛: 合センターと神戸新聞社の主 会 資 1，000円

催によるこのフェアは、住宅関連機器メーカーに

よる展示 ・実演、増改築 ・建て替えに関する相談 . 連絡、問い合わせ先

コーナーを設け、神戸の負' 易センタービル ・サン 安藤忠雄建築展実行委員会

ボーホール( 神戸市中央区浜辺通5- 1- 32) で、来 ( 無 有 建 築 工 房 竹 原 義 二)

る11 月19 日仕) - 21 日間午前 101時~午後 5 時の 3 日 大阪市西区江戸堀 1- 26- 29 中島ビル 3 F  

聞にわた って行われる 。 協賛は日本建築協会ほか。 T E L 06- 443- 2250 

6  

楼 井 敏 雄 ・ 多 国 準二 著

・「大阪府神社本殿遺構集成」

発 刊 さ れ る

近畿大学の桜井敏雄助教佼を中心とするグループ

は、 10余年の歳月をかけて大阪府下に残存する社

寺建築をくまなくまわり、写兵におさめ、笑貸し

た数は約500棟にのぼる 。

このたび、この調盆の成果をもとに、大阪府下の

未指定遺織を中心とする全319神社を、 2000余点の

写真により集成し、中世後半以降の神社建築の流

れを一望のもとに示す標記図書が出版された 。

体裁/ A 4 判、総頁 L 乙 戸 - -

508 p  ( カラー24 p 含 |、 大主 一ーー

む1) 、箱入り

定価/ 2万円 ｾ �ｪＧ 守 ｾＭＭ

E棒読申し込みは、発 l一一一盆 J = = =

行元の法政大学出版

局 ( 東京都港区南麻

布 Ｒ ー か Ｔｾ 話 ＰＳ Ｍ ＴＵＳ

- 0717) または会府へ。

虹梁形頭絵織

- 特 別 講 座 「 建 築 家 へ の 道 J 開

講 一 家 協 会 関 西 支 部 主 催 ー

日本建築家協会関西支部主催の上記講座が、毎週

水 Rl f ! 日の午後 6 時 - 8 時半に、開講される 。

・10月 5 日 )11崎 清 ( 京都大学教授)

.  10月12 日 上 回 篤 ( 大 阪 大 学 教 授 )

.  10月19日 橋 本 国 ( 大阪市土木局土木部長 )

・10月26 白 藤田邦昭( 都市問題経営研究所所長)

・11月 2 日 吉村元男( 造園家)

. 11月 9 日 向井正也( 神戸大学名誉教授 )

・11月16 日 熊倉順吉( 陶芸家)

. 11月30 日 新 宮 普 ( 彫刻家)

受講料: 一般10，000円、学生8000円。一講座 1500

円。問い合わせ、申し込みは、大阪市西区京町堀

1 ー 7 - 11辰野京町堀ビル・電話06- 448ー7335

の上記支部へ。

.r京 都 美 観 風 致 賞 」 の 新 設

「伝統と文化にみちあふれ、うるおいのある紋ゆ

.旨

たかなまち京都にふさわしいまちづくり 」 を願 っ 、

て、京都市では「京都美観風致! 1 : J が、新しく設

けられた 。

公共建築物を除いて、 5 年以内に京都市内で完成

した建築物を対象とし、自せん、他せんによる応

募 ・受付を、去る 9 月 1 日- 2 0 日に行った 。

京都美観風致1 t 審査委員会 ( 池田有際、川崎消、

終和夫、西川 幸治氏ら大学教授、傍原重量氏はか文

化 ・芸芸術家、百十20名) が審査にあたり、とくにす

ぐれているもの 10点程度が本年 11月下旬に表彰さ

れる予定。

本年を第 l 回として、今後毎年「京都美観風童文1 t J

は設定されるので、詳細は京都市計画局風致諜へ。

(  ｾ屯話 ＰＷＵＭＲＲＲ Ｍ ＳＴＷＴ ・ 直通 Ｉ



通巻7 餅 9
表紙デザイン.

水野哲l l (京都芸術短期大学績師)

〈特集予告〉

.10月号/ プレストレスト( 鉄筋) コンクリート構造

. 11月号/ 第30回青年技術者

大阪減国際文化スポーツホール

. 12月号/ 集合住宅と音

会 長 構 図 朝 生

副 会 長 足 立 孝 ・市川 宏

佐野正一 ・松村鑑二

編集委員会( 昭和58年度)
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編集理事

今井潤之介

金 t 潔

ｾｴ ｩ 軍登

小林 111 
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ｲ ｉｊ ＮＡ ，ｾ＠ 陣良
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早間 半
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trt高 岩 夫

駒 問 留 男
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6 1111' 1' 1)) 
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本1111 利峨
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119つ橋筋、堂島周辺は情報、文化を中心とした

核合機能の街として発展し、最近では大阪駅ピル

の建設、国鉄片橋線計画の具体化等相次く、ビッグ

プロ ジェク トによ って整備開発が進み今後も益々

発展が約束されている 。「近鉄堂島ピル」はこの堂

Ic:_j 地区の中心的建物として計画された。

区の新しい街っくりの一端として考えた。街角に

あたる昔日分をできる限りのオープンスペースとし

緑で図まれたサンクンがーデンとしている 。 この

ことは高層部の平面型にも特徴あるカタチを自IJ っ

でいる 。

建物の平面型はリニアーコアー型式で、約 500

敷地は四つ橋筋に函した角地にあり、凶つ統筋 1 m' の事務室がこのコアーを 中心に雁行 して配置さ

が屈曲した位置にもあたる 。建物の配設は街並み | れ、コアーをこの重なりあった部分に収めること

の述続性と共に両方向からの目当り的な位置とし | により、事務室の眺望が三方に広がり、明るく 1m

た。 この計画は「市街地環境の主在日ii J を主旨とす | 放的なスペースとなり良好な執務環境を命IJ ってい

る総合設計制度の適用を受けて、建物を高層化し、 l る。竣工後約半年が夜逃したが、公rm空地廻りの

よ也表空地を積極的に碓保し、良好な都市環境づく | 緑も順調に成育しつつある 。 この周辺で多くの人

りをめざすことを主眼としている 。 公開空 地 は 凶 | 々が恕う姿をみると当初の目的が達成されたと忠

つ紙筋とそれに直交する道路に回し設けているが | うので、ある o

Ｑ Ｑ ｩ に 一 般にｼ持 ｬ 放された空地にとどまらず、主主， Ａｾｪ ｪＺ也 北島正行/ 臼建設計大阪本社

所 在 地 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 1

敷 地 面 積 4，402m 

建 築 面 積 2，160m 

延 床 面 積 33 ，451 m 

構 造 規 模 地 上S 造 、21 F 、地 下 S R C 造 、B 2 F

工 期 昭 和55年 12月~昭和58年 3 月



神 慈 秀 明 会 滋 賀 の 神 苑

神殿・教祖殿

基本設計 ミノル・ヤマサキ& アソシ工イツ

施 工 清 水 建 設

西fJ! IJ メインアプローチより全対をみる (彫刻は流政之)

所 在 地 滋 賀 県 甲賀 郡 信 楽 町 大 字 田 代

敷 地 面 積 971 ，516. 17ni  

建 築 面 積 7，940 .05ni  

延 床 面 積 15 ，826. 78ni  

精 道 規 模 S 造 1 F 、 B 1 F

最高高さ 46 .4 m 

工 期 昭 和56年 7 月 ~ 昭 和58年 3 月

設計について | 異なる事務所間の中ではぐくまれた経験と感覚を | を計り、ヤマサキのデザインディテールを充分に

信楽の地はヤマサキ氏をして感嘆せしめるよう | いかに相E 聞で理解し合い、設計意図を施工に反 1:表現することができた 。竣工間際まで重要部のデ

な美しい自然に恵まれている 。 r ここに集う総て | 映するかが大 きな課題であ った。 そのための相1 i 1 ザインや材料の検討を行 ったにも拘らず、施工サ

の人が自然に連る空間の中で信仰心を高め、聖な | コミュニケーションは基本設計着手時より全員参 | イドの絶大な協力と努力を得て限られた工期を守

る場を形成品来る様に考慮し、建物が自然と調和 I tJUにより行われた。 I ることができ、その施工; f j ' j 度の高さは我が国の技

して人々を偉圧することなく、ここを訪れた人々 I 200年以上の歳月に耐え得る建築を目指し、 未 | 術レベルの高さを示すものとしてヤマサキ氏の貨

が建物を肌で感じる事が出来る様な建築を」とい |知、米体験の空間達成のため坪井善11券教授の絶大 | 讃を得ることができた 。

うヤマサキ氏のデザイン思想を通して、数多くの | なカを得、この設計に参加したもの、そして施工 | 設計若手以来施主の理解と協力が設計者、施工

モデルスタデイーを経て神殿、教祖殿のスキーム |者サイドの積み重ねられた経験と似重な技術的裏 | 者に対して力強い支えとなり、 4 ヶ年半に及ぶ工

が提案された 。 この思想、とデザインを具現するた | づけによ って現場施工が行われた 。法的制約、意 IWI を無事終了することが出来、この様なアソシエ

めに各分野での優れた人々が集まって設計チーム I [玄lす る材料の選定と調達の問題、自然条件、風俗 | ーツによる設計システムが真に根付く事を期待し

を編成して実施設計を行った 。 I 習慣の相違による建物使用上の問題、建築技術の | ている 。

米国と日本と云う呉なる風土、習慣の中で、又 |相違等山積した諸問題に対して秘値的に相互理解 伊東正好/ 伊東建築設計事務所



施工について

ミノル・ヤマサキ氏による、微妙な曲線を持っ

た、特異で、優美な外観と、日本では珍らしい大空

間をその内部に持 った この建物は、構造設計担当

の坪井研究室による 、鉄骨躯体の特殊な力学的処

理その他とあいま って 、 その施工には、種々むつ

かしい問題があったが、施工者としては誠にやり

甲斐があるものであ った。

4 本の曲った位で地上高さ 43m、スパン下部で

86m x  58.2m、上部で49. 4m X 21. 6mの架柿を椛

成するため、建築では珍らしい直径 8 m もの基礎

支持抗、地下 l 階のみで24 ，OOOm' の R C 躯体、曲

っていて 、各々の陵線のカーブがすべて呉な って

いる 、断面 が 5 角形 - 6 角形の鉄骨ボ ックス主主の

製作とその建方、 2 本で'500t の大梁の40mのリフ

トア ップ、柱頭と梁端の応力変換、屋恨簡を椛成

する約9，OOOm' に及ぷカテナリー曲線のパ イプトラ

ス、 そして 、 これら位、梁、屋恨面トラスを力学

的に合理性を持たせながら、意匠上の要求を i筒た

すために開発した先行赦荷工法とその実施等々、

精造の施工作業は、初めから終りまで経験のない

新しい作業の連続であ った。

とくに外装においては、屋根の48mX 20mのス

カイライトの米国での製作( ヤマサキ氏の要請に

よる) および現場での組み立て、カテナリー属恨

面の変形瓦持銅板11' ( 新工法のI l f J発) 、梁および位

の丸形モザイクタイル貼り( 米国製接必剤 ラテイ

クリートを使用) 、等々に力を j主ぎ、それらを施工

するための仮設工事、屋根では銅板商に荷重をか

けることなしに作業ができる曲面吊足湯の開発が

大きい成果であ った。

また空調設備では、天井高さ 37mもの礼N 堂の

大空間の暖房を効果的にするための床面予熱 シス

テム( パ不ルヒーテイングは使わない) 、 外気に面

する大壁面の結露防止策などがあ った。

この建築の今一つの特色と して 、前面広場の床

の大理石( トラパーチン) 貼りがある 。 この面積

は13 ，OOOm' もあり、また信楽地方の厳しい寒気に

もさらされることもあり 、施工法 には特にE目立し

非収縮性の高流動モルタル (当 社ハイ パックモル

タル) を板石の下に注入する工法を 開発 し、尚品

位の床面を作ることができた 。

大城宮司 1m水建設



J也F背チヘヘル Ij if からホワイ工、ロビーをみる

メインロビー( 地附)

5000人のf . i r. を以存して祭礼小の教組殿 怯

彦
、
h

H

ぃ
米

υ

M

V

 

H

叩





j I _ ! j より全対をみる

神慈秀明会滋賀の神苑神殿・教祖殿

実 施 設 計 建 築 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

日 本 設 計事 務 所

施 工 清 水 建 設

鉄 骨 片山鉄工所 太恥 Ａ￭， ｫ 正区南思 ｢ｬ ｬＮ ｾ｜Ｖ Ｍ Ｒ Ｍ Ｒ Ｑ T EL ω -552- 1231 

鉄 骨 宮地鉄工所 松本市外法凶町 1909 T E L  026392-2520 

鋼 板 葺 伊藤忠建材販売 大阪市東区南本町4- 47 T E L 郎 251-8791

サ ッ シ 旭サ ッシ工業 大阪市械京区野田一 12-51 T E L ω -939引 41

内 装 ・ 家 具 高島屋 京都市下京区凶粂河原町 T E L 075-22ト 仙 1

構 造 士平井善勝研究所

設 備 総 合 設 備 計 画

照 明 石 井 幹 子 照 明 デ ザ イ ン 事 務 所

音 響 永 田 穂 建 築 音 響 設 計 事 務 所

庭 園 井 上 造 園 設 計 事 務 所

〈主な協力業者・順不同 PR)

鉄 骨 川崎重工業 k 阪rH北区堂品浜2- 1-29 T E L 侃 344- 1271

石 関ヶ原石材 k 阪市飾品区郎品本通4- 20-26 T E L  06-922・7661

屋 恨 葺 近藤金属工業 式販"1西区土佐堀2十 20 T E L  06・441- 86河

内部ボー ド貼 奥村重兵衛 太阪市北区西天満5-3-7 T E L  06-312-4131 

防 水 高 山工業 吹田 ＢＱ 広 ＮＺｺｾ ｔＴ Ｍ ＳＴ T E L  06-386-93 12  



船場フジイビル

設計監理 泉沢建築設計事務所

施 工竹中工務庖・金山工務庖共同企業体

正面外観
外装( 1: ｉ ・ ｔｊ レミパネ ｊ レ、ジュラクロン焼千 ｊＧｩｦｴｬｾ 主



船場フジイビル

撮影 黒田青巌



船場フジイビルは、 1983年 4 月に大阪

の活動拠点である 『船場j に貸事務所

ビルとして完成した 。

その昔、船場とはどのような街であっ

たのか?

街が形成される以前は、海か浅瀬の湾

であったのだろうか。地下工事の鋸削

時には、かなりの数のアサリ、ハマグ

リ、サザエ等々の貝殻が出て来た 。

戦国の世も終り平静を取りもどす頃か

ら、船場という街が形成され始めたと

恩われる。

東は東横堀川、西は西横堀川、北に土

佐堀川、南に長堀川の 4 本の川に囲ま

れた街で、船場という地名は、船着場

がつまって船場にな った説と、古戦場

であったという説、また、豊臣時代に

馬を洗う洗場であったという三つの説

が有力とされているが、掘削時の多数

の貝殻出土はどうやら船着場を笑証し

ているように，思える 。

船場の中ても、特に南久宝寺一帯は、

繊維問屋が多〈商者[1の中心的街並で歴

史を感ずる街である 。

建築主は、どちらかというと派 手なデ

ザインを好まずオーソド ックスな考え

の持主であったため、格調高い清潔な

感じのデザインを提案し、色彩につい

ても明るい感じの白を基調として表現

してみた 。

外装はアルミパネル、ジュラクロン焼

イ寸塗装とし、ガラスは熱線反射ガラス

( ブルー ) 、u ; 皆犬走りは赤御影石ジェ

ット 仕上で、色彩のコントラストによ

る変化を求めてみた 。

建物の内容は、地階、駐車場 ( 31台 )

と一部庖錦、 1 - 3 階は銀行庖舗、 4

- 9 階は貸事務室、 10階は建築主専用

の住宅および屋上庭園と建築主の事務

室によって構成されている。

この建物の設計に当たり、大阪市建築

美観条例の施工直前であ ったが、この

条例の主旨を先取りし、計函に入り、

建物の堺筋側の壁面線を敷地境界線よ

り5 m後退し、南久宝寺側も 2 m後退

させ歩行者用通路として考え、合わせ

て植樹を配し、若干なりとも街並みの

景観整備に貢献出来たと思っている 。

( 泉沢哲史/ 泉沢建築設計事務所)

堺筋側外観 ( 1 階銀行正面)

1階玄関入口

所 在 地 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 2 丁目 20番地他

敷地面積 1，301 . 52m'  

建築面積 1，063. 40m'  

延床面積 11 ，201 . 89 m' 

構造規模 S R C、 8 1 、1日F 、 P 1  

工 期 昭 和56年 6 月~ 昭 和58年 4 月

最 寄 駅 地下鉄堺筋線堺筋本町駅



船場フジイビル

東面庭 (1 0階)

10階平面図

' 畑町 ・ I  f'W"'1 ""______'_J 

• • 

• • 
事 務 室

• • 

• • 

基 準 階 平 面 図 ( 4階- 9階)

社長室 ( 10階)
断面図 1  ，皆平面図



1 8 6  

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

( 担当 編集委員会法令分科会)

質疑などの投稿をお待ちしております.

新設・浄化槽? 去の経緯と内容( その 1 )  

法令コーナー担当の編集委員会法令分科会では、ご質

問やご意見に取り組んで、誌面にも反映していきた い

と考えておりますので、法令に関するご質問 ・ご意見

をお寄せ下さい。

近 年 、 国 民 の 生 活 水 準 の 向 上 に 伴 い 、 水 洗

化 の 要 請 は 高 ま って おり、下水道の強制I i が財

政 的 に も 限 度 が あ る こ と か ら 、水 洗 化 人 口 の

約 半 数 は 浄 化 槽 に 依 存 し て お り 、 そ の 数 は 約

400万 必 に 達 し て い る 。このように浄化憎の、

生活環境の保全に来たす役' ，1(1)は大変箆聖書であ

る と 考 え ら れ る 。

守 点 検 業 者 の 知 事 登 録 制 と 技 術 者 資 他 il iI )l .交の り 、 他 の 行 政 庁 も 同 じ よ う に 行 政 指 導 と い う

創 設」 を 中 心 と す る 浄 化 槽 法 案 の 必 本 総 惣 が 形で実施されている。

具 体 的 に 打 ち 出 さ れ た わ け で あ る 。 し か し 、 行 政 指 導 で は お の ず か ら 限 界 が あ

つ い で 54年 6 月に、全浄: i i l i . の働きかけによ り、例目りもないため、これらの制度が実施さ

り 「 浄 化 槽 対 策 議 只 述1
1

!.l J が 結成され、 「浄化 れ て も 、 悪 質 な 業 者 を 排 除 で き ず 、 な か な か

槽 立 法 化」 を 推 進 す る こ と に な る 。 実 効 は な い 。

議 只 illb' ，'!.Iは、 11 月 に 法 案 起 草 委 只 会 を 設 置 、 そ の た め に 、 法 的 裏 付 け の あ る 制 度 と す る

し か し な が ら 、 浄 化 糟 の 工 ι久 保 守 点 検 ま

た は 消 婦 が 適 正 を 欠 く た め 、 浄 化 槽 の JI5l. ijf[ 水

が 公 共 水 域 の 汚 染 源 と な って い る 場 合 も 少 な

関 係 省 庁 、 関 係 業 界 の 意 見 を 勝 取 し つ つ 、 翌 必 要 が あ る と い う 芦 が 関 係 者 の 聞 か ら で て き

55年 8 片 に 「 浄 化 槽 法 案 要 綱 」 第 l 次 案 を ま て 、 こ れ が 浄 化 槽 立 法 の 動 き と し て 具 体 化 し

と め 、 同 案 を た た き 台 に し て 、 2 年 間 に わ た た も の で あ る 。

くない 。

こ の た め 、 浄 化 槽 法 は 、 浄 化 糟 の 設 也 、 保

守点検、 ｨｾ 付、 ｬｩ および製造について規制 ｬ を強化

するほか、浄化槽の設世笥Ｚにｼ品 ｬ 係する者のｾ

任と義務を明石在にするとともに、その身分まま

絡 を 総 立 し 、 生 前 環 境 の 保全 と 公 衆 衛 生 の 向

っ て 関 係 省 庁 、 関 係 業 界 の 意 見 調 絡 を は か り 、

数 回 に わ た る 修 正 を 加 え て き た 。

その結袋、 H乍年 8 月 17 日に議長 ;立 法 と し て

衆 議μ に 提 案 さ れ た の で あ る 。

国 会 の 会 議 ぎ り ぎ り で 提 案 さ れ た た め 、 継

続若手資とな っ て 引 き 継 が れ 、 そ の 後 、 継 続 税

上 を 図 る た め に 、 昭 和 58年 5 月 18 日付 け 法 律 盆 と な り 、 本 年 の 4 月27 日 に 衆 議 民 本 会 議 に

第43号で公布され、 2 年 後 の II El.f'1J 60年 10 月 l 上 位 さ れ て 、 全 会 一 致 で 可 決 、 参 議 只 に 送 付

日 か ら 地 行 さ れ る 運 び と な っ た。 された 。 参議院では、 5 月 11 日 の 本 会 議 に 上

そ こ で 、 浄 化 僧 法 が 成 半 さ れ る ま で の 経 総 位 さ れ て 、 全 会一 致 で 可 決 ・成 立 し 、 法 律 第

並 び に 法 の主 な 内 谷 お よ びiiliJ 同) i 針 等 を ご 似 43号 と し て 18 日に公平11 さ れ る こ と に な っ た の

介する 。 である 。

1  浄化槽法成立までの経緯 2  ，浄化槽法案の背景

浄化仰i 法 の 発 端 は 、 昭 和 51年 9 } - ) に浄化機 浄化相は、 ｕｦｾ 和 ＴＰ 年代に入 っ てから急速に

中央:iili 絡協議会が、 ① 浄 化槽 行 政 の一 元化、 普 及 し た も の で 、 現 在 で は 設 置 台 数 も 600万 基

② 不 良 浄化憎の改善策、 ③ 保 守 点 検 の 強 化 ・ 一700 万 必 に 達 し 、 わ が 国 総 人 口 の 3 0 - 3 5%

維 持 管 理 契 約 の 義 務 付 け 、 ④ 地 工 上 資 絡 の 法 が浄化憎の恩! むを受けていると推定される 。

Hill 化 な ど 、 浄 化 機 法 規 ・行 政 に つ い て の 要 望 技 術 的 に も 紘 一 近 に な っ て 進 歩 し た も の で 、 浄

市 を ま と め た の に 始 ま る 。 こ れ を 受 け て 、 同 化 柁Jに 対 す る 知 識 が 欠 け て い た り し て 、 + 分

年 10 月に 12i 境 辿 ( 全 凶 t筑 波 終1l iH:) ' ; . 業協同組合 な 対 応 策 が 講 じ ら れ な か ったと いう点、もあ っ

A 合 会 ) が 、 全 国 大 会 で 初 め て 「 浄 化 問 法 の た の だ が 、 こ れ ほ ど ま で に 浄 化 糟 が 普 反 し 、

制 定 」 を ス ロ 一 方 ン と し て 保 択 し た 。 ま た 技 術 的 に も れ'iJjt な処坦! がで き る も の が 市

主主 52年 5 ，F ) には、全 /!{'illb ( 全 国 浄 化 糟 団 体 版 さ れ る よ う に な って く る と 、 浄 化 慨 を 放 世

j ! J l 合会 ) が 設 立 さ れ て 、 浄 化 相 |民l係 法 規 の 指 す る こ と が で き な く な っ て き た 。

イ ｬｩｩｩ を求める ｾ Ｎ ｾの到 ｊ き がIJrl 始 さ れ た が 、 関 係 浄 化 的 は 、 製 品 の 性 能 ・品 質 が 優 れ て い な

省 庁 が 政 雑 に か ら み あ っ て い る た め 、 関 係 省 け れ ば な ら な い の は 当 然 で あ る が 、 適 正 な 施

庁の芯: 比は、業界の安ー盟に応じにくいとする 工 、 維 持 管 思 カ 、 行 わ れ な け れ ば 、 十 分 に そ の

ものカぜ多か っ た。 '1; 1: 古E を発 J草 す る こ と は で き な い 。

その後、 53年 2 ｽ Ｍ Ｉ に足立与ｾｪￆが、 ｩ ， ＾＼Ｚｦｊ ｊ の戸ＧＨ ， 化 そ こ で 、 大 都 市 周 辺 音11の祥子化仰の普及の日

開 法 条 と も い え る 「小島L院生前排水処理l }jむ設 い 地 区 で は 、 と く に そ う し た 問 題 が 多 く 発 生

法 家 要 綱 j をまとめ、 9 刈 に は 全 浄 A が 議 長 す る た め 、 そ の 対 策 と し て 、 た と え ば 、 大 阪

立 法 に よ る 法11ill化 の た め 浄 化 相 問 題 議 員 懇 談 府 F で は 泌 尿 浄 化 糟 の 椛 造 、 施 工 お よ び 維 持

会 を 設 出 し 、 翌 日 年 1 月に「浄化僧| 品l係 法 令 管理に| 射して関係法令を有I i 足する基準を定め、

の 改政 要 綱 」 が ま と め ら れ る 。 m近 、 設 置 、 施 工 、 検 査 、 維 持 管 理 等 に つ い

この 二 つ の 法 案 要 綱 に よ り 「 施 工 業 者 ・保 て 、 指 導 要 綱 並 び に 取 扱 要 領 が 定 め ら れ て お

3  浄化槍j去の構成

浄 化 措 法 は 、 本 文 が 11主主64条、 付 目1)が 16条

で 、 合 計80条にもおよぶ大法律て‘ ある。その

椛 成 は 、 つ ぎ の と お り と な っている 。

浄 化 槽 目 次

第 1 君主 総 則 ( 第l 条ー冒14 条)

第 Ｒｾ 浄 化 槽 の 設 笹 ( 第5 条~罫17 条)

第 3 i主 浄化槽の保守点検及び浄化摘のお! 汁;ij

( 第8 粂~第12条)

第 4 草 浄 化 槽 の 型 式 の 認 定 ( 第13粂- m2 0 il: l

第 5 ＺＡｾ＠ 浄化糟工卒業に係る登録 ＨｭＲＱ 条Ｍｾ

34条)

第 6 詳 浄化摺清掃業の許可 Ｈ 第 ＳＵ 粂 ｾ国 ｾ ＴＱ 条 Ｉ

第 7 主主 浄 化 槽 設 備 士 ( 都42粂- ! : n45粂)

第 8 i :L 浄化槽 ｾＺｉￆ 士 Ｈ 第 ＴＶ 条ー首 ｾＴＷ 条 Ｉ

第 9 Ｚｬ ｾ＠ 条 例 に よ る 浄 化 槽 の 保 守 点 検 を 業 と

す る 者 の 受 録 制 度 ( 第48条)

第 Ｑ Ｐￌｾ 斜 ｕＡｉＩ ( m49条~第58条)

第 11章 罰 則 ( 節59条~第64条)

!附目1) Ｈ ｾＧ｜＠ 1 粂~節目粂 )

本文 ｉｉ 誌のうち、第 Ｔｾ から第 Ｙ 詰までが、

浄 化糟|品i係業者および資格に 関す る 規 定 で あ る 。

こ の う ち 第 6 主主の浄化槽清婦業の許可は、こ

れ ま で 廃 楽 物 の 処 遇 ! お よ び 治 婦 に 関 す る 法 律

に よ り 笑 施 さ れ て い た も の を 伶 化 僧 法 に 移 し

ただけであるが、 I争化槽の型式認定( 第 4 主主)、

工事業の登録( 第 5 : i : ; : t ) 、浄化槽設備士( 第 7

IjI ) 、 浄 化 糟 管 理 士 ( 第 8 主主)、 条 例 による保守

点検業の登録刊 ￮ ｬＩ ｬｾＨ 第 Ｙ 主主Ｉは、浄化槽法によ

って 創 設された制度である。

つづく

( 大阪府建築指導課 設 備 係 森 田 通 )

引き続き、 IO月号ーでは浄化僧法的要綱 . 11 月号で浄化憎法

の要綱 と法地行にとむなうi l I ! lll. についてご紹介します.
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ア メ リ カ 建 築 巡 礼 記 そ の g

キンベル美術館( フオートワース)

小 竹 達 也/ 昭和設計

フオートワースとダラスは 35<' イルほど持11. れてい

るが、この 2 つの都市は真中にアーリントンを狭

んでテキサス州内での一大都市圏を形成している 。

しかし街の雰囲気はダラスがヒューストンと並ん

で経済発展の雄を競っているのに対して、このフ

オートワースはこじんまりと落ち着いており、文

化面での印象が濃い街である 。

このキンベル美術館は他に P ジョンソンのアモ

ン ・カータ一美術館らと共に市の中心より幾分離

れた分図内にある 。iltl) 面の道路にてパスを降りて

眺めると、あの特徴的なサイクロイド ・シェルに

よるヴオールト屋根が公園の見事に整えられた芝

生と木立の問に見え、意外と優しい表情を見せて

いる 。 さらに近づくと、まず建物の古. ! ) Q- 的なセン

ティングが意識され、また外部環境との接点やア

プローチ廻りの丹念なデザイン処理から、ある種

の村I域に入るような厳格きが感ぜられる 。だがそ

れは人を拒む類のものでなく、ある種の訓戒を与

えつつも、前面の爽快に吹き放されたポルテイコ

や、規則正しく地裁された前庭を介して人を招科

しているようにも感ぜられる 。

内部に入るとこの建築空間がある雰囲気を持 って

沖縄の庭園

い え ど ん ち

そ の 2 伊 江 殿 内 庭 園

飛 田 範 夫/ 飛田正E聞研究所

琉球王固め首都であ った首里には旧豪族の屋敷が

現在も幾つか残 っているが、これは 15世紀末から

読者の頁

いることに気付く 。全体、ルイ ・カーンの建築内

部に入ると一種異様な感覚に包まれるのだが、こ

の特異な空間体験というものは、ある種の芸術的

体験 ( つまり建築という芸術の) と呼んでもよい

ようなもので、限られたある段階に達した建築に

感ぜられるものである 。だが果してこれがカーン

の言う日時の推移を感受できる自然採光によるも

のか、また自然な材質感を持つ材料の Modest な

16世紀初頭にかけて第 2 尚氏が中央集権化をはか ー云三了一 Ｍ ｺｺ ーかヨム ｾ・ ｩ

るために地方豪族( 鞍占) を首都に柴居させたこ 伊江殿内庭園( 築山と圏池)

とに端を発しているのであろうか。 この時代に身 内に ついて詳述したい。

分伽I J . 支が確立されて、上層階級であ った王子や按 伊江殿内は第 2 次大戦によ って家屋は焼失してし

必 ど ん

司の邸宅は「御殿J と称され、王政をあずかる重 まい、その庭園だけが完全に近い姿で苦手跡的に残

ぉ。〈 ι い どん

臣 ｬ ま親 ｾＺ上ま たは親方と呼ばれ、その正 ＱＱ 毛は「殿 されたものである 。作庭年代は不明だが、 1800年

内」と称されるようにな った。身分によ って屋敷 に中国からの使者が国主であった伊江親方初度に

の広さや丑数までも fti l)限きれ、門を設置すること 招待されて選んでいる記録がある 。石灰岩の露出

は一般民家には許されないという状態であ った。 した高さ 7 m程の小山を利用して、東側1) に築山を

旧張族屋敷の中で第 2 次大戦によ って消滅したも っくり、 西側に石灰岩を削 った棚状の小池を設け

のも数少なくなか ったようだが 、現在も庭園が残 ている 。庭園面積は 1，000m'程しかないのだが、

存しているものに次のようなものがある 。17世紀 小池と築山を巧みに組み合わせて均衡を保たせ、

に尚12王の第 2 王子が造営し、 1857年に現在の大 また、これらの背後を散策できるように図路を巡

信 か ( す 〈 狗 ど ん

中町の琉球博物館の地に移された中城御殿跡には、 らしている ことも、この庭園を広〈見せている 。

小池が片隅に残されている 。 また旧読谷山王子御 小池に 設置された竜頭の口からは水が注ぎ出るよ

所の庭園の豪快な石組の一部が赤平町のやl' 壁邸内 うにな っているが、この水源は北側の上方に埋設

に保存されている 。 その他数ヶ所庭園が残存する された水槽で、来客があ った時にだけ水を流す仕

が、最も優れていると思われる当之蔵町のfif f江殿 組にな っている 。石灰岩を刻んだ小池とこの竜頭
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使用からか 、それらの相乗効果によってもたらさ

れる静寂きの印象、あるいは建築の構成要素を論

理的に表現している手法等々 ー ーに依っているの

か僕にはわからない。しかしこの建築を見る限り

それらのものは現前と存在し、総じてその底意に

感ぜられるのは確固たる信念に基づいた創造性の

元に充秘された知性であり、鋭敏な感性、そして

さらには哲学的とも言える真実探究を目指す理性

の初復の結果を表わしているように思えるのだ。

やはり僕にとってここを訪ずれたことは、人間の

知性と創造力において、これほどまでに素晴らし

い建築を造り得たということを知り、感銘を深く

した次第である 。

伊江殿内庭園( 園池部分)

はま ったく中国的だと言える 。 ところで、築山に

は高さ 1. 5 m程の立石が数個据えられているが、

その全体の形状は中国の庭園の石組を恩わせる 。

しかし中国の石組というのは蘇州の明 ・清時代の

庭図に見られるように、石灰などで石と石をつな

ぎ合わせて l 個の石のようにしてしまうのがその

特徴である 。 ここでは石と石を核活させるような

技法はま ったくと っていないので、日本の彩響が

あったと思われる 。

この庭園は全体的に中国的趣向が強いが、技術的

には日本の影響が考えられるわけで、こうした点

がj中縄の庭園の特徴の l つだと言えるであろう 。

だが、日本の造図技術を体得し、しかも中国趣味

にあふれた洗練されたこのような作品をつくりあ

げているということは、沖縄の文化水準が高か っ

たことを示しているのではなし、かと思う 。
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ニュー スI瓜似をお送りくださ L 、。

建築作品のパース、エスキー

スを一堂に展覧

お問 い合せは側竹中工務広広報部へ

大阪は06- 252- 1201、東京は03- 542- 7100

「 竹 中 工 務 庖 建 築 意 匠 展J 開 催

多くの建築作品を設計 ・古車工で手がけている附竹

中工務底では、建築における多面的なデザイン活

動を広〈知ってもらおうと、昭和58年 9 月から 11

月にかけて、大阪 ・名古屋 ・東京の 3 大都市で「竹

中工務庖建築k i : 匠展j を開催する 。( 入場無料)

同社 では、建築物を「作品」と 11乎び、機能性や経

済性だけでなく、社会性、芸術性という要素を重

視してきた。「最良の作品を世に泣し、社会に貢献

する」を企業理念としてきた 。

「竹中工務応建築意匠展J では同社の建築設計の

実績と主主 ｾｴ￬ｬｊｪ 笠の独自性、多様性などをパースや

エスキース、模型などを使って展示し、この 10年

聞の主な建築作品パース約 100点を 中心に、いくつ

かのプロジェクトにおける設計プロセス ・デザイ

ン展開、インテリアエレメン卜展示などの内容に

なっている 。

地 成 l瑚f組制1111 2晶 所

大 臣

9 月20日~ 臨大 急臣 市グ 北ラ 区ン内ド山ピ 町ル 4261F  { 凶T E世U大0臣6 )駅31 5-匝83z6'8帽

S 月25日 田駅下. i l i す ( ，)

g 月29 日~

名 古 屋 A T ピ ル 2 F ホ ー ル T E U052) 22 1

名 古屋 8627 名 古 島 市 中 区 錦 ト 18 - 22 ( 地 下 位 米

10月3 日 山 幅 伏 見 駅 下 車 徒 jt 5 分 )

10月29日
圃 座 シ グ ナ ス . F シ グ ナ ス ホ ー ル T E L( 03

東 京

11 月 3 日

567- 9988 東 京 師 中 央 区 副 直3- 5 3  ( 地 下

酷 蝿 直 融 掛 岨 駅 下 '1' 憧 砂 2 分 }

[ 東海だより D-

" " 樹 海 執 岬

一一一

名古屋市旅館等指導要綱が定められた 事前公開を経た後、その公1m結果報告書および関

係図書を添付し、同窓申請;1Fを市長に提出し、市

この要綱 l立、旅館、ホテルの建築にあたり、そ の 長の同意を受ける 。

必i仏および手続きを定め、市民の善良な風俗、 hY ・同意の基準

純な現段の保持、青少年の健全な育成を図 1) 、市 l 次の精進のものについては、同意しない。

民福祉の向上に寄与することを目的としている 。 ①駐車施設から玄関帳場を続出せず、直接客室へ

・対象とする営業 通ずることのできる |計j 口部を有する椛造。

旅館営業およびホテル営業 ( 大脱線な引李総、以様 ②玄関帳場から 利用者が通常利用する屋内の共問

答および用途変更を含む ) 地設を見透すことのできない梢造。

・適用対象地域 ③玄関帳場が利用者と直接而按することができな

住肘地域、近隣商業地域、i l ' ¥工業地域、市街化調 い構造、または附常設備が利用者と直接面接する

怒区成 ことを要しない利用を可能とするもの。

・手続 ④形態または12匠が周囲の治純な環境を害するお

旅館等を建築しようとする者は、次の手続きを行 それがあると認められるも の。

い、市長の同13: を受けた後でなければ、旅館等の 2 旅館等が次の区域内にあるものは、同意しない

建築に係る一連の行政手続きを行なうことはでき ことがある 。

ない 。 ①幼稚園、見立稲祉施設、旅館業法砲行条例に規

①建築計聞の el ' ; 前公 JlfJ 定する }j 血設および百11市公園、コミ ュニティセンタ

新 刊 紹 介

「改訂・棚上棟銭」上梓

一級建築士で古銭収集家でもある香川芳明氏が、

古銭収集50年を記念して、前者i r上練銭j に大幅

の改訂と増舗を加え、有名社寺等の上練銭物300点

を収録し解説した本を 出版した。

第 l 分冊 ・来日本筒、第 2 分 il 仕・ 西 日本t : i 、別 il lt

- 府県別索引等に分けてあり、第 1 ・2 分冊はそ

れぞれ神社 ・寺院および一般の音11に区分けして、

上練銭の拓本とその解説および発行社寺の由絡が

簡潔だがわかりやすく付けられている 。

また建築関係の諸記念銭も紹介し、別に付録がつ

けられて本文の理解をさらに容易にしている 。

東京芸大教授 ・清家清博士のユニークな序文と美

しいカラー 口絵 5 枚で巻頭が飾られており、見応

えのあるものである。

A 5 判 . 3 分 Il lt .  400頁の箱入りて 300昔11の限定

出版 ・非売品ではあるが、若干の余裕があるので、

入手希望の方は頒布実費6000円( 送料を含む) を

添えて下記へ直接申し込まれたい。

〒665 宝塚市消荒神 2 丁目 28- 10

香川芳明

ゆ @ E i

別鋳造して鍍金銀した上棟銭

園 一 一
- 勧告および公表

この要綱によらないで、旅館等を主I l ; 築しようとす

る者に対し、計画の取りやめ、変更の勧告をし、

勧告に従わない者については、その旨公表する 。

・担当窓口

以上は旅館等指導要綱のあらましであるが、詳細l

については、次のところへお初ね下さし、 。

名古屋市 中区三の丸三丁目 1 - 1

名古屋市街生局 I; i 反衛生諜 T E 以052) %1- 1111

下水道未整備区域のし尿浄化槽の設

置要領が制定された( 名古屋市)

名古屋市小 ｾｊｈ 災排水浄化対策およひ Ｚ ［｟［ｳ 栄養化 Ｑ｜ 抑止

対策俄i ! 主要綱の施行にともない、下水道未務付1 i 区

域のし尿 ff' 化梢の設置について、次の指導n:$'1・等

が示された 。

対象区成に 51人糟以上のし尿背v化相を設出する場

敷地内の凡やすい場所に、計画の概要を示す撚謙 一、背年の家等市長が指定する地設の 110 .1 ート 令には、し尿と生活雑排水の令官1処理方式とする

を20 日IHJ 以上設置し、周囲の関係者からの求めに ル以内。 ょう指導する 。 ただし、対象区域とは、下水処理I l

応じそ の計画の説明をする 。 ② 学校 ( 大学を除 < ) および学校対i似施設として、 区肢となる のに相当期間 ( おおむね 5 年以上) 必

② 市長の同意 市長が指定する泊設の200メー トル以内。 裂な区域とする 。

建築と社会/ 1983年 9 月号 21 



- 耐酸被覆鍋板

ケi言力号ξ コオロEJ マメヲル

耐候 ・耐艶性合成樹脂

表面仕上層

プラスチッフ無機繊維

・コンパウンド

高性能接着層

合成樹脂表面処理層

化成処理層

亜鉛鍍金層

企 C B  C 屋内テニス場

鋼板CJ ISG3313)

新時代の建築工法、驚異の新素材。

ｅ ｾ 蹴 ｕｒ 脇田，清嗣ｕＴ ｾｾＱ ・ ￦ 晶間百五臨海正副

美しく、 丈夫でt然えない建材 で、しかも被覆面に加工劣化ガありま

新しい時代の建築工法とともに建材の持っ せん。

あらゆる要素一一耐候性、耐蝕性、美観、

@耐薬局・耐j自性に優れ、耐活染性

ガ良い。

強度、断熱性、防音性、さらに軽量で施工

性がよ く、 経済的など、おしみな くそなえ

なおかつ省力化、省エネルギ‘ー効率を上げ

なければならない素材と して誕生したケミカ

ラーオーシマメタルは優れた建材として業界

各位からご好評を博しております。

@耐候性が抜群です。

特殊力ラ一樹脂被覆により耐候性、耐

能性、健色J性等の耐久性に優れ、長期

にわ疋って再塗装のiill¥要がありません。

@加工・耐摩耗性に優れている。

打ち抜き、折り曲げ (180。密着〉ロー

ル成型 ・深絞り等あらゆる加工ガ司能

。落ちついだ色調。

力ラーは厳選しだ 5種類、伺れも時代

の二一ズにマッチしだ高級で、落ちつい

疋雰囲気をかもします。

@経済的です。

疋び疋び張り替えや再塗装の必要な他

の金属板に比べて経済的です。

O不燃材料です。

建設大臣認定 不燃( 個〉第竹18号

不燃( 個〉第1131号

として認められています。

- 用途

特殊力ラ 樹脂被覆の優れだ耐蝕性に

より腐能性ガスの発生する戸ルミ電解

工場、化学工場や大気活染の厳しい大

工場地帯、 まだ塩分や強烈な紫外線に

さらされる海岸地帯の建物の外装。

いつまでも変らぬ美しい色調により、

事務所、学枝等の仕上げ化粧材として

最適です。

社会式株業工学
ν

U

 

用応島大

@

 

本 社 干535 大阪市旭区太子矯1丁目15番22号 n06(954)6521 側

・東京支庖念日3(580)6061ff世 ・新居浜支庖ft 0897(46) 230明世

・仙台営藁所合0222( 87) 3129 ・福岡営業所ft 092(473)8343 

・名古屋宮章所会 052(241 )8588附 ・四日市営章所会0593(45) 1005 

・神戸営業所窓 口78(331 )0835 ・岡山営業所包08694 (2) 3964 

・広島営業所ft 0822(48)  3818({也 ・宇部営草所合0836(21) 6608 

工場・作業所/ 岡山 ・新居浜・川崎・四日市・広島・仙台



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新 建材紹介 .J{o 104 )  

ワ ン タ ッ チ 気 密 ド ア

ホマーカス・スライデイングドアF

市場に 出廻 っている 気密扉の多くは聞き戸型

式のもので、大型の気密扉となると冷蔵庫扉

めように電動式 ・引戸タイプのものもあるが、

その機構 は複雑なものが多〈、簡便な大型の

気密扉は皆無とい ってよい。

ここ に紹 介する「マーカス ・スライテA イング

ドア」は、オランタのマーカス社が冷凍冷蔵

庫用扉として開発したものである 。 その特長

は、独特なスライデインクー機緋によりワンタ

ッチ操作で気密性能を維保できる こ とである 。

機構

スムーズな 気密作動の秘密は、 ドアを懸垂走

行させるマーカス独自 の 「カムレール機構」

にあります。

走行中のドアノ マネルは、床および壁面から雌

れているためその動きはスムーズです。 ドア

が閉 まる瞬間にレールに設け られた 「くぼみJ

に添 ってドアの走行ローラーがTi ' r ち込み、ド

アは自重によ って床および壁面に引きょせら

れ、 ドアの気密ガスケ ッ トにより密聞が完成

します。 また、床の通行の邪魔にならない場

所に設けられたプラスチ ック製カイドが、 ド

アを壁面へ押しつける動きを助けます。

フ ジ モ リ 産 業 株 式 会 社

本社 干105 東京都港区東新僑 1 - 2 ー 17 ( 第十二中央ビル ) T  E  L  03 - 574- 0511 

大阪 干54 1 大阪市東区博労町 2 - 41 ( 中1'-.¥、ビJ レ) T  E  L  06- 271 - 4131  

名古屋 . )L' HI 仙台 ・新潟

ドアを開放する場合は、 ドアノ、ンドルを動か

すと、テコの原理でドアが事j I し上げられ、走

行ローラーがくぼみか らレールの上へ移動し、

そのままレールの上を走行し、ドアが聞かれ

ます。

この走行ローラーを 押 し上げる役目をエアシ

リンダー駆動で 、 行なう自動 ｉｾｦｪ 閉装置ヵ、ありま

す。 この装置は全走行中を駆動する他の電動

開閉装置とは違 って、開放 ・閉鎖時に、エア

一シ リンダーでドアを押し出し、あとは質性

でドアを走行 ( 開閉速度1 m/sec ) させる の

で走行中 の ドアを容易に手で止めること がで

き、走行中 の危険はほと ん どあ りません。

特長

(1)開閉 - 密閉操作がワ ンタッチでできる 。

(2)気密 ・¥i f ，: 閉が確実に行なえ る。

(3)開閉走行が軽 くてスムー ズであ る。

(4)ハンカ、一レール型式な ので床にレールや講

が不要である 。

(5)機構が簡単て、故障がおこりにくい。

(6)目的にあ った種々 の型式が揃 っている 。

(7) 自動開閉装置を取り付けることにより、開

閉がよりスムー ズになり、速度も速 くなる 。

(8) どこにでも容易に取り付け られる 。

種 類

マーカススライデイングドアは 、走行レー ル

の構造により 2 種郊の基本タ イプに分け られ

る。

(l )M - 2 シリーズ

鋼製走行 レールを使用した大型重量ドアタイ

プ ( 最大製作寸法 : W X  H = 6 ，000X5 ，0 0 0 %)  

(2)M - 5 シリーズ

アルミ製走行レールを使用した 中 ・小型軽量

ドアタイプ( 最大製作寸法 wx  H = 2 ，000X  

2 ，5 0 0 %)  

上記の 2 種類の基本タイプに 、それぞれの 目

的に応じて異な った構造のドアノ マネルが組み

わされます。

用途

マーカススライテA イン グドアは、気密 ・遮音

・陸I i 熱等を必要とする様々な分野に適用でき

ます。

(1)一般産業用

チリやホコリを嫌うエレクトロニクス、光学、

フィルムテープ産業、微生物の侵入を防止

しなければな らない薬品、食品、生物科学工

業などの工場や研究所、各位クリー ンルーム

等

(2) 遮音 ・|坊音用 〈例 : 透過損失41dB( 500Hz )>

映画 ・T V スタジオ、劇場の大道具ー搬入 口等

(3) 医療機関用

病院、保健所、老人ホーム、身障者施設、リ

ハビリテー ション施設、手術室 、滅菌室等

(4)冷凍冷蔵庫用< 191J : 断熱係数0. 16kω 1/耐hOc >

(5)その他

各極原子力関係施設 、汚水処理場、 畜産関係

施設等、 学校一般住宅の|幼音扉等。

‘， - . ..._，.帯、" .屯屯r ι 曹曹 τ . . "275 ＮＮ織 の ａｾ ＢＢ Ｒ

.. W+ I OO W+ J I O 

". 

11  

乙工立旦旦旦三旦土旦E

有 効開 ロ 偏 重 W .1ω  

一「t 相
ドァ暢 - W+ 1 6 0

建材委員 / イ自警 紳 (安 ) HIl築，没.Hι J' ;務所設計部)
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約 1 ，300年もの歴史を刻む臼本古来の陶芸を活かして完成させた大塚セラミ ック技

術。 i芸術陶板」は、この技術を使ってさまざまなファイン ・アートを陶板に再現

するものです。斗土氷久的に美しさを{ 呆ち、汚れやキズにも依い特長を持つ「芸術陶

板J は、公共の場やLi { 外に設目立されてもご安心。スペース ・アートの表現をバラエ

ティ 22かに拡げます。

. 6 0 0mm X  3， OOOmm X  20mmの大型陶板 を組合せ、 スペースにあわ せた大きさで表現で

きま す0

. 1，300・C の特殊高温焼成により、色彩豊かに再現。耐久性、耐摩耗性に も優れています。

. 施工方法は乾式工法でユニ ッ ト方式ですから、 一片 ずつ簡単に取 り付けることが

できます 0

. オリ ジナル作 品 をご希望の場合は、ア ーチ ス トの創作依頼交渉も代行いた してお

ります。

( 営業品目) 美術陶板、デザイン陶板、名画陶板、肖像陶板、建築陶板。

お問合せ ・資料のごω1(ポli 下記へどうぞ

東京/ 〒101. . i l l : 京町1) 千代凹区神田可町 2 丁目 9 番 地f i 03( 292)0021

工 場 / 干529ー18 滋l ' i 県巾 1'im; 信楽町大乍枠原字寺谷926帯 地f i 07488( 2)3001

- 大谷大学旧本館陶板壁画

歴史的な建物のメモリーを残す方法として 、パ

ースをもとに原画を仕上げ、陶板の作品として

表現し焼き上げました 。

・場 所 : 大谷大学博綜館第一会議室

・設 計 : )llib奇，育+ 環境 ・建築研究所

・サイズ : 2，900% ( H ) X I6 ，410% ( W ) 27枚 1 組

創作・セラミックアート

CEl AMI C PLATES 

間 氏 側NE AI TS 

･ 者 Ｑ 司自 ｅｾｊ Ｂｉ

ゑレーラ大嫁オーミ陶業株式会社



環境へ

「大学卒業後、はじめてヨーロッパへ行った H寺、それまで学んだこ

とと追うものを! 日Lで感じた」という 。 そしてこの 11寺の実感がその後

30年間に近い設計活動のひとつのテー 7 として息づいているように

感じられる 。

その笑! 惑とは例えは r建築の原点はギリシャ建築に見られるプロ

ポーションの美しさ J 1 . ごと大学では学んだ。しかし、廃櫨としての

バルテノンの美しさに 11肢を Z手われ勝ちだが、よく見ると祭{ff などを

行う広場のスケールや下のアゴラに見る生活感覚などには、周辺の

ｉＡｬｩｾ土によく気が使われていることをＡ感じた 。 また、フランスにある

ルルドの教会では森の中に建つ中世の雰囲気を壊さないように、新

しい大集会室をすっぽりと前庭の地下に腿めたのを l恨のあたりにし

て、やはり建築と環境について深〈感じるところがあったという 。

さらに、日本では様式の変選史という面から西洋建築をとらえてお

り、建築スタイルが時代fdに画然と変逃したように理解していたが、

笑|祭に飢てみると都市の街並の中では当然のこと。また「ひとつの

建物の中でも、ゴシ y クとバロ ンクが共存している J 19IJ を見受け、

古いスタイルを治てて新しいスタイルを取り入れたわけではなく、

「新しいものを加えて歴史は太 ってきている」と感じたという。

こうした体験と、もともと「国家になろうかと思った」こともある

ほどの美的感覚とがあいまった結果として、現代日本の建築のブ5i i 'J

を} よる 11民は厳しい。 いわく、外国からの訪問答の言葉を借りて、「日

本の伝統的なものには良い建物が多いのに、現代のものにはなぜ少

ないのか」との閉し、に答える形で「外国のジャーナリズムの ［ｪｦｾ 科の
たず

せいでないかJ と応答するという 。建築設計に併さわる人たちが、

外国の写以からの' 1 ' 1 ' ; - 報を一面的な視覚レベルでのみ定見なく受けい

れることに対する、自己の体験に照らしあわせた笹告であるといえ

| 設計者のプロフィール [f] 関西の昭和生まれの建築家.

川崎 y青
京都大学

l 教

聞 き 手 ・ 編 集 委 員 駒 田 哲 男 ( 日 建 設 計 )

プロフィ ーJ レ撮影 島 修一 ( S T U DIO A・T )

日 昭 和 7 年 4 月28 日( 51歳) 日本法築学会1t ( 万国 間

地 新I臼県
1[; 幹地設のレイアウト ・

歴京都大学工学部主II 築学科 1969)  

H自利30年 卒 業 同 大 学 院 代 表 作 品 万 国 時 美 術 館 一 現 国 立

修士課位昭和32年終了 国際美術館( 大阪府吹田

戦 京 都 大 学 工 学 部 教 授 市) 栃木県立美術鮫

大阪大学教授( f ) f 任) (，ド r.J 1'/，n li ) 大谷大学本

大学: 所イ'0 )也 〒606 京郡市左京区吉田本町 部棟 (J i¥r.l lfli )  

おもな受' f l 芸術逃奨文部大臣賞 ( 栃: 9子 き な 挫 築 物 ルルドの教会

木県立美術館 。1972) : 好きな ill 築家ノレイス カーン

栃 木 県 立 美 術 館 大 谷 大 学 本 部 棟

品目 ｩｬｾ Ryoo Hal a  抽 ｾｾ ｪ 新 佳築社小川必村 Ｑ

る。地域的要因 、生活習慣、歴史など広範なものを含めて建築が珪li

解されなければいけないという 。 そうした理解のうえにはじめて環

境に似ざした建築が可能だという 。

「良い建築ができるには 、人と場所とい う要素が大きい」とも語る。

ホ人" つまりクライアントに出合い、設計の機会を科る ことが要件な

のはよく分かるがホ場所。とは何を指す のだろうか? Iし、くら考え

ても発泡! のきっかけのつかめない場所 ( 敷地) がある」反面、その

寸也カ、育くんできたものが見いだせ、生かせる場所があり、これが

建築を生みだす要件となるという 。

こうした発想のきうかけの実例が、、栃木県立美術館のすずかけの木か

であり、また最近完成した、、大谷大学本部仰におけるレンカj 宣の! 日

本自削束。であったという 。 これらはともに、建築を発生させる造形

上のキーエレメントであるだけにとどまらず、その，建物を実現する

ｾ い

|努の|品l係者の合言葉、共有目標になるという 。 rそのようなものが

設計におけるコンセプトだと思う 。建築家の造型手法にすぎないも

のをコンセプトということがあるがそうではないと思う j 、「建築設

計をするものは、難しい専門用語で、 ｾｴｽ｜ｊｩ 宣型の話ばかりするので

はなく、コミュニケーション、一般の人々とつながる言葉をもちい

て巧え方を語るべきだ」という 。 いつれの 言諜も、主主築を環境とい

う、より大きなそして社会的な枠組の中でとらえようという姿勢か

らの示唆に EZんだ発言である 。

クライアントの要求事項にもそのすべてを受けとめ、好筆し、それ

をコンセプトにまとめあげて、正面から説得するという 。 あくまで

正統的でけれん味がなく、教授の肩書をもちかつ、盟かな人間性を

備えた人ならではと思わせるものカ、ある 。

〔次号の笠場者ーは，:':， Ｑ ｾ Ｑ 恭行氏 Ｈ治家 研究 室Ｉ )  

住築と社会/ 1983年 9 月号 25 



財団法人 日本建築総合試験所だより

試験所の業務について

平 素 は 当 試 験 所 を ご利 用 い た だ き ま し て 有 事fg う ご ざ い ま す。 本 小 型 自 動 車 振 興 会補 助 金 )

当試験所も君主立以 来 本 年 て ザ:)19年 に な り ま す が 、 そ の 附 、 建 設 省 、

通 商 産 業 省 、 大 阪 府 、 大 阪 市 を は じ め 関 係 各 界 のご指導、ごt h I ，カを

科i ま し て 、 ご 依 頼 者 各 位 の ご 姿 望 に 添 え る よ う 業 務 の 拡 充 に 努 め て

ま い り、 本 誌 あ る い は 当 試 験 所 季刊 誌 i G B R C J を も っ て 、 そ の

つ ど ご 紹 介 申 し 上 げ て おり ま す が 、 皆械 に 試 験 所 を よ りご 理解 い た

だ き 、 ま た ご利 用 い た だ く た め 、 こ こ に 簡 単 に こ れ ま で の あ ゆ み 並

び に 現 在 の 業 務 内 容 を 掲 載 し 、 た し ま し た 。

H召50 . 11 運 輸 省 大 阪 航 空 局 よ り 防 音 建 具 の 指 定 試 験 機 関 に 承 認 さ

れ る 。

H召51. 4  イ ン ス トロ ン 万能 試 験 機 、 横型ノマネル試験装 世 故也。( 日

本小 型 自 動 IIIt反興 会宇iIi助 金 ) 。

lI el 52 .  4  本 館 を ｾ ｬ 築 し 、 胤 澗試験装道設鎧 。Ｈ 日本 小 型自 動 車振

興 会補 助 金 )

H召52 . 8  大 阪 府 下 特 定 行 政 庁 辿 絡 協 議 会 制 定 「 コ ン ク リ ー ト 工 法

ご 参 考 の」二、今 後 ま す ま す の ご 利 用 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 に l品lす る 指 導 袈 綱」 に 基 づ く 研 修 実 施 機 関 及 び 指 定 試 験

所 に 指 定 さ れ る 。

試 験 所 の あ ゆ み

H召39. 2  建 設 省 、大 阪 府 、 大 阪 市 を は じ め |品l係 各 界 の 援 助 の も と

H召52 . 12  堺 分 室 完 成 、 業 務 を 開 始 す る 。

に 発 足。

H召39. 4  処設大臣の許可を受け、民法臼f ¥34条 の IIオ団 法 人 と な る 。

H召53 . 11 通 商 産 業 省 よ り 俊 良 断 熱 建 材 認 定il JlJJ.立 に 基 づ く 指 定 試験

機 関 に 指 定 さ れ る 。

H召40 . 4  大淀分室が完成、業務を ｉ ｾ ｦ Ｎ ｝ 始する 。
H召56 . 4  通 商 産 業 省 よ り工業収J:準 化 法 に 基 づ く 公 示検 査 の 認 定倹

資 機|具lに 認 定 さ れ る 。

H召42 . 12  現 代 地 ( 吹 田 市 総 白 台 5 - 125 ) に 本 館 、 耐 火 試 験 棟 完 成 、

業 務 を 開 始 す る 。

H召56 . 6  建築技術安全務公委. r : i 会において、高さが45 m を 舷 え 60

H召43 . 6  建 設 省 よ り 耐 火 ・|坊 火 性 能 試 験 機 関 に 指 定 さ れ る 。

m 以 下 の 建 築 物 の 終 公 ( 評価 ) を 行 う こ と と な る 。

H召46 . 12  通 商 産 業 省 よ り 新 建 材 認 定 制 度 に 基 づ く 試 験 機1M]に 指 定

H召56 . 9  京 都 分室 が 完 成 、 業 務 を 附 始 す る 。

さ れ る 。

H召57 . 3  兵 庫 県制 定 「 コ ン ク リ ー ト 工 法 に |刻 す る 指 導 要 綱 」 に 基

昭 47 . 3  1000 t  桃 造 物 圧 縮 I仰 げ 試 験 機 設 位。

づ く 指 定 試 験 所 に 指 定 さ れ る 。

H召47 . 8  m設 省 、 通 商 産 業 省 両 省 の 共 住ーと な る 。

H召57 . 5  加 古 川 分 室 が 完 成 、 業 務 を 開 始 す る 。

H召47. 9  ｻｦｾｦｾＡ ・ 熱試験棟完成、業務を ｼ 井 ｪ 始する 。
H召57 . 6  住 宅 金 融 公 庫 か ら 内 部 火 災 に 対 す る 耐 火 性 能 試 験 の 試 験

H召48 . 2  処 設 省 よ り 遮 背 性能 試 験 機関 に 指 定 さ れ る 。

機 関 に 指 定 さ れ る 。

H召50. 1  近 ｦ 民主｝Ａ［ｾ長行政連絡会設の喜 ＵＳｦｩ によ り 建築主事の諸 問 機 ｼ 品 ｬ 試 験 所 の 業 務

と し て の 建 築 技 術 安 全 容 公 委 . w 会 発 J E
o

H召50. 4  ￭ｉｉＩｊｽＡｦｴｾ圧試験棟、同装 ｦ 丘、治度ヒ ューズ 述動機椛試験装置、

燃 焼 ガ ス 有 害 性 試 験 装 位 苦 手 完 成 、 業 務 を 開 始 す る 。 ( 日

現 在 の 当 試 験 所 の 業 務 は 、 大 別 す る と 受 託 試 験 業 務 、 建 築 務 査 ・

受 託 調 査 研 究 業 務 、 公 示 検 査i業 務 及 び 球 科 会 業 務 に 分 れ ま す が 、 そ

の 現 在 の 業 務 内 容 は 次 表 の と お り で す 。

試 験 所 の 業 務 内 容

業 務 名 業 務 内

庁廿、.

担 当 者 名

ｾｧＵＷ 年度

実施件数

耐火 ｾＩｪ 火試験室 二の試験訟の耐火 ・防火 試験馳i : t l i は、西l : 14' ulI ，- の公的試験施設であり、 mJ . l i 行、例日本海 'J' ;協会及び{主 定以代理! 桜川 包2

宅金融公ｬｩＡ Ｑ の指定試験機 ｊ ｊＡ ｊ となり、主ｬ｜ 築地畝法に ｊ 在 づ いた耐火ｴＮｙｉ造、 ｾｊｪ 火川浩、 ｾＩｪ 火材料の ［ｕＡ ＮｊＮￋ のための ま 1'f. 三m村戊雄

試験や船舶の隔情などの繍1 I ' !火災試験及びf o[[ - 7の耐火・| 坊火何能試験を行って おります。 602(' J 

( 主なぷ験項目 ) 村 泌 . J未 明 . hl H{ 等の耐火試験、明 . IW火戸等何日Uj 火試験、内装材料のガスイT当性

試験 l切火性能試験。

Ｎｾι＠ .  

総 iiE 物 試 験 室 この試験主の立体榊.i1t 物の 4批判I試験を Ilfl') とする 人・引綿 ili :J-i験当は 、建物の一部が試験談泣 となっており、 弓三 lf ("，型f' ｾｙｦＮｩｦ￬＠

強 くかっ ｉｾｊｉｊ に つくられていて 、 試 験梢造物 の 峨 Ｑ Ｑ Ｚｦ ｦ￬ に ｩ ＡｬＡｊｬ ｊ し ます。すなわち 、 Ｑ ＱＱＱ ＱＱ 試験計、 スト ロ ング Ｗ 主 作品主 J邑 t娘

レーム、，1&.(，:iJ ，l ( とよばれる 3 つの峨荷台 設備があ り、 ｩ 血 Ｇ￺ Ｚｩｦ￬ｕ を設 出して、 ご 依頼に添 う試験を ｾｲ うこと 主 *  -t j : 上附ニ

ができます. この他、こ のぷ験室には 1000 t 梢泣物l王制iil lll げ試験機があり、制iiE物の圧縮、 1111げ及びせん

断 ＿ｾ ｦ 尖 物大のぷ験をｨＧうことができます Ｎま た、 ｉ 乱制試験袋 ｩｬｬ によ っ て処築物に作 ｊｉｊ する ｪ 瓜力、風圧係数
154('1・ｾ ｻＺ＠

及び周辺会UAt のililJ 定を納少以咋Jによ って行 っております.

( 主な. A 験項目) 本l 梁 ・ ｊ 友似などの大 ｉｾｉｾ ｦ 持巡百 ｉ ｬ ｦｾ や当日 川 のＺｊＭｩ 大 試験 Ｎ - 1克明試験、 バネ JレUi 、折似のirtll .主

試験、鋼公桜 ｴｩｬ 工 似ｾ ［大町に ｃＧ ｊ ＾ 用機材 ｊ 止ぴ杭の Ｇ［ｲｴｬｬ 主式験、サ ッン 手すり均一小 ｊｾＧｾ 試験体の ｾＱｕ 交 変形刊一

試験、新i少以引による ill 築物の風圧係数 ilill 定、主主築物の 1;' :J j丘公 iAt の品"1定、建築物に作用する胤rEilil1定、 ill

物の耐力 l世，1* . J会断。

J式

i' r ・熱・nり'JI! I¥rE ，試験終 この試験主の71 料 熱試験似は、建物 l'I1-tえが試験純iiljt となっており、サ ; 1: . - ' 、ドア、明体、パネル1すの遮 じｾｻ k主
"f r  

事立

712、熱 i・I流王伝試験' ! ! J ; を行ってお ります。ま た、副'Jl oI . ¥任" . / : 験械には、動! 乱j玉試験装世( 大 ・小作 1 )，q 及び -r: 4・t. J -. III 村人ー

i:dt J量.¥j}，'; f-'1I，瓜嗣があ り、サ ッシ 、カーテンウオール7'{ の耐胤l 正，;rt ，度、父宮、水省各試験、防火 Ji のWd変ヒュ __E * 介 統 計 六

ーズ述動機構の作動" 式験 を行って おります。なお、このぷ験主の71 科試験地設は、建設省よリ抗日恨の遮 7'1・

622('1  
験

性能試験機Il! Jに指定され、また巡輸i ' i 大阪航空}uj より l坊iVill J . - t . の指定試験機関lに，i 2 . 定されています.

( 主なぷ験fti 目) 71叩F透 過m失 ・l吸7T半 ーｊ 年 ｩ 街喰￬Ｇ￭Ｚぷ験、熱 Ｈｌ ミ話ｾ ｬＮ ｴ Ｑ ・ 熱抵抗 ・ Ｙλ ｮｩｨｴ Ｎ 幸 ［Ｇｦ 派Ｂ式験、￬Ｇ￭・熱

円 谷 ｈ ｛ ｊｊｕＢｪｩｬｩｬｬｾ 、外ｉＺ ｉ ｾ . カーテンウォ- / レ サ ッン ダンパＭｾ干の耐 ｬ 乱 ｬ 玉 娘 ｊ 主 ・ 以背［ ー 水砕』ぷ験、換気 ＩＮＢｪ

のl弘l，L; 式験、日w火戸の温度ヒューズ述動機械の作創'J""験.

'J:; 材 料 ぷ 験 ' t こ の Ｂ，，Ａ験 主で は、生 ￟ｾ 材料 の 各附刊ￍ￮ｾ試験 を行う ｦ 也、既存住物 の耐久ＧＱＧ Ｑ Ｇ 診 断等も行 っ ております Ｎ 一，，ｾ
民 111 {寸 1')1 

( 主 な" 式験fii [1 ) 鋼材 ・コンク リー ト 木村 Ｑ 干の物ｊＧ ｉ ｕｩＧＩＧｉＧ ｕ ｩ ｾ ， ｩ 式験、コンクリート製・全紙製その他的作ｦｯ｛Ｈ 」ュ 1t lfl ，舟 !A:.l' j

40，669('1 

生 ￟ Ｍｉｾの ｦ 千ｈＡ刊 Ｇ ￭ｩ｝Ａ 試験 、 セメント ー コンクリート ＱＱＱ 化 γ ・ ｩｊ ｉＮｦｉｬｬＧ￭ ＧＱ の弁相性能Ｎ式 ｬ 段、ユ ニ ・ｩＧｬ Ｑ Ｑ 材料 の 作ｦｯ｛ Ｈ ＢＮＯＺ験、 ｬ 児 」ミ 1t l，lJ!f 好不

干イ他物の耐久' 1 ' 1';全断。

I万
大 じL ぅ，]- 己主 こ の分引は、 本 試験所で ｊ ｉ 止も ｖ ・〈業 務 を ｕｾｊ ｻｊｦｪ したとニろですＮ 竹村、 コンク リ ート 、鉄筋な ど ｟ ＱＧ Ｎ・ ＱＧ［ ｊＱ ｊ 材料 ヰi L*  '1' 山次. i j [

の名千i[，の "./: !段 を行ってお リます。 ぷ験係長 ，'f 本 if[  "JJ 63. 406( '1  

'J:; f f， f長 以 渋 谷 T-i' : (  

掛l 分 Sゼ この分布は、セメント、竹村、コンクリート、鉄筋など ｉ ｾ Ｇ ｊ ｾ 川材料の弁純試験の ｦ 也、コンクリ ー ト、モ ル 日句、g  ｨ ｾ＠ iJ G  

タJレのヤング係数 ililJ : . i ! 、出掛L コンクリ ー トプロ ッ7 1? の1111げぷ験、 y ュミット，、ン 7 ーによるコンク リー ぷ験係長，:":j 情 相J- 57. 684 ('1  

ト ｩｲｴｬｬ 立の推定 Ｈ阜 ｵ 也 Ｚｈｾｬ ＼＾ を行っておリますＮ 'J:; ff，( 岳民 1'4 LI え f
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堺 分 室

こ の 分 室 で は 、 昭 和58年 3 F l コンクリートテストピースの圧紛i強 度 試 験 を 無 人 で 行 う 全 自 動 100 l  il lJ 圧 耐

圧 試 験 装 世 を 持 入 し て 業 務 の 込i主 化 、 能 率 化 を 計 って お り ま す.

京 者日 分 室 こ の 分 室 で は 、 竹 村 、 コ ン ク リ ー ト 、 鉄 筋j なと' 工事用材料の各組試験を行っております。 主雇 長 安 井 久 三

加 古 川 分 室

この分室では、竹材、コンクリ- 1 - ，鉄筋など、工'1>汗J 材 料 の 各 純 試 験 を 行 う 他 、 セ メ ン ト 二 次 製 t町、イ 室 長 '1' L品 敏 郎

ンサ- 1 - ，ボード、パネ Jレ 等 の 強 度 試 験 も 行 っ て お リ ま す。 室 長 代 理 ! 尾 谷 透

担: ｾ＠ 可器 査 この: ! ( ;
企 画 室

担E

畿姐 ｴｾ 行政 ｩｩｬｩ 絡会議の契約により往築王手のお ｬ 問機ｼ則として発足し、 ｉ 古 ｊｩ 主総会液が定める「近後記ｬＡｾ行政 室 1毛l f I 村 何i

築

iili 絡 会Z再 構 造 等 務jltJ f j ( 披裂飢J に; 1 ，) げられた主I ! 築物などの部材、締法並びに防災などの安全性を瀞住し

て お り ま す. 問 要 領 は 、 昭 和56年 6 月の主II 築基i I ' ，法 施 行 令 改 正 に 1・ドって改正され、従米の「都ゴ'f . J 幾何ーに

司唇

1J 1 1 え、問さが45mを鑓え 60m以 下 の 往 築 物 の 椛 造 帯 * も 迫IJII さ れ ま し た 。 委 只 会 で は こ れ を 「 評 価 」 と 呼

1i: ぴ、主 ￟｡ 量約住指発ＡＺｩｉ ＹＶ 号により日本位ｾセンターと同級に近畿以外の ｉ 也威からの ｦ 配布 ｬ にも応じております Ｎ

手作ィをあるいは評価築制ーの 審 議 、 並 び に 結 * の と り ま と め は 、 l 案 件1it に 3 名 以 上 の 委 只 で 椛 成 す る 他 築 技

話1 術 安 全 得ft 小 委 民 会 に 付 託 し て 災 地 し て お り ま す。 小 委μ 会は、申込みに応じ随時I l fJ いており、 '1] 込み' 支

ft 付から骨H与 件 続 出 ま で のJUJIIIJ をできるだけ坦i . JUIIIIJ に す る よ う 配 慮 し て お り ま す .

fiJf 

?E 

iJl. l  :1i: 研 究 この業務は、調J ' t 町f? t ご依頼の l均 谷 に 応 じ て 、 当 所 只 を も ってあるいは| 剥商をはじめとする大' 下、公的 企 画 室

:業

機 Ｑ ｬＡｊの位｜ｾ関係学術ｬＱ ￖｫ 草者を委以に委嘱し、委只会を椛成して笑施しております Ｎ :if 長[ I ] . f t t，耳

すE
'I' *，若室

2主 Lk UJ 11 1; り広

室長代理! イ ￯ ＺＺＺｴｾ宝附

公

こ の 業 務 は 、 工 業 燃 準 化 法 第21粂 の 2 ( 検査の公示1 !n の 胤 定 に J，l i づき実地しているもので、当試験所の 企 画 室

司之

検 ft ，H.白は、 J 1  S  ａ 土木 田 姐 ｴｾＮＦ ぴ ｊ ｉ ｓｒ ｩＱｬ ＺＡＨ［Ｈｦｬｬ し、陶代 、 ｾｬｌＮＦ ぴ処ｾｮｊ材料のみＩです Ｎ また 5長 Lk 1I1村 間

検
検1 1 : 区成は稲井県、滋 t'i 以、京都府、大阪府、 F，Hl ｶ ， ｴ 、衆良県、初歌山 ｖ ，ｾ です Ｎ この業務は昭和 ＵＶ 年 ｊｾ を

ft 初 年 度 と し て 実 施 し て お り ま す が 、 H体的にはその布II J . 交官報に通商産業省特ポとして検伐の対象指定問 1111

き匙
検イ' 正尖純iJUJIIIJ が 告 示 さ れ ま す の で 、 そ れ に し た が って 、 当 試 験 所 は そ の 指 定 商 品 に 係 る 工 場 又 は 'I o; : ! ( ;場に

すE
出向き、社内鋭絡記主主主事を検伐させていただきます.

J梓
端科会等業務としては現イド大阪府下特定行政庁述絡協議会制定の「コンクリート工法に| 対する桁綿製鋼」に 'IWfi 3i 

l'二s，z  ｊ ，ｬｩづく、工・ ｉ ｜ＮｾＺＺＺｩ 恐者・工 ＧＱ＾ 胤 ｩ 工ＧｉｔＮｉＱｬ ｬｩ 昨に対する指定研修及びＡ玉送従・Ａ王者に対する ｊ 肯定研修を行 っ ております Ｎ ｾ ｩ＠ 長 山 11 'ijl; 広

会 こ の 受 付 は 随 時 行 っ て お り ま す が4、T研っ修 は 工 'IHl'n: 患 者 工 '1'; 地 工 匂 思 者 に 対 す る も の が 年 2 - 31りl、 応 送 E住民代旦Il イ ￎＧＺｾＺ -lAll 培

等
従 'I' . r ，' に対するものが年 l lnl f ，l)主 て お り ま す 。

j' ; 
なお、昭和 ＵＷ 年 Ｓ ＱＭＱには、ｊ￭ ｾｈｾ ｖｉｾ におかれても同僚の指将袈制を制定され、工・ ｉ ｜ ｬｦＮ刈Ａ者 ー エ ー Ｑ Ｐ［施 工 ｾￎＺ 里ＱｕＧｩ

事若
に 対 す る 指 定 研 修 を 尖 馳iさ れ て い ま す が 、 大 阪 I{.f 下 特 定 行 政IT辿 絡 協 議 会 と 1ミ1.11 ｾｉｉｾ との協定によリ、十干 Ｎ Ａ＾ｬ｜

は ど ち ら か の 研 修 を 修 了 さ れ れ ば よ い こ と と な って お り ま す.

本試験所 ・所不' E t也… ー干565 1吹田市藤白台 5 - 125 ( 阪急北千里駅より北西約 1 km、国立循環器病センター西隣)

• ｾｉｉ＠ 話…・ー ( 06) 872一0391附

- 'i ;1・淀 川 1/¥1 ・・ ‘1; ，11 午 liij 9  11，' ' ' - 午係! i II .j、 1-.1111' 11 :  '1' Iiij 9  11.' ，， - " ，: '1 

限りなきクリーンに挑戦する

電 気 設 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 設 備

給排水衛生設備・計装制御設備・立体自動倉庫

エネルギー集中監視システム・回転式自転車置場

設 計 施 工

。

品 三 室 電 根 株 式 会 社

取締役社長

本 社 干530 大阪市北区西天満2- 6- 8( 堂ピル)

東 京 支 庖 干 105 東京都港区新橋2- 16( ニュー新橋ピル)

名古屋支J苫 干462 名古屋市北区金城 3 丁 目12- 14

神 戸 支 庖 干657 神戸市灘区岩屋中町1 - 2-9 ( エビスピル )
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OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOQ 

8  都市生活の近代化が進行するなかで、職場と住居との分離はさけがたいとすら言えるひとつの方向だo O  

0  かつては自分の経営する商腐の奥や二階で暮らしていた人の多くが、今では郊外に居宅をおいて都心へ Q  

5  通勤している 。その結果、都心は仕事の場としての活気は保っても 、生活のにおいにはいささ M けた 5  

0 空間とな ってしまう 。

8  こうした状況の是非、またあらためて職と住とをつなぎ く棚 住 宅〉を活性化するための方策、などに 3  

0  ついて、問題は複雑であり 、建築、行政、社会学その他多様な視角からの検討を必要とするだろう 。 民

併用住宅と都市のく遊び〉 5アJ; 詑舌: 立ち32722ロ?ZL: 認12Z;;LtZ2273:42 3

己検討しようとする。こうした視点が、都心にふたたひ・生活実感をとりもどすうえで、重要な手がかりを δ  

R  示唆して くれるであろうことは言うまでもない。 ( 富永茂樹) 8  

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

都市気球9

った。

例えば、町衆の世紀と呼ばれたりする 16世

紀の京都では、町人たちの聞に、諮( うたい )

が著しく流行した ( 5  )。 祇園祭の山鉾の造り

物の趣向として、 「橋弁慶山」、「芦刈山」その

他、能や謡に題材を求めたものが数多く残さ

れている 。

茶の湯も町人たちに支えられ発展した 。珠

光の弟子とされる、宗珠や宗悟とい った茶人

は、京都の下京一 一当時の商工業者の集住地

一 ーに茶室 を営んだが、それは繁華なまちの

なかの く市中の山居〉 として、人びとの心を

魅きつけたのである ( 6  )。 元禄期になると、

町人たちの茶の湯への関心はいやまし、その

普及を基縫にして 、三つの千家や薮内家など

の く家元制度〉が築き上げられてゆく 。

立花 ( 花道) 、香、尺八、鼓、浄るり、長日貝や清

居住性が犠牲にされることなど、〈併用住宅〉

において展開される生活の ( 時間と空間のあ

いまいさ ) は、近代的な生活感覚からいえば

忌避されて然るべきところかも知れない。

文化人類学者の E . T . ホールもいってい

る ( 4 )。

〈私の観察したところでは、二つ以上のは っ

きりとちが ったノ マーソナリティをもっ人が多

くいる 。一つは仕事向のパーソナリティであ

り、一つは家庭向のものというわけである 。

これらの例で事務所と家庭を分離することは、

二つの矛盾する パーソナリティの摩擦を回避

する手助けとなり、ときには、建築や道具立

てに現れているイメ ー ジに適合する理想的な

ノぞーソナリティを定着させるのに役立ちさえ

するだろう 。〉

併用住宅の再評価

者[1市の既成市街地の整備を進めていく場合、

いわゆる く併用住宅>(  1  ) を再評価し、まち

づくりの担い手として位置づけるという作業

が必要であると思われる 。

既成市街地では、主として駅前地区におい

て、スクラ ップアンドビルド方式の再開発事

業が進められているが、中小の商工業施設が

入り混じりつつも住宅もなお数多く分布して

いる、いわば くふつうの町〉においては、地

区を更新していく適当な事業制度がみあたら

ないのが現状である 。

〈併用住宅〉は、このような町にあっては、

自力更新のポテンシャルが相対的に高位であ

り、かつ居住のための環境条件を硲保するし

くみを内包しつつ更新されるものとなろうか

ら、まちづくりの先導役となる十分な要件を

具 えた建築類型として位置づけられる( 2  )。

また、都市が安定的に発展していくうえで、

〈併用住宅〉のなかで営まれる業務やこれに

類する 小さなしごとが、大量に散在している

ことが絶対的に必要であり、この面からも〈併

用住宅〉等の再評価 が必要であろう( 3  )。

一方、 〈併用住宅〉は将来的には殆どなく

なっていくであろうという考え方も支配的だ。

都市における地域機能の分化、つまり工場地

区、ビジネス街、さかり場などによる職住分

雌の進行、および 〈併用住宅〉において生成

する劣悪な生活条件への忌避などが、その論

点である 。

このうち、前者の都市機能に関わる く併用

住宅〉の意味 ・役割等の再考の必要性につい

ては、参考文献に示した拙稿のなかで論じて

いる 。 この小論では、 〈併用住宅〉における

生活のありかたに関して、若干の問題提起を

1Tいたい。

仕事・住まいそしてく遊び〉

仕事の場所と住む場所が、ひとところにあ

るく併用住宅〉の空間構造は、これに居住す

る人びとにさまざまの制約を投げかける 。生

活の時間にふしめがなく、だらだらと働き、

その合聞に個人的な時間をかせざ出す以外な

いとい ったこと、仕事がついつい住まいのス

ペー スにももち込まれ勝ちになることにより、

修田 端
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このように、現代人は、すでに、仕事向と

家庭向の二つのパーソナリティをもっという

のも 、一面のみかたである 。 そして、この両

者の切り 替 えのために、住まいと職場の中間

地点にあるターミナルやさかり場で一杯飲る

ということになると、うさ晴らしのため第三

のパーソナリティをも、われわれは創り上げ

てしま っているのかも知れない。

たしかに、同じ場所で職f主を完結させると

いう生活からは、先述の、 ( 11寺聞と空間のあ

いまいさ ) という強力な拘束が生じるであろ

う。 この拘束、 flJIJ 約を解き放つしかけを装備

することによ って、人びとの生活のバランス

が保だれ得る 。

そのしかけとは、 く遊び、レ ジャ ー〉の場

所と時間を用意する、ということである 。 こ

れには、さかり場に代表される無名性のなか

で享受しうる く遊び〉 と、趣味 ・教養など創

造的な要素をもっ く遊び 〉があろう 。

〈芸事〉 を支えた く併用住宅〉

〈併用住宅〉つまり商工業者のミセっき住

宅が、都市の主主要な住宅類型であ ったl時代に

ついていえば、前者は芝居 ・遊里に対応する

し、後者は く芸事〉に対応する く遊び〉であ

るとい ってよし、 。 そして、都市の商工業者や

その子弟は、 〈芸事〉 をたしなみ、その延長

上において都市の文化を支えた主役なのであ
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元といった音 曲等々のほか、連歌、俳諸など

もそのような く芸事〉の類とされたのである 。

しもたや風に粧う 町家に 、 くすんだ小 さな

看板が懸けられており、それらの先生が住ん

でいる 。夜になると、人びとがここで手ほど

きを受けに、三々五々集ってきたり、あるい

は町家のハナレやザ、シキに 何 人かのグループ

が集り、先生がやってくる 。 このような、け

い古場のしくみが、都市の中にはりめぐらさ

れ、まちのいたるところに、現代でいう 〈文

化教室 ・文化サ ロン〉が充満していたのが、

かつての都市である 。

そして、これらの芸事の主体は男たちであ

った。商工業を営む一家の主、その子弟、あ

るいは職人達が く芸 事〉にいそしんだのであ

る。彼らの く芸事〉への参加は、 〈遊 び〉で

あると共に、都市で仕事をつづけていくうえ

で必要なたしなみであり、社会的交際、つき

合いを拡げる手段ともなるなどの実利性をも

帯びたものでもあった筈である 。

以上のように、都市における く芸 事〉の体

系は、 〈併用住宅〉に住む人びとによ って支

えられ、また彼らの都市生活を十全なものと

する役目を負 ってきたといえよう 。

都市における く遊 び〉 に関心を

都市生活の魅力とはい ったい何だろう 。近

年、〈都心、定住〉 といった行政のア ッビール、

それに合わせたかのような、民間デベ ロッパ

ーによる 7 ンション建設などが、徐々に進ん

でいる 。けれども 、その宣伝惹句を見ると 、

<00 ター ミナルまで徒歩0 0分〉、〈フッ ト

ワークの良い 0 0の土地〉のように、都市は

働く場所、 との イメージがあ い変らず先行し

ている こ とを思い知らされる 。

都市を 〈住む場所〉に、再び構成しなおす

ことは、これからの一大事業である 。 このた

めには、都市に住むことを楽しめるしかけを

装備する必要があり、 〈芸 事〉はその重要な

要素として再認識さるべきものと考える 。都

市における く遊び 〉に関心を向ける必要があ

る。

現代のわが国の都市には 、さかり場型のく遊

び〉のしかけはあるが、創造的な 〈遊 び〉に

人びとを誘い込むようなしかけが乏しい。主

として女性を対象にした、文化教室の類は企

業ペースによりさかんになってきた 。同様に

コミュ ニティ活動としての文化 ・スポーツ活

動も各地に展開しはじめている 。 これらの蹴

芽的事象のなかに、これからは男をもまき込

んでいかねばならない 。 ワーカーホリ ックの

男たちは、実は人生の楽しみである く遊び 〉

を十二分に知ることを忘れている、悲しい兎

面積 比 ( 50001 メ : /: ，/ュ 別、 IIs:f1l 52年 )

※告11心 ( (1 ワクは都心 4 区を示す) およびそ の近傍を中心として、

. 25 .0% 以上

回 15 .0- 24 .9%

削 10. 0- 14. 9%

口9.9% 以下

併用住宅の1司令い の?よれ、地区が分布 している 。

( うさぎ小屋に住む) なのではないのか。 人

びとがそのことに気づき、 これにふさわ しい

住まいの場所とはどんな所か、を探し始め る

時、最も 可能性に富んだ場所として都心 ある

いは都市という存在がク ローズアップされて

くる筈である。

大都市の 中心部に今も数多い〈例用住宅〉

の住みてには、 〈芸事〉その他 の都市に おけ

る創造的な く遊び〉に参加し、都市居住を楽

しむ術を知悉している人が沢 山いる 。都市拡

リ長や郊外住宅地化のなかで、省り見られる こ

とは少なか ったが、彼らこそ 都市の生活を継

承してきた人びとなのである。

都市における く遊び〉のあり方を探り当て、

さらに都市生活を魅力的なものにしていく方

途を見出すためには 、 〈併用住宅〉に目を 向

け、その住みての暮らし振りを教示してもら

うという方法が有効である 。

このなかから、われわれの都市的伝統を踏

まえた く都市定住〉の方策が提示されてく る

のではないか、と考えるのである 。

(1)ここでは、者11市の併用住宅、つまり住宅統計におい

て く 庖 ｾｩｬｩ その他の併用住宅 〉 として区分される住宅を

主題としたい。 <牒林漁業以外の業務に使用するため

に設備された部分と居住の用に供せられる部分とが結

合している住宅。例えば、商応、飲食広、理!援活、医

院など、業務に使用するために設備された住宅がこれ

に当たる 。) (総理府「住宅統計調査J ) と定義されて

いるものである 。

(2)拙稿「商住建築論ーーまちなか再構成のために J ( r庖

需I i と建築j 昭和55年 7 月号) を参 IIfl されたい。ここで

は、 〈併用住宅〉という表現をきらい、表題のように

く商住建築〉なる造語を使っている 。

(3)制制 ( ラビリンスの都市 10ー併用住宅のあるまち

〈都市住宅) IIs ;f D58年9 月号) を参!mされたい。

(4)エドワード T  ホー J レ( かくれた次元 ) ( 日高敏

降、佐藤信行訳、 H酎日45年、みすず{!J 房) 150 P .  

(5)守屋毅 (京の芸能一一王朝から維新まで) ( 昭和54

年、中公新り) 96P.  - 9 8 P .  

(6)向上、 9 8 P - ! 0 2 P  

( たl;fた おさむ/ 大阪芸術大学議附 ・住環I克学研究

所 所 長 )
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建物と建築家と市民と

簡 単 な ポ ケ ッ トブ ック と し て ま と め ら れ て い る 旅 行 者 用 の ガ イ ド ブ ッ ク を 街角 の小 さな啓庖で求めた。

ペ ー ジ を く っ て 拾 い 読 み を す る と ど ん な 笑 内 舎 で も ほ ぼ 同 じ フ ォ ー ム で 編 集 さ れ て い る が 、 こ れ は 多

少巡っていた。

へルシンキ中央駅は、 1914年 に サ ー リネ ン の 設 計 に よ り 完 成 し た 建 物 て ¥ 中 世 の 教 会 を 思 わせる j孔絡 が

ある 。 白 亜 の モ ダ ン な 建 物 が 、 コ ン サ ー ト や 会 議 に 使 わ れ る 。 アルヴ、ア ・ア ア ル ト の 設 計 に よ る フ ィ ン

ランディア ・ホ ー ル。 国 立博 物 館 か ら 酋 へ 歩 い て 数 分 、 テ ン ペ リ カ ツ 通 り の 突 き あ た り の 広 場 に あ る 教

会 が テ ン ペ リア ウ キ オ ン 教 会 で あ る 。 卓 抜 し た ア イ デ ア と デ ザ イ ン の 教 会 建 築 と し て 、 フ ィ ン ラ ン ドで

もユニークな存在。 Ｑ ＹＶＹ 年、スオマライネン兄弟の手により完成したものだ 。 ー ・ ・ ー と ｩＡ ｾ かれている 。建

物 の 名 称 と そ の 建 築 家 の 名 前 が 舎 か れ て い る こ と は 、 う れ し い こ と で あ る 。 あ る 日 タ ク シ ー で 、 巡 転 手

に 工 科 大 学 オ タ ニ エ ミ と 告 げ た 。 くだんのドライパー君は、アノレトのですねと話しかけ、主要建物の一

方 の11 ! 1 J の広場が自動車にあてられ、その反対似IJ が 歩 行 者 ソ ー ン に な っ て い る 階 段 状 に 公 園 の よ う に つ く

ら れ て い る ア ル ト の 工 科 大 学 へ 送 り 届 け て く れ た 。 ( へ ル シ ン キ に て ) ( H  .  N )  

開 発 負 担 金

住 宅 建 設 の 促 進 を は か る う え で 、 各 種 税 制 の 緩 和 を す る こ と も 促 進 効 果 を あ げ る も の と 期 待 さ れ て お り 、

そ の ひ と つ に 地 方 自 治 体 の 開 発 指 導 要 綱 に よ る 負 担 金 の 是 正 が あ げ ら れ て い る 。 こ の 負 担 金 も 結 局 は 土

地購入者に転嫁されてしまい、 山林などでちょ っ と し た 宅 地 開 発 を す る と 、 そ の 譲 渡 価 格 が 既 成 市 街地

の 地 価 を う わ ま わ る 現 象 が し ば し ば 生 じ て い る 。 そ の た め 地 主 も 自 の 前 で 自 分 の 売 っ た 土 地 が 何 倍 も の

価 格 で 議 波 さ れ る の を み て 偵 を し た の で は な い か と 錯 覚 を お こ し て し ま う 。 次 に は な ん ら 開 発 投 資 も し

て い な い 土地 を 前 記 の 譲 渡価 格 を 基 準 に 巧 え て 処 分 し よ う と す る 。 因 巣 は め ぐ り 自 治 体 が そ の 周 辺 で 公

共 事 業 を 行 な お う と す る と 高 い 用 地 質 が そ の 「 ツ ケ J と し て は ね か え っ て く る 。 景 気 沈 滞 の な か で 新 規

宅 地 は 価 絡 は 間 違 い も な く あ が っ て い く H乍今の世相である。

視 点 を か え て 、 そ こ に 建 設 さ れ る 建 築 物 の 設 計 政 理 報 酬 と 土 地 売 口 の あ っせ ん 手 数 料 を 具 体 的 に 比較し

てみると、いかにも建築家の創造力と努力がむくわれなし、 。不 動 産 取 引 き と 比 較 す る こ と に た め ら い も

あるが、良いまちづ' くりを進めるためにも々えてみたいことである 。 ( T .  N )  

民 警 と 建 築 I

、、庖の柿えを民義風につくってほしい仰とのクライアントのご注文に、いささか当惑。 ク ラ イ ア ン ト の

巧 え る 民 袈 風 と は ど う い う も の で あ ろ う か 、 聞 い 直 さ ざ る を 伴 な か った。

ホ民道義H の二字が世にでて半世紀をすさ、やっと砕i ! : : ーにも 11返るようにな った。 大 正 14年 、 伊11路 を 旅 行

中 の利 Ｑ ｉ 宗 悦、河井ｾＧｚ次郎、 ｊ 兵問庄司の 三 人が、や っと生み 出した造語で民衆的工畿の民と畿をあわせた

も の 、 翌 年 日 本 民 義 美 術 館 設 立 趣 意 書 を 発 表 、 民 畿 運 動 に 入 る 。 . i . ' i : 族的工袋美術に相対する言築で、名

も な い 職 人 が 、 用 に 、 材 料 に 忠 笑 に 、 無 心 に っ く り 出 し た 日 用 の 紙 器 の 中 に 、 作 為 の な い 、 自 然 か ら 生

み だ さ れ た 健 康 な 美 を 備 え た も の が 多 く 比 出 さ れ た 。 こ れ を 民 鋭 品 と 呼 ん だ。 しかしI l i"今の民芸ケムム、

明「民芸」と名がつくと こ ろ に 民 芸 が あ る こ と は 少 < r民芸 品 あ ります J と い う 希 板 の み や げ 物 胞 は と も

か く 「 民 芸 館 」 と 名 乗 る と こ で さ え 、 信 用 し か ね る " ( 浜 田庄司 ) という。

i 己必見lfili1J は、今、 l岐 路 に 立 ち 、 生 産 手 段 や 用 の 近 代 化 の 狭 間 の rl' で 苦 悩 し て い る 。 一方 、 民 芸1171ありま

すと、手づくりめいたお ｬ 悪な土産物が航行している 。 その中で、民必ＩＡｬｬｾとは ー・・ ・ 。 Ｈ ｙ .  T )  

都 市 の 保 存 と 活 性 化

ヨーロ ッパの 諸 都 市 を 訪 れ て い つ も な が ら 感 ず る こ と は 、 そ の 都 市 の 持 つ 歴 史 の 重 み で あ る 。なにからそ

う! 必ずるかと聞はれると答は慨しいが、主主築家としての立場からいえば、古い建築、古い地域が大切に

保 存 さ れ な が ら 立 派 に 現 代 都 市 の 中 でJ斗づ き 、 そ の都 市 の1mともなっている ことである 。 も ち ろ ん こ れ

ら の 諸 都 市 も 環 境 問 題 、 交 通 問 題 を 初 め と す る さ ま ざ ま の 都 市 問 巡i を 抱 え な が ら 、 つ ね に 歴 史 と 文 化 的

jtI 産 を 守 り 続 け る 都 市 づ く り の 北 本 理 念 が い つ の 世 に も 立 派 に 受 け 継 が れ て き た の で あ ろ う 。

大阪者Ilill 閤においてその活性化が叫ばれてからすでに久しし、 。 大 阪 21世 紀 計 画 も ま さ に こ の 前 性 化 の た

めの以食IJ な 企 画 と し て い ま ス タ ートしようと している 。 官 民 一 体 と な って の こ の ロ ン ク ラ ン の 似 し は ぜ

ひ と も 成 功 し て ほ し い と 思 う 。 そこで大切なことはこれらのイベントヵ、行われる一方において長いサイ

トにた って の 都 市 づ く り の 梢 恕 で あ る 。 近畿圏の諸都市は首都|益| に見られない歴史的起1産 に illtj ちた 1]1;1性

的な都市併である 。 これら の諸都市が 辿係意識の中で 「保存」を 中心とする手可 ｾｉｾ 日発を以食 ｉｊ に巧えていく

必 要 が あ る 。 こ の こ と は 一 見 地 味 な が ら 歴 史 的 な 重 み を 感 ず る 都 市 づ く り と な り 、 こ の こ と が ま た 、 都

市 の 活 性 化 に 大 き く つ な が る も の で あ る と 信 ず る 。 ( S .  T )  



特 集

オフィス・インテリアの変革

有史以来、人類が経験した文化的エポックがニつある 。一つは農業革命であり、二つには産業

革命である 。世紀末と称される今日の混沌とした社会状況の中にあっても 、在来の価値体系で

は計りえない幾多の新しい現象がおこりつつある 。 ニれら一見関連のないように見えて 、実は

互いに関連伎をもち、しかもお蕩のように次々におしょせる文化現象の波を、 トフラーは 『第

三の波j と呼んだ。

われわれの職場においても、現在、確実な変化がおこりつつある 。女子社員は軽快にパソコン

のキーボードをたたき、テレ ックスやファクシミリが音をたてて情報を打ちだす。 このオフィ

ス・オートメーションのj庄は、オフィスにおける情報・伝達システムを板本から変えてしまお

うとする努いである 。 また、一方この波は文明の利器の例にもれず、われわれに利便性をもた

らすと同時に憂慮すべき何らかの弊害をももたらす織子である 。

今回、オフィス・オートメーションに触発されたオフィス・インテリアが、どう変革してい〈

のか、 O A機器・ O A家具の先行に建築がどう対応し τ いくのか、など予測l困尊重な問題を少し

でも解明の方向に導〈一助として、本特集を企画した。 ( 柏木浩一・駒田哲男・本間利雄)

総 槍

オフィス環境の人! 日l 学 / 栄 久 l経科ニ

ニ ュ ー テ ク ノ ロ ジ ー と オ フ ィ ス 空 間/ 沖 塩 荘 一 郎

各 蛤

O A 化 と オ フ ィ ス ビ ル/ 森図書5久

建 築 設 備 の O A 化 へ の 対 応/ 谷申11武 雄

オ フ ィ ス イ ン テ リ ア の 動 向/ 判 治 泰 蔵

オフィス家具の今日 / 入 江 浩 ・石 井 筒 彦

O A機 株 か ら み た オ フ ィ ス / 平 沢 逸 ・江 崎 哲

O A  時代におけるイ ンテ リアデザイナーの職能/ 中小路泰 久 勝j 凹哲男

コラム

o  AI革l il;lj / 小 森 正 義

オフィスイ ンテ リ ア 雑 感/ 玉置並立始

資 料

オフィスイ ンテ リアの変巡 Ｏ 加藤力 ・ 安藤主ｾ 苔

イ ン テ リ ア 事 例

シ ン ガ ポ ー ル 航 空 大 阪 支 府 営 業 室 ほ か 13例

本特集制m幹事 ｊｊｉｉｾ 握力 ・ 絵 ｩｬｬ￬ 秀海 ・ 玉 ｩ 配盟始 ・小森 正義 ・ 石井一郎彦 ・ 入江浩 ・ 江崎哲 ー 駒田哲労 組木浩一 ー本Ilfl 利雄( 順不同)



. 総論 1

オフィス環境の人間学

栄 久 庵 祥 ニ

地縁社会としての日本のオフィス

昨年のはじめ、私たちは、東京とロサンゼルスのオフィス ・ワーカーを対象に、オフィスをめぐ って包括

的な調査を実施したことがある。設聞は、オフィス環境の性格を決定するとおもわれる要素を中心に 100 項

目に及んだ。調査の結果には、オフィス環境の笑態面の差異が示されていたのみならず、日米オフィスワー

カーの意識・価値観 ・行動のレベルにおける違いもまた示されていた 。かっそつした人聞の側の差がかなり

忠実にオフィス環境の差として反映していたことは、当然とはいえ、新鮮な鷲きであ った。

日米のデータを比較して、とくに注意をひいた点が二つある 。その第一は、 「昼食時、何人と一緒に食事

に出かけるかJ という聞いに対し、日本側は i 3  - 4 人でJ と答えた人がも っとも多く、一方、アメリカでは iz

人で」と答えた人がもっとも多かったとい 7 点である 。 この簡単な調査結来は、日米オフィス・ワーカーの

行動様式の差とその空間へのかかわりを示して興味深い 。一つには、アメリカ人は群として行動するより、

「気の合うこと J ( compat i bi l i ty )  を同一行動のベースにしているのでペアになり易い 。一方、日本人の場合

には個人的な好惑の感情よりもグループの勢いに従うことがベースとな っている 。気の合 った関係を敢えて

際立たせることなく、クループとしての行動を優先させる 。アメリカのオフィスワーカーが連絡をとり合 っ

て食事に出かけるのに対して、日本人オフィスワーカーの・場合には閉じ係や諜でj市を同じくしている人々が、

そのまま一団とな って外出している 。組織上の単位がそのまま外へ流出するわけだ。同じ課や部に属し、空

間的に近くに位置していること ( proxi mi t y ) が、そこはかとない「われわれ感情J ( we- feel i ng) を育む基礎

になっている 。個人的好悪の感情や業務上のつながりも越えて、空間ないし「場」が、人と人を結びつける

メディアとして機能しているのだ 。 日本のオフィスがしばしばコミュニティーと形容されるのは、人間関係

がこうした「地縁」をベースに成立しているからに他ならない 。

地縁を反映する空間構成

日本のオフィスのこうした地縁的性格は、机の対向式レイアウトに対する反応の日米オフィスワーカーの

差となってあらわれている 。面と向き合つての執務を好むアメリカ人はほとんど皆無であ ったのに対し、白

人では約半数がそれを好ましく思っているという点である 。対向式レイアウトは、プライパシーの確保と

いう点では、個室やランドスケープ型オフィスはもちろん、全員が同じ方向に向 って執務する一方向式レイ

アウトよりも不向きな構成である 。 日本人オフィスワーカーは、プライパシーの欠如を気にするどころか、

一つの場を共有することをむしろ、楽しんでいるかのようである 。 しかし何よりこのレイアウトは、日本の

オフィスにおける仕事のすすめ方と関係している 。つまり日本では、仕事はしばしば、机が 4 - 6 個互に対

向しひとつのアイランドを形成した係ないし謀に投げこまれる 。 もちろんその場合、仕事は手分けして遂行

されるか、担当者が決められるだろう。しかし、責任の所在は、その係ないし謀全体にある。いったん問題

が生じれば、共同し助け合って、全員で処理する。係や課の全体が一つの生き物として機能するわけだ。つ

まりは、対向式レイアウトが表現する組織および空間上の単位が個人にまさる実体を講成しているというこ

とである。日本のオフィスの地縁的性格は、こうした集団としてのまとまりに加えて、互の仕事ぶりに対す

る抜きさしならぬ関心によっていっそう強化されているといえよう 。

オフィス空間における個と集団

一方、アメリカでは 、地縁を拒否するプライパシーの論理が、オフィス環境形成にあたっての一口した主

題を構成している 。先般、カリフォルニア大学のアーパイン分校で「作業環境のテザイン」をテーマとする

シンポジウムが聞かれた 。その席で、 BOS T I クループ (Buf f al o Organi zat i on for Soci ol ogi cal  and Techni cal  
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Innovat i on Inc ) が実施した「オフィス環境が生産性とオフィス ・ライフの質に及ぼす影響J と題する調査

研究の結果が報告されている 。調査は、アメリカ全土、 80のオフィスの6000人を対象にして行われた 。得ら

れたデータは多岐にわた ったが、報告の中心はオフ ィスにおけるプライパシーをめぐ っていたし、プライパ

シーが仕事の能率を左右する 一番の要素と感じられている点も、アメリカならではと思わせる。しかし「オ

フィスワーカー相互を隔てる壁や間仕切りがないと互のコミュニケーションが阻害される」という調査結果

にいたる左、日本人の理解を越えるところがある 。 このことは裏がえせば、円滑なコミュニケーションは、

皆が個室に入るか間仕切りで隔てられるときにもたらされるということである 。おそらくは、プライパシー

の欠如を原因とする各種のトラブルがコミュニケーションの阻害を招くと解釈すべきなのだろう 。プライパ

シーの問題は、能率向上の二つ自の要因としてあげられた、 「オフィス環境づくりへの従業員の参加J とと

もに日本と異なるアメリカのオフ ィス風土をうかがわせる 。

以上、個と集団のあり方がオフ ィス内の空間構成を決めていることを 、二つの調査の結果を通じてみてき

た。集団の中の個人、そして個人が集 ってつく っている集団の在り方は、一つの社会が生きてゆくための仕

組みとして伝承されてきた文化そのものである 。図式化していえば、アメリカ社会では個人が実線、集団は

点線であるのに対し、日本では、個人は点線、そして集団こそ太い実線をも って描き出されている 。こうし

た社会システムの差異が、両国のオフィスにお吋る空間システムの差となって表われている 。ひとことで表

現すれば¥日本のオフィスはムラビトの空間、アメリカのオフィスは個人主義者の空間ということになろう

か。一つの文化現象としての個と集団の関係は変りにくいのをつねとする 。 したが って空閉め方もあまり変

らず、両システムは互に整合し今日まで安定したオフィス環境をつくりあげてきた 。

しかし 、オ フィスをとりまく環境が変化すれば、両システムは、それぞれに変化し、その聞にずれやきし

みが生じてくる 。オフィスの現状は、いま、この段階に差しかか っている 。

変革の兆候

情報化社会の到来とともに、オフィスは、工場に付属してその製造工程を管理し 、売り上げを記録すると

いうかつての受動的な立場を脱し、情報とアイデアの生産と伝達を行う独立した役割を果たすようになった 。

生産されるサービスや情報は価値において 、もの。をしのぐ一方、それに従事する労働人口も着実に増加し

てきている 。 こうした産業構造上の変化と O A化に象徴されるオフィスの技術革新は直接にオフィスの物理

的環境に影響を与える一方、オフィスに働く人の組織と意識 ・行動を変化させることを通じて、間接的にそ

の変貌を促そうとしている 。この点での変化がオフィス環境に対する新たなニーズを生もうとしているのだ。

人の組織と意識・行動上の変化の制底にあるのはオフィスにおける労働の質の変容である。書類操作の反、

復という比較的単純な事務作業から、問題の発見や解決という高度な知的作業へと労働の性質が移行しつつ

ある 。 そこでは、笑際に独創的な成果を生むことが重要である 。無遅刻、無欠勤とい った精勤ぶり、同僚と

の協調といったオフィス ・ライフにおけるこれまでの美徳は、今後、あまり積極的な意義をもち得なくなる 。

業績主義と個人主義がここに自然、と芽生えてくる 。集団にかわ って個人が明瞭な輪郭をも って浮かび、上って

くるのだ。地縁社会が育んだ日本的他人志向型に代 って、新たな知的内部志向型が好ましいオフィスメンの

像として描かれてくるに相違ない 。 このことは紛れもなく日本のオフィス文化の変質を意味しよう。さまざ

まのところで行われている長期展望ですでに予測されている専門職( エキスパート ) の増大は、この傾向にい

っそう拍車をかける 。エキス パートで構成される研究所機構では、普通の会社に見られる係→課→部→本部

とい ったピラミ ッ ド型の階層を構成していない。それは命令の授受を内容とする権力配分の組織ではなく、

一定の課題を遂行するための役割分担の組織である 。そこでは幾人かのエキスパートが並列し、その 中心に、

一つの役割としてチーム ・リーダーがいるというにすぎない 。各部課のエキスパートをモジュールとして構
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成されるタスク ・フォースも同様で‘ ある 。 ここには、社会システムであると同時に 空間システムを重ね合わ

せた日本別オフィスはもはやみられなし、 。 それは、務個人がさまざまな連併をとりながら λラえ、行動する夕、

イナミ ックな空間である 。

O A化は、以上に述べてきたょっなオフィスにおける個人主義を助長するだろう。書士tl の手 iJ: l f . しを媒介と

する人対人の、しばしば冗長なコミュニケーションの中に人対機械の寡黙な対話が押し入 ってゆく 。 日本の

オフィスに特徴的なムラ型コミュニケーションに機械が分け入ろうとしている のだ。

仕事に対するとりくみ、姿勢にも変化が見られよう 。きちんと机に向 ってペンを走らす型の勤勉が意味があ

るとはいえなくなる。ソファーに坐って所在なげに雑誌をくっている姿が怠惰であるともいえない 。 5 時を

過ぎれば思考がぴたりと止むわけでも、また、家庭に帰ったからとい って仕事の ことが頭からはずれるわけ

ではない 。逆にオフィスで息抜きしても一向に差し支えないことになる 。

オフィス環境の変貌

情報化社会のオフィスに台頭する個人主義、あらたな組織形態と仕事への取組み方、そして O A化は、いか

なるオフィス環境を帰結するか。将来のオフィス環岐を特徴づけると思われるいくつかの点を以下に記して

みたい 。

1  . 間仕切りの発生

アメリカ式の個室とまではいかなくとも、自分の領域と認知しうる空間が必要にな ってくる 。 自分自身の

パフォーマンスを重視する個人主義者には、これまでのオフィスメンのように、周辺の「鼓動」を感じなが

ら仕事をする必要は必ずしもない 。 コミュニケーションの相手はむしろ自の前のワークステーションである 。

精神を集中するためにも間仕切りはあ った方が良い 。人と機器が一体化したカプセル的空間がエキスパート

の空間である 。 しかし 、 日本のエキスパートは周囲から完全に自分を遮断して精神を集中できるほど強固な

個人主義者ではない 。周りの空気が把めなければ不安になるし、人恋しさも募 ってくる 。やはり間仕切りの

高さは「立てばコミュニティー、坐れはーフ。ライパシー」くらいが適当であろう 。

2  部門別の性格づけ

これまでのオフィスでは大きな空間がキャビネ ッ トで仕切られ、部門それぞれのテリトリーが定められて

いた 。そこではテリトリーが表現されているだけで、そこで営まれている活動の特徴が執務空間に表現され

ているわけではない 。営業部員と技術部員が部屋を交換して使っても支障のないほどオフィスの杢聞は均質

であった 。 しかし、もしもオフィス環境の成熟化という仮説が成立するとすれば、部門ごとに執務杢閉め性

格は変 ってくるはずである 。間仕切りや机のレイアウトといった空間構成ばかりでなく、壁の色調や植栽そ

の他の節目りつけの有無と程度に至るまで、部門の活動特性が反映してこなければならない 。一般に、オフィ

スにおける業務がアイデアの創出や情報の高度な処理に重点を移してゆくと、神経の緊張をやわらげたり自

の疲れを癒やせる環境が必要になってくる 。色彩は監さをまし、植栽や絵画などオフィス美化に対する関心

は高ま ってこさるをえない 。環境は、人聞の思考過程や感情生活を支える役割l をも担わされることになる 。

オフィス環岐の改善は、ほとんどの場合、生産性の向上を動機としている 。環境に対する満足が仕事への

満足を導き、仕事への満足が士気の向上につながるという論理的な前提がそこにはある 。率直にい って、オ

フィス生産性への環境の影響は作業手順や人間関係、給与などに比べて決して大きいとはドえない 。 しかし、

生活水準の向上、若年世代を 中心とした仕事に対する価値観の変化、そして、何より情報化に従う労働の質

の変容は、生産性向上への環境の影響を強化する方向に作用すると考えられる 。

人と環境の相互作用をテーマとする分野に環境心理学や環境社会学がある。いま オフ ィス研究の分町' は、

潤沢な仮説を背景とするこうした行動科学からのアプローチを、これまで以上に必要としている 。

( えくあん しょうじ G  K 研究所所長 )



- 総論 2

ニューテクノロジーとオフィス空間

沖 塩 荘 一 郎

ニ ュ ー ・ テ ク ノ ロ ジ ー の オ フ ィ ス 業 務 へ の イ ン パ ク ト

近年、マイクロエレクトロニクスの急速な発達により、各種の人聞の職場が大きい変化の波をかぶってき

ている 。 多くの製造や流通の職場に比べ今まで生産性向上の波をかぶることの少なか ったわが国のオフィス

も、ここのところ急激に変わりつつある 。オフィス・オートメーション ( 0 A ) には多くの人たちの熱い視

線が向けられている 。大容量記憶装置、マイクロプロセ ッサなど L S  1技術の発達、光ファイパ一、衛星通

信など通信網技術の発達なとe ニューテクノロジーの成果は、事務処理に大幅に取り入れられてきつつある 。

すなわち、ワードプロセ ッサ、 パーソナル ・コンビュータなどが多くのオフィス空間に入り込んでくるよ

うにな ってきており、 L A N  ( ローカル ・エリア ・ネ ッ トワーク) 、 V A  N  ( 付加価値通信) 、電子メイル、

屯々公社の 1 N  S などが、多くの事業所で話題になっている 。ワードプロセ ッサは、誰でもすこし慣れると

文書、報告書、原稿などを下書きなしで手書きより早くしかも希望する形で作成することができ、フロ ッピ

ーに記憶させておけば類似の文書などは部分訂正だけですぐ作れる 。電子メイルやファクシミリは、電話が

かかってきた時のように思考や仕事を中断されずにすみ、思いついた時に情報を送りこんでおくことができ

る。情報を共有化したり、必要な人だけに知らせることも自由にでき、書類の山にならない、いわゆるペー

ノマーレス ・オフィスも可能である 。会議も、画像情報、データ検索などが有効に利用され、テレビ会議シス

テムの利用で出張せずに打ち合わせや全国合同会議をすることもできる 。

これらの新しい機器、メディアの多くは、オフィス業務の能率化や、職務形態などこれからの人聞社会に

多くの新しい可能性を聞くメリ ッ トがあるとともに、他方、人聞の健康の問題や新しい労働問題など多くの

問題もはらんでいる 。そしてこれらは、今後のオフィス空間のあり方にかなりの影響を与えると考えられる。

ニ ュ ー ・ テ ク ノ ロ ジ ー へ の 建 築 家 の 対 応

ニューテクノロジーのオフィス空間への浸透について、建築家はどう対処する必要があるか考えるとき、

つぎのような視点があると思われる 。

1  . ニューテクノロジーで人聞の生活や都市や建築はどうなるか。

a. アセスメント 一 一健康、粘神衛生、単純作業の増加、失業、労働強化、事故時のもろさ( vul nerabili 

ty ) 、などニューテクノロジーにより考えられる弊害、問題点を建築専門家の立場から予知し、答告する 。

b. 新しい建築需要のマーケ ット・リサーチ一 一在宅勤務、エレクトロニ ック ・バンキンクーなどで、事務

所、銀行などがどのように変わり、どのような種類の建築需要が増え、建築の様態がどのように変わるか。

2. ニューテクノロジーを収容する建築側の対応、新しい建築計画手法。

a. アルゴノミクス (ergonomi cs、人間工学) 一一視環境、照明、日照調節、色彩、騒音、温湿度、キー

ボードの高さ、 V D T の高さと角度、など作業環境と休息環境の問題。人間と機器のインターフェイス。人

聞の健康、精神衛生と家具や建築空間の設計。

b. 配線一 一各種機器の配線処理の問題。

C . 平面計画一 一 コアの取り方、大部屋か個室かオフィス ・ランドスケーピング方式か、など。

3. ニューテクノロジーを活用した建築の開発。

マイクロエレクトロニクスの発達などをフルに活用して 建築部品の一つ一つが頭脳をもつなど、今まで

できなか った新しい性能をもっ建築の開発。

ニ ュ ー テ ク ノ ロ ジ ー と オ フ ィ ス 空 間

これからのオフィス空間の計画には上述の視点すべてかかわりがあるがここでは 2 について考えてみる。

1  . アルゴノミ ックス一 一人間と健康のかかわり

近年、欧米でオフィス環境を考えるとき、「アルゴノミ ックス (Ergonorni cs)J という言葉が盛んにイ変われ

ている 。アルゴノミ ックスは、人間工学と訳され、狭い意味では機器の高さと人聞の関係といった家具の問
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題に近いが、広い意味では室内環境から執務条件なども含め O A機器と人閉め健康とのかかわり全体を含め

て用いられているようである 。

a. 採光、照明、視環境

O Aのワークステーションといっと、今のところ V D T に C R  T  ( ブラウン管 ) を用いるものが多いが、

C R T を長時間見詰めることからくる限の障害、身体への影響が問題にな っている 。 本来は機器の方が改善

されれば良いわけだが、当面は建築側で、採光調節、照明、色彩など視環境に配慮することが必要で・ある 。

①照明器具や窓などの高輝度面が、 C R T をみつめる視野、とくに限のグレアゾーンに入らないようにす

る、②照明器具や窓などの高輝度面が C R T の画面に写らないようにする、③ C R T 面の照度をコントロー

ルする、④植物の緑などで服を休ませる工夫をする、などである 。具体的には、①窓にソーラースクリーン

などをつけて日照調節、② C R T の後に衝立を立て、阪のグレアゾーンに窓や天井照明が入らないようにす

る、③天井照明にはルーパーをつけたり ( ルーパーも質が問題で、十分な保護角を持ちルーパーの羽根に蛍

光灯の形が写らない、などの配慮、をして ) 、下から天井を照らす間接照明にして、照明器具が C R T に写ら

ないようにする、④外部の樹林や芝生の緑を見易くしたり、自然、光の入る中庭に観葉植物をたくさん置いて

職員の眼を休ませる、などである 。米国では、郊外型オフィスの場合、 C R T を見るのに外光が邪魔になら

ず、皆が外音[1の樹林や芝生の繰を楽しみ眼を休ませることができるよう、建物の外周に大きいガラス開口の

ある廊下を持つ方式 (peri meter aisle concept ) を採 っているところが多い 。

b. 休息への配慮

最近の米国の O A化の進んだ事務所には、休憩室に神経を使 っているところが多い 。天井が高〈自然光が

入り観葉植物がたくさん置かれたりして豊かな雰囲気のものが少なくない 。 また、ワークステーションで長

時間 C R T を見詰めて仕事をしていると、画面に「あなたはお疲れです、コーヒーブレイクをと ってくださ

い」と表示がでるようにプログラムが組まれていたりする 。適度に休憩をとらせ、休息時には自然の緑で眼

を休ませる配慮、がなされている 。現在のような C R T とキーボードによる O A機器を用いる場合は、長時間

それらに向かつて仕事をする人たちの眼を休ませるような空間的な配慮が必要であろう 。

c 音

プリンターや V D T などの騒音が問題になることが少なくない 。この騒音対策としては、①プリンターに

防音カバーをかぶせる、②機訴の周辺を吸音衝立で囲う、 ③室内の l肢音力を高める ( 天井に吸音材料、床に

じゅうたんなど) 、④とくに大きい音を出す機器は天井まで間仕切る、などが必要で、ある 。

d  家具

C R T など V D T の画面を見ながらキーボードを長時間操作する人たちの中に、顎、肩、腕などの障害を

訴える人がいる 。これには、キーボードの高さ、 V D T の高さ、勾配などもかかわりがあるとして、 O A機

器の高さや角度を調節できる台が、種々考案されている 。 また、一人で二台のターミナルを使う場合、二人

で一台のターミナルを使つ場合の家具、普段は平な机で必要な時スイ ッチを入れると中から O A機器が現れ

るといった家具などが考案されている 。

e  . 床仕上げ

O A化の進んでいるオフィスでは、床にじゅうたん、それもタイル状のカーペ ッ トダイルカ、よく用いられ

ている 。床下配線の配線替えに便利で、騒音対策にも役立ち、また自動文書配送ロボ ッ ト ( メイルモヒ、ル)

のレールの吹替えなどもやり易い 。

f  . 自分でコントロールできること

人聞の健康の問題には、精神的、心理的問題がかかわっている 。人から抑しつけられてやらざるを得ない

か、自分で体調を見ながら自発的にできるかで、機器を用いる仕事の健康への彬響は大きく違うと思われる 。

照明にしてもキーボードの高さなどにしても、自分てーコントロールできることが大切のようである 。



2. 配線の問題

O A機器が次々事務室に入 ってくると、たくさんの配線が床の上を転が ったり、天井から配線がみっとも

なく下りてきたり、室内環境としても機能的にも問題がでてくる 。一方、これらの問題解決のため、薄くし

てじゅうたんの下に敷ける極薄平型のアン夕、ーカーペ ッ ト配線、床のデ ッキプレートの凹みを利用したセル

ラダクトやそれとフロアダクトやヘ ッダーダクトとの組合せ、などが開発されている 。 また、建物内や事業

所構内に同軸ケーブルや光ファイパーを計画的に張り巡らしてそれらに O A機器を接続させるローカル ・エ

リア ・ネ ッ トワークもこの配線問題緩和にかかわりがある 。アンダーカーペ ッ ト配線は、小さい事務室など

ではタイルカーペ ッ トと併用すると大変便利だもが、配線の錯綜する大きい事務室でこの配線が重なり合 って

くるとこれだけでは対応できない 。セルラダクトなどの利用は、米固などでかなり普及しているが、 I 8 M

社などの話では、最近の配線の増加と変更にとても対応できないとのこと 。 ローカ ル ・エリア ・ネ ッ トワー

クは、相互利用によるコンビュータ資源の効率的運用、情報共有化、情報交換などに極めて有用でこれから

の事務所建築などにかなり普及してくるものと思われる 。 しかし、 室内の配線問題がこれだけで解決すると

は思われない 。 これからの事務空間における配線の量、とくにその変更の量をどのくらい見れば良いか、予

測はむずかしい 。 コンビュータ機械室のようにフリーアクセス床 ( アルミタイキャスト板などを用いた 二重

床) は、配線には便利だが、その高価なことと、安易に使うと耐展性に問題があることなどのため、一般の

事務室向きとはなり難いと思われる。当面は 上述のセルラ夕、クト、アンダーカーペット配線、 ローカ ル ・エ

リア・ネ ッ トワークなどを活用するとともに、階高に少し余裕を見て、天井裏に将来用の配線スペースを確

保するなども一つの手立てと考えられる 。 しかし、これでは大部屋やランドスケーフ。方式で天井配線とした

場合の配線立ち下げのうるさきの問題は解決していない。

3  . 平面計画、その他

a. オフィス ・ランドスケーピングか個室か

近年わが国で O A化を進めている事務所の多くは、大部屋に衝立を立てるいわゆるオフィスランドスケー

ピング方式をと っている 。わが国では、大部屋の事務室が普通てあ ったが、職員がより仕事に集中できるよ

う阪の前はふさぐがすこし顔を 上げれば職場全体を見渡せる衝立を用い、それに吸音材料を入れてプリンタ

騒音対策もできるオフィスランドスケーピング方式はそれなり の利点がある。米国でも現状ではオフィスラ

ンドスケーピング方式が多いが、個室 (pr ivate office ) 方式再評価の動きがある 。

b. 外周廊下方式

建物外周に廊下を巡らし、外壁は全面カラスで、廊下を歩くと外の広大な縁を楽しめる方式が近年米固め

郊外型の事務所に多い 。誰でも廊下に出れば外の緑で眼を休ませることが平等にできることを重視している 。

C . コック ピット型か重役室型か

O A機器がオフィス空間にたくさん入り込んでくると、ジェ ッ ト機の操縦席のようになっていくのか、人

間の創造的思索の場としてむしろ機器を隠してゆ ったりとしたオフィス空間の方向に向かうか判らないが、

いずれにしてもオフィスの一人当たり面積は増加する方向と思われる 。

d. 厚生施設、特別施設の充実

眼を休ませる植物の緑豊かな休憩スペース、創造的思索活動のためのブラウジング・スペース、会議の効

率を上げる情報設備を備えた会議室、創造的コミュニケーションのための談話室などの充実が必要となろっ 。

おわりに

近年の O A機器の発達とそれらの事務空間への導入され方は、あまりに急速で、あり、それらに対応する建

築計画のあり方にはまだまだ半IJ らないことが多い 。 しかし、事務所建築を今まで通りに計画していては問題

があるということを多少本稿で紹介した 。 ご叱責を賜ると幸せである 。

( おきしお そういち ろう 東京理科大学工学部教授)
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. 各論 1

ｏａ イｾとオフィスビノレ

森 田 嘉 久

はじめに

オフィスの O A化の必然性や、業務変革の方向性については、本

誌別稿で諸先生方が触れられるであろうから、あらためて述べるこ

ともないと思われるが、 O A化がオフィスビルをどう変化させるの

かについて、その前提をまず簡単に整理しておきたいと思う 。

米国の調査機関7 ';; キンゼ一社のレポートによると、超優良会社

の共通点は、

1  ，行動力重視

2  簡素な組織と少数のスタ ッフ

3 ，顧客との絶え間ない接触! !

4 ，従業員自身による生産性向上

5 ，職場の自主性

6  はっきりした焦点をもっ経営理念

7  もっとも良〈知 った分野での勝負

8 ，きびしい統制とゆるやかな統制の同時併用

とある 。 この 8 つの項目に「良いオフィスビ/ レJ をもつこととはか

いていない。 しかし、どうすればこういう優良会社になりうるかを

考えていくと、 「良いオフィス」が、かなり重要な関わりをもって

いるように思われるのである 。

優 れ た 企 業 経 営 と 良 い オ フ ィ ス

8 つの項目をまとめると (図 1 ) のようになるが、優良企業の第

一条件とは、 「優れた意志決定」にあり、そのためには、企業の神

経系統を「活性化J (図 2 ) することといいかえてもよさそうであ

る。そしてその手段の一つは、 「情報システム」の構築であり、も

う一つは「人材の活用」である 。それを「仕事j という観点から見

れば、 「思考 ・判断 ・創造J と「機械化」であり、われわれが扱う

オフィスビルの設計とは「創造活動空間」と「機器空間J の具現化

ということになる。 (図 3 )  

「オフィス= 事務所」の「事務」という言葉をあえて使っていな

いが、これまでわれわれは、ルーチンワーク的な伝票処理も、営業

戦略をたてたり、新商品を考える開発創造業務も一括して「事務」

という概念でしかとらえていなかったあたりが、 O A化時代のオフ

ィスとの違いとなっているのであって、これからのオフィスは、函

一的な、四角い箱型空間に、グレーの量産デスクでは対応できない

といわれる由縁である 。
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オ フ ィ ス の 将 来 像

われわれが、今日いわれるょっな新しいオフ ィスのあり方を考え

はじめたき っかけは、パソコンやワードプロセ γ サがオフィスの中

に並ぶようにな って、配線や、照明、騒音などの問題をとりあげる

ようにな ったことによるが、実際や ってみると、一面それは解決可

能なことばかりで ( とくに、機器サイドの改良、対策が顕著で建築

への［ｾ ｾ 寺中はどんどん少なくな っ てきている に より重要なことは、

これからのオフィスの中で行なわれていく、 OA を使 った「業務J

からくる新しい要求、中でも新しい機能への対応と、空間の i'i のグ

レードア ップにそのポイントがあるように恩われる 。 (図 4 )  

ビルオーナーや、オフィスエンドユーザーの要求品質と明確化し、

品質特性を具現化していく基本姿勢は、 OA オフィス、 21世 紀 指 向

のビルといえども、従来に変るものではないが、その一つ一つの意

味づけや、ウェイトづけは、大きく変化しつつある 。 (図 5 )  

「優れた意志決定」を得うるための屯子情報システムを駆使した会

議室 ( デシジョ ンルーム ) や、各種バディアをそろえたプレゼンテ

ーショ ンなどが実現しだしたのもその一例であろう 。

新しいオフィスを考える 5 つ の 視 点

OA機器がオフィスに増えたとい っても、オフィスワーカーの 1

人ひとりが、 1 台ずつの端末機をも ったり、事務所内にくまなく L

A  N  ( ローカルエリアネ ッ トワーク ) が施設されるとい った状態が

今すぐ、そこかしこに実現するとは考えられず、 「新しいオフィス」

が突如出現するわけではないと思われるが、今後のオフィスを考え

る上でのポイン卜となりそうな事項を 5 つ列記したい。

1 、電子化された職場とサロン化した職場

今年 3 月の 「日経コンピュータ J ｾ 志に、米国ハネウェル ・ イ ンフ

要求品質

品質特性

図 - 4 オフィスの将来像

ォーメーション ・システムズ社の実験オフィスが紹介されていた。

その建物は 750 人のソフトウェア開発の会社であり、 l 人 l 台の端

末をもっ頭脳労働者のためのオフィスである 。 さすがに米国でも、

l 人 l 台の端末をもっケースは、このようなソフトウェア開発に限

られるようであるが、この業務には、未来オフィスのもつ、良い面

も悪い面も集約的に顕著であり、われわれにいろいろな示唆を与え

てくれている 。建物の詳細は省略するとして、ここでの実験は、一

言でいえは、職場の「サロン J { じである 。

もともと頭脳集団を、時間と椅子で制約することには論議もあっ

て、フレ ックスタイムの導入や、在宅勤務の推進などの方策も考え

られるが、ここではそれ以前に、オフィスそのものをみなおし、事務

スペースの生活空間の強調が種々試みられている 。半個室化した執

務ブース、木目調の家具ユニ ッ ト、社員のリフレ ッシュ効果をあげ、

目を休めるための窓や廊下の工夫、プラザと呼ばれる吹抜け空間を
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もった休恕室などである 。

こうした投資が、生産性向上にどの経度容

与するのかを把握することは難しいことであ

るが、大切な創造的活動にたずさわ っている

社員に、文句のつけようのない、ぜいたくと

もいえる空間を提供することは、経営者の義

務であり、利治lにつながるのだという思想が

具現化されている 。

将来一般のオフィスでも、日常業務の大半

が電子化され、 (図 6 ) 、人をものの存在する

「物理的J な職場とは別の、自に見えない

「電子J の職場が構築されることになれば、

従来の伝荻ーや業務の流れに合せて組立てられ

た現在のオフィスのあり方よりも、執務者の

ために、より快適で、創造性を高めるに ふ さ

わしい、リビ ング化、サロン化の方向に向か

うであろうことは十分考えられることである 。

2 、部課制 とオフィス規模

通常、オフィスビル基準階は、コアから窓

までの奥行きは 9 - 12 mが適切と考えられて

いる 。 コア恨IJ に廊下をとり、管理職が窓側IJ に

坐 って、 8 - 1 0人の課長が向い合せに並ぶに

は都合が良い、しかし最近、オフィスレイア

ウトをしてみると、どこの企業でもー単位が

8  - 10人というのは少なくて、 4 - 5 名とい

うケースが多いように思われる 。 さらに、企

業の効率化や、サイクルの短 い変革に対処す

るため、一夜のうちにレイアウトを変更する

などの要求も多い。 これらを考えると、同じ

一

現

状

八

将

来

L-・E ・-

第

段

階

O: QA祖器

第

2  

段

階

第

3  

t主

階

床面秘ならばより正方形に近く、方向性のないガランとした平面形

の方が、レイアウトしやすい。平面の広がりや、フレキシビリティ

の問題は、前項の執務スペースの個性化や特性化と矛盾することも

多いカヘローノ マーティションによるシステムテe スクなどによ って、

執務者の特性にふさわしいレイアウトが可能な平面形状が必要であ

ろう 。

企業における業務のあり方について、よく欧米では「仕事」を包:

理し、日本では「人J を管理するといわれる 。家具メーカーから、

さまざまなノ マネルタイプのシステムデスクが販売されているが、回

の字配置で、おE の執務が確認できる・ことを長年習慣としてきた日

本で、や、抵抗があるのはそのためであり、頭をあげれば周囲が確

認できる H 一1200- 1300mm程度がよく採用されているのもいかにも

日本的と感じられる 。

3 、人とものと情報の移動

オフィスビルのエレベータ一計画では、ピーク時の 5 分間輸送能

力などが基礎とな っているが、 O A化とは企業の人減らしがその根

底にあり、一方で、機器の設置スペースや、 FACE T O FACE コ

ミュニケーションの必要からくる会議室などのスペース増を考える

と、ビルの人口密度は今よりも低くなると考えられる 。 もの( ; ; ! } 類)

の移動も減るから、女子社員が告類をも って上下階を移動すること

も減るであろう 。高度の情報通信システムを備えた O A化は、人と

ものと情報の移動にかなりの変化をもたらすと考えられる 。従来、

工場のマテハン ( 資材や製品の移動) には企業としてかなりの配慮

がなされてきたが、これからは、オフィス内の「移動j について、

コスト、性能の検討に多くのウェイトがかけられることとなろう 。
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体lほF 一

ワークが構築されます。

構内電話幹線 これにより、オフィス各

部門間の業務の集中処理
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構内 ネッ トワーク方式

テナ
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- 構内ネットワークを外部

l P  

通信網( 電4 公社回線、

通信衛星) に接続するこ

とにより広域ネットワー

クが構築され、高度情報

イヒオフィスが出現します。

広域ネットワ ーク

図 6ー1 OA化の進展に伴う情報伝送ネ ットワークの発展段階

図 6 - 2  高度情報化オフ ィス

4 、情報の安全性と機密保持

建物自体の安全性はいかなる場合にも重要なことであるが、情報

の安全性についても、いろいろと配慮が要請されだした 。安全性に

は二通りあ って、機器やソフトを水や火などの災害から守るという

面と、人為、すなわち防犯而である 。防災について、コ ンビュータ

室の天井内に配水管を置かないなどは、通常行なわれていることで

あるが、 O A機器がオフィスの随所に置かれるとなると、配慮のキ

メもさらに細かくする必要がある 。 スプリンクラーなどもこのまま

でよいのか気になるところである 。

防犯而も建築主からの要求が細くな ってきた 。 コンピュータが特

殊なものであ った時代から、誰でもが操作できるとなれば、防火区
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図 7 オフィス 21 デザインシステム

もE 3住 企 回

函ならぬ防犯区画も、もっと其剣に考えなければならない。

5 、快適性の概念

オフィスの執務環境もずいぶん盤備されてきているが、これから

は質の問題であることは前述の通りである 。一方、 O A化によって

環境が阻害される懸念もある 。元来、機械とは無機質なものであ

り、ともすれは‘ 殺伐としたものとなりかねない 。 C R T を見つづけ

れば11艮に障害があることは知られる通りであり、プリンターからの

音も快適とはいえない。これらのマイナスを一つひとつ解決する一

方、われわれは、積極的な快適性の概念を構築していく必要があろ

う。機器と人間との聞の協調をはかる科学として「人間工学」があ

るが、建築の分野においては、環境まで踏みこんだも っと包括的な

価値感の設定が望まれるところである 。大戦中の英国の軍事技術か

ら生まれたr ER GONOMICSJ というのがある 。 これはギリシャ語の

E RGON (仕事 - 作業) 、NOMOS ( 法則 ・管理) 、I CS ( 学) の合成

語であるが、われわれは、より快適で、創造的空間としてのオフィ

スビル空間を作るための 「よりどころ」としてこの言葉をつかって

図 8 O Aオフィスのイメージ

「オフィ ス21J 技 術 資 料

いる 。エルゴノミクス的オフィスプランとか、エルゴノミクス的照

明器具とかいう使い方をしているが、具体的にこれがそのプランと

か、器具をさすのではなくて、すべてわれわれのプロダクツが、人

間中心のより快適で、オフィスワーカーの創造空間としてふさわし

いかどうかの、判定基準として使っている 。

住宅が 、たんに住むための「器」であった時代から 、より人間ら

しい営みのための「環境」として考えられだしたのと同様に 、オフ

ィスづくりも新H寺代を迎えようとしている 。

おわりに

米国のサーリ ネン、ケビン ・ロ ーチによる「テA ィアカンパニー」

が日本にも紹介されたとき、アメリカならではのぜいたくさ、 EE ま

れた自然環境ならではと考えたが、 O A時代を迎えるにあたって、

オフィスを見直して見ると、あれがいかに「エルコーノミクス的」で

あったかを痛感させられるのである 。

(も りた よしひき 竹中工務庖大阪本活設計部設計謀)
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- 各論 2

建 築 設 備 の OA化への対応、

谷 郁 武 雄

じ は じ め に

企業の製造部聞は自動化によ って. 大幅な生産性向上を図ってき

たが、オフィスにおける生産性は、きわめて低いものであった 。最

近の半導体を中心とするエレクトロニクス技術の長足の進歩は、こ

のオフィス部門においても、機器の導入を技術面から、また、コス

ト商からも可能にし、事務作業の効率化を図るための O A化が急速

に普及してきた 。

従来、人間対オフィス空間の関係のみで、快適性 ・機能性を建築

計画の函から、追求しておればよかったが、 O A機株やシステムが

徐々に、この関係の中に割りこみ始め、オフイスの古最え

ためには、これら三者の密接な相互依存関係を前提とした、総合的

な計画を立てざるをえなくな ってきた 。 O A機器のオフィスへの導

入により、すでに C R T と照明の関係、自己線の処理、機器発熱など

建築設備に関する問題が、発生しかけている 。 本手 ＧｲｾＺｊ ではこれらの問

題点と対応について述べる 。

2 、 OA オフィスの照明

オフィス照明の目的は、オフィスでの作業に必要な明るさを硲保

するだけでなく、長時間その場所で働〈人々に快適な照明環境を提

供し、事務能率を向上させるものでなけれはならない。具体的には、

作業面上において、対象物が明確に、正しく見えることであり、見

るための障害とな ったり、執務者に不快感をおこさせる原因を、つ

くらないことである 。だが、 1973年に石油危機がおこると、省エネ

ルギーが叫ばれ、照明は節電の本命となり、照明環境を無視した大

幅な消灯や、照明レベルの低下がおこなわれた 。 しかし、最近は再

び照明本来の目的である、照明環境の重要性が認識され、ものの見え

方や、快適性を犠牲にすることのない、省エネルギー! 照明の考えが

定着してきた 。一方、従来よりオフィス環境の重要な構成要素であ

った照明は、 O A 機器の導入によ って、 C R T の鉛直面の視作業に

よる作業視野の拡大、および照明者器具の C R T への映り込みなどの

問題があらたに加わり、その役割は一段と重要にな ってきた。

照明のグレア制限

照度を量とすれば、 グレア、明るさのむら、光の色、 ;jrj などの状

態は質に相当し、ものの見えやすさに関係する 。この中でもグレア

はも っとも重要な要素である 。 グレアというのは視野の中に高い輝

度のものがあ ったり、強すぎる輝度対比があると、瞳孔、網膜など

の調整が過度におこなわれて、不快感を受けることであり、疲労の

原因になる 。オフィスでも っともグレアの原因になりやすいものは

照明探具の光源である 。 また、 O A機器の主力である、ワードプロ

セ ッサやコンビュータの端末器には、 C R T が装備されており、今

までの読み書き中心の、机上における水平面作業に、 C R T を見な

がらおこなう鉛直面の作業が加わ ってきた 。これは執務者の視線が、

より広い範囲を移動することにより 天針二面に設置されている照明

器具が大量に、視野の中へ入 ってくることを意味している 。

照明普及会の調査によれば、オフィスにおける! 照明器具の使用割

合は、 1967年にはランプ露出形 ( 富士形など ) が多か ったが、 1980
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年には逆転して下面開放形が過半数を占めるに至 っている 。 グレア

の少ない下回開波形が村山f I していることは、照明環境が改善されつ

つあることを示している 。 しかし、通常の下回開放形総兵のグレア

規制は十分でなく、快適な照明環境の O A オフィスにするには、十

分にグレアを制限した照明君器具の使用が望まれる 。照明哲器具の グレ

アを低くすれば、器具効率は低下し、グレア規制を追いすき. ると、

エネルギー多消費形になる 。 しかし、最近は 図一 1 に示すような、

最適遮光角を選定した下面開放形昔器具や間接照明方式の、低続j支で

効率のよい照明若器具が開発されてきた 。

照明器具の C R T への映り込み防止

締 ｊ 支 の 高い ＡＡ ｾｩ 明器 具 が ｃｒｔ の画面に ｩ 映り込むと、その苦 ＱＱ 分のます ｌ

l支対比を弱め、表示文字を見ずらくする 。 C R T に照明器具の映り

込みをなくすには、照明器具、 C R T 、および、目などの位置から、

映り込まないための照明昔器具の位置は算出できるが、しかし、計画

当初J より C R T の設置場所を決めることは困縦である 。 また、どの

ような位世にでも C R T が設誼しうる自由 j支のあるオフィスであり

たい 。そのためにも、光源が直接映り込むのを防止することはもち

ろん、反射板の輝度をもf f l J fljlJ した低輝度の照明器具の採用が必要で

あり、このことからも、 OA オフィスにおける照明器具の輝度税制

は、重要な課題である 。

タスク・アンビヱント照明

従来のオフィス照明は、天井全面に照明器具を均一に配置し、ど

のような位置に机が配置されようと、また、どこで間仕切りをされ

ようと、必要照度が硲保できる全搬! ! 賢明方式であった 。照明の役割

は作業をするための明るさを確保する作業照明と 、周りに明るい雰

囲気を作るための環境照明に分けることができる 。 高ｰＮｾＮｽ支を必要と

するのは作業照明であ って、環境照明はこの% 程度でよい。 タスク

・アンビエント照明は、この作業照明 ( タスク ・ライト ) と環境照

明( アンビエント ・ライト ) の役割を明確に分け、光のより効率的

な利用を図 った省エネルギー照明である 。間接照明によるアンビエ

ント ・ライトの、グレアを感じさせない柔らかい光の効果は、落ち

着いた雰囲気だけでなく、 C R T への照明器具の映り込みも防げ、

これからの O Aオフィスの照明方式として注目されている 。

:7j".: 例制介支 ( P 75) は、わが国で初めて試みられた大林組技術研

究所における設置状況である 。 タスク ・ライトはプリズム ・アクリ

でカバーした 1 5 W蛍光ラ ンプを、各相Lの左布に設置し、器具の位置、

角度は任意に変えられるよっ可動式にな っている 。アンビエント ・

ライトは天井吊下げ形の4 0 W蛍光ランプの両側に、 パ ンチ ング ・メ

タルを取付けて、グレアの緩和を図 っている 。

3 、 配 線 ス ペ ー ス の 確 保

オフィスビルの従方向は、電気シャフトなど、かなり のスペース

が準俄され、また、データハイウェイとして、伝送容量の大きい光

ファイパーケ ーブルを用いることも容易であり問題も少なし、 。 しか

し、横方 lilJ は O A化が進めば配線の洪水が予定! され、美観、安全性

を損なわず、地z設、変更が谷易な配線スペースの確保が必要で、ある 。



セルラダクト方式

床間G*味方式としては、従来よりフロアタクト方式がある 。この方

式の欠点は、コンクリートスラブを厚くしなければ埋設できないこ

と、また、高密度に布設すれば、工事費が高価になることである 。

このフロアタクト方式に変るものとして、セルラダクト方式がある 。

わが国では 1973年に竣工した大阪大林ビルで、初めて本格的に採用

されて以来、多くのビルで、使用されるようにな った。当時は、通産

省令の電気設備技術基準の特認工事であ ったが、これらの笑縦より、

1982年の改正の際にセルラダクト工事として規定された 。

この方式は、床のコンクリート型枠として用いたデ ッキプレート

の講の部分に下から、プレートをあてて杢問をつくり、この空間を

配線路 ( セルラ ) として利用するものである 。図 - 2 に示すごとく、

デ ッキプレートの上部に、デ ッキプレートの構と直角に、ヘ ッダダ.

クトを布設する 。セルラとへ γ 夕、の交叉昔日に接続函を設けてi A * - 告さ

せている 。電源用、電話用、データ通信用の 3 本で 1 ユニ ッ トにな

る。セルラから電線を取りだすには、インサートスタ ッ トを用い、

これはセルラの任意の場所に設置することができる 。 また 、床仕上

り後であ っても、コンクリートドリルで穴をあけて、必要な個所に

設置することが可能である 。床材のデ ッキプレートを配線路として

利用しているため、高密度の配線網としても、工事費はあまり変ら

ず、経済的な自由度の大きい配線網が構成できる 。 また、配線路の

断面積も大きく、電線の収容力も格段に優れた、 O A オフィスに適

した配線方式である 。ただし、オフィスの環境条件向上のために、

オフィスの床に、プラスチ ックタイルに変 って、カーペ ットが敷か

れるようになってきた。竣工後、取り出しロを増設するには、床の

穴あけが必要になるが、コンクリートドリルの刃先の冷却に水を使

用するので、カーペ ッ トを汚染することになる 。セルラダクト方式

を採用した場合のカーペ ッ トは、容易にその部分のみを取り除ける

タイルカーペ ッ トの使用が便利である 。

アンダーカッペット配線

O A化にともなう配線洪水を解消する配線システムにアンダーカ

ーペ ッ ト配線がある 。この配線は、タイルカーペ ッ トとコンクリー

ト床との聞に、 1有形の平形ケーブルを配線し、カーペ ッ ト表面に配

線を出すことのない、新らしい配線方式て‘ ある 。

電力用ケーブルには、 10A W G  (約5. 3mm
2

) と12A W G  (約3. 3mm
2

)

の 2 極類のサイズがある 。構造は図 3 のごとく、平形ケーブルを

はさんで、上部の銅板シールド層と、下部のプラスチ ックシールド

層の 3 層で、ケーブルを構成している 。上部の鋼板シールド層は、

ケーフ'ルの接地相と部分的に接続し、電気的な安全性と、物理的夕、

メージからの防護をしており、下部のプラスチ ックシールド層は、

コンクリートとの摩耗を防議している 。ケーブル布設後に全系統上

に、機械的防穫のために鋼テーフ。て・被っている 。取り出し口は特殊

な端子状のユニ ッ トをはさみ込み、その上にコンセントを取付ける

構造である 。この方式の利点は、機器の設置場所が決っていない場

合や、既存の配線路がない場合には便利である 。欠点は分電盤から

の立下りや、多数の回線がある場合の処理が難かしく、取り出し部

分の配線器具が、従来より大きいことである 。 また、通産省令の電

気設備の技術基準に該当せず、特認申請が必要で、価格も高価である。

4 、 空 調 負 荷 の 増 大

O A機総への電気入力は、最終にはすべて熱にな って室内に放熱

される 。通常、オフィスでは照明・コンセントの熱負荷として 20-

2 5 W 1m'程度を見込むが、 O A機器の導入によ って、これが士曽大する

ことは明確であり、その導入宮、度が空調設備に与える影響は大きい

ｹｯｖ 九ｾ

図- 2 セJ レラダクト工事の概念図

端末部シールテープ

図- 3 アンダーカーペ ット配線の概念図

が、予測lは最も困難である 。 しかし、この対応を誤まると、空調設

イsll から O A化への歯止めをかける危険性がある 。将来の負荷増に対

応しうるよう、当初より計画しておく必要がある 。その他、従来の

オフィスは、間仕切りのない大部屋として、使用してきたが、 O A化

による照明環境、騒音障害などから、小部屋に分割される可能性も

ある 。大部屋の場合には、熱負荷密度の遠いも気流の拡散性がよい

ため、問題になることはなかったが、小さく問{ 士切れば、個別空調、

個別制御が必要になり、空調方式についても対応が必要である。

5 、 お わ り に

オフィスの O A化にともない、建築設備か対応しなければならな

い問題と、それに関係して最近話題になりつつある、タスクアンビ

エント照明 、アンダーカーペ ット配線について述べた。

オフィスの O A化は、現在、その緒についたばかりであり、今後

はエレクトロニクス技術の発展とともに、急速に進むものと息われ

る。 しかし、すでに C R T を操作することによる、目の疲れや肩が

こるなど、身体への影響がてポてきている 。この原因は明らかではな

いが、照明が関係する、見え方も原因のーっと考えられる 。快適な

作業性のよいオフィスとするため、今後、この照明の問題など、 O

A 化にともない建築設備がいかに対応するか、稜々の角度から研究

のおこなわれることを期待する 。

( たにむら たけお 大林組本庖設備設計部次長)
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. 各論 3

オフィス・インテリアの動向

判 治 泰 蔵

1960年代になり、オフィス従業員の急増お

よび、オフィススペースの建設コストの上昇

により、従来の、とくにヨーロ ッパに例の多か

った、固定の間仕切りで細分化されたオフィ

スが、フレキシビリティーに欠け、またワー

クグループを新設することなどの人員増に対

応不可能になった。当然建築様式上、柱、壁

の多いため、使いにくさも原因の一つであ っ

たと考えられるが、この問題を解決すべくそ

の外観の形状からオフィスランドスケープと

呼ばれるオフィスプラニングが、 ドイツのク

イックボナーチームにより提暗され、 1960年

代の後半には、アメリカにその傾向が移り、

急速に広が った。 (写真1ー1、1- 2)

このクィ ックボナーチームに端を発した、

オフィス改革の骨子は、オフィスの役割は、

情報の処理と意志、決定にあり、したがって人

の能率向上のために適切な環境条件を与え. る

こととし、その手法として、ファイリングシ

ステムの徹底によるスペースの節約、プライ

パシーを保つ可動間仕切りで構成された、機

能的なワークステーションを、仕事の流れ、ま

たその聞のコミュニケーションの度合いによ

ってレイアウトするものとしている 。そして、

このオフィスランドスケープを適用する条件

として、オープンスペースの確保、音響条件

の設定、電源その他のワイヤリ ング周アウト

レッ トのピ ッチ、ライテイング、ファニチャ

ーなどに対して、それぞれの推奨値と具体的

な方法を示唆している 。 ( 写真2一1、2- 2)

このオフィスランドスケープの思想は主と

してアメリカを経由してわが国に紹介され、

囲内の大手オフィス家具メーカーや、外資系

のメーカーなどからこの稜のシステムが、種

々発表されたが、結果的には、部分的に試み

る例はあ っても、全社的にワークステーショ

ンとして、これに取組んだ例は、ごく少なく定

着せずに終った経過がある 。この理由として、

l  欧米においては、この方式がスペースの

有効利用になりえたが、わが国においては、

逆に l 人当たりのスペースが増えること 。

2. 欧米、とくにヨーロ ッパでは、従来個室

が多か ったが、わが国では、この過程を経

ていないこと 。

3  わが国におけるオフィスワークと、欧米

におけるオフィスワークとの聞に、対向式

のレイアウトに代表される日本的集団意志
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決定主義を可とするなど、基本的に考え方

の遠いがあること 。

などが主要因として、上げられよう 。この後

オイルショ ックといっ経済的エポ ックを迎え、

省エネルギーがインターナショナルな課題に

なると、タスクアンドアンビエントライテイ

ングと呼ばれる、机上の局昔日照明を主照明と

し、全般照明を従とする照明手法が、主として

アメリカで提唱され、可動間仕切りをともな

ったオフィスランドスケープのシステムが、

省エネルギー問題に対しても、手IJ 点の多いこ

とを理由に、再度 P R され話題にな ったが、

これも現実には即さず、実現するケースは、

きわめて少なか ったといえよう 。 (写真 3)  

この時期、すなわち 1970年代なかばまでの

オフィスインテリアの動向では、オフィスの

生産性向上を、必要なものと痛感してはいる

ものの、むしろ将来の課題として残置され、

もっぱらコーンビューター技術の急速な進歩に

ともなった生産部門の効率ア ップに向けられ

ていた時期であるといえよう 。1970年代の後

半になり、いわゆるメカニカルオートメーシ

ヨンが一段落するに従い、やっと各企業は、

オフィスの生産性向上に自を向けはじめたと

いえよう 。すでに計算業務などのルーティン

ワークを機械化する試みは、徐々に実現され

つつあ ったが、いわゆるオフィスオートメー

ションという広義な解釈にたったオフィス改

革の手法は、つい枇近のことであろう 。

オフィスのオートメーション化は、いうま

でもなく、アメリカならびにわカず国において、

とくに開発の進んでいるコンビュータに、計

算、分類、整理、情報の備蓄、検索をさせ、

また通信技術とのタイア ップにより、このデ

ータを迅速に手もとに呼び、前述のクイ ックボ

ナーチームのメインテーマでもあ ったオフィ

スの本来の業務である情報の処理と意志決定

に人的労力を集約することにある 。すでにメ

ーカーである各社からオフィス用コンピュー

タならびにシステムがつぎつぎに発表、発売

され、今後オフィスはどのように変 っていく

か予断を許さないものがある 。 ( 写真 4 )  

うつ b

この器、すなわちオフィスを提供する側で

ある、われわれの設計業務にも、この影響は

顕著になるかは当然で、あり、将来予想をふま

えた対応を迫られているのが現状である。

研究機関などに代表される特殊な実例を除

いて、現在わが国において平均的オフィスの

オートメーション化は、いまだいわば、笑験

的段階であり、オフィスの中で動線の中央に

ファ ックス、コピー、セボロ ックスなどのクイ

ックサービスステーションを設置し、ワーク

スペースにワープロやオフコンが l グループ

に l 台という形で点在するという段階である

が、今後この機械の導入は急、速に進むと予想

されている 。 ( 写真5- 1、5- 2)

また、この機械化とあいま って、各企業ご

とにそれぞれ性質の異 ったワーククループが、

プロジェクトごとに新設され、また、そのサ

イクルも早くなることが十分予 illiJ される 。す

なめち、各社各グループごとに独自の新しい

業務形態が生まれ、従来の対向式、学校式の

レイアウトは自然、消滅し、可動間仕切りをと

もな ったワークステーション、あるいはま っ

たく新しいワークステーションがこれに替っ

てくるものと考えられる 。 ( 写真 6 )  

すでにホプライベートデスク砂を撤廃し、

会議用の大テーブj レを共用デスクとしたレイ

アウトなども現われている 。 したがってワー

クステーションを構成するファニチャーも、

フレキシビリティーに富んだものが必要とな

ろう 。 また、このワークステーションが、業

務の流れ主体に定形化されずにレイアウトさ

れ、しかも移動などがひんぱんに行われる場

合、電源などのワイヤリングの処理方法、お

よび C R T をともなうこれらワークステーシ

ョンのライティングの手法、また、機器より

生ずる熱など設備的に解決すべき多くの問題

をかかえている 。 ( 写真7ー1、7- 2)

オフィスの環境を考えるとき、わが国にお

いてややおろそかにされているのが騒音対策

である 。これは、わが国においてはタイプラ

イターの使用が少ないため、今日までその必

要がなか ったといえばそれまでであるが、今

後プリンターなどから生じる騒音の対策が不

可欠になろう 。

わが国におけるオフィスの一般的仕様は、

P タイルの床、プラスターボードの壁、岩綿

吸音板の天井と相場が決まっていたが、この

オフィスオートメーションにともない、床の

カーペ ッ ト、吸音、遮音両用の可動間仕切り、

吸音率の高い天井板などの選択が、その状況

に合わせて、計画されねばならなくなる。

( 写真8ー1、8- 2) そしてこれらの対策は、



写真1ー1 オフィススペース ( 改装前) 家具の配置(己主義前) . 具の配置( 改装後)

写真5ー1 O A オフィス( 日本)

写真8- 1 吸遮音のパヰル、カ ーベ ッ ト 写真8- 2 天井に騒音パ ッフルを取付けている 写真 9 グリーン在大阻にとりいれた庭と事務スペース

新設のオフィスにとどまらず、既設のビルへ 発生しはじめている 。エルゴノミ ックス( ギ 取り入れた中庭のあるオフィスビルや、レス

の対応も十分考える必要があろう。以上のご リシャ語で「人間工学J) という言葉が、この トルーム、アスレチ ックルームの設置例など、

とく、オフィスのオートメーション化、すな オフィスオートメーションに対し、並行語と

わち、人が主体であったオフィスに機械が導 なっている 。機器を扱うのは人間であり、使

入され、人と機械が同居することになるのに い易い機器を製作し、ワークステーションを

ともない、従来のオフィスインテリアに対し、 組むことなど、機能上の充足並びに対応と同

必然的になんらかの手を加えざるをえなくな 時にオフィスワーカーの労働環境を整備するの

オートメーション化にともない新しいスペー

スの実例もある。地価の高いわが国において

は、大規模なこの種のスペースは無理であろ

うが、レストルームや、オフィスに可能な限

りグリーンを取り入れるなど、オフィスオー

る。 また、この機械化にともなって、視力の が、今後、より重要なテーマとなろう。 ( 写真 9 )  トメーションを契機に、オフィス環境を改め

減退などオフィスワーカーに新しい職業病も アメリカの例では、グリーンをふんだんに て見直す時期がきたと考えたい。

(1; 1んじ たいぞう安井建築設計事務所東京事務所インテリア部長)
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- 名論 4

オフィス家具の今日

入 江 浩 ・ 石 井 龍 彦

オ フ ィ ス へ の 投 資

最近、オフィス形態がいちじるしく変 った例をいくつも見ること

ができるようにな った。およそ 30年ほど前に、日本にスチール製事

務用家具が登場し、昭和40年代に驚異的な普及を見せて今日に至 っ

ている 。おそらく 100 % とい ってよいオフィスがスチール製の備品

を採用している 。それまでの家具は木製品が主流であり、スチール

化はオフィス形態変化のひとつの節目である 。 しかし、その変化は

家具の機能性の向上、低価格化、 J I S 規格による寸法の統一と性能

の安定化などによるもので 『道具の変化j ということができる 。い

ま起こりつつある第二次の変化は 『環境の変化』である 。環境をつ

くることは、これまでは美観からくる快適さに重きが置かれ、とく

にオフィスでは役員室や接客ス ペース、玄関などにすばらしいもの

がみられた 。新しい環境づくりは、オフィスでも っとも重要で・あり、

身近かな働〈スペースへの取組みである 。

日本に限らず、昭和40年代後半の高度経済成長期には企業利潤の

追求は、ものをできるだけ生産して売るものをつくることであり、

また造れば売れた時代であ った。そのため、企業の大部分は、製造

部門への投資に集中してきた 。 もちろん、オフィスへの投資はこの

問、皆無ではなく、大型コンビュータの導入による事務の合理化を

はか つてきた 。 しかし、その投資の額は製造部門の10% にも満たず、

従 ってその生産性は、製造が約 2 倍にな ったのに対して、 5 % も向

上しないという状態であ った。

昭和40年代後半に突如として襲った石油ショ ックは、これまでの

経済情況を低成長に一変させ、売るものを作るから、売れるものは

何かを 『考える j を必然化させることとな った。その 『考える場j

としてオフィスが注目されたのである 。オフィスが 『考える場j で

あることは誰にでもわか っていることでありながら、実際には、情

報の生産と処理、販売活動がその大部分であり、創造的な部門は特

殊部隊であ った。

、考える場砂すなわちオフィスへの投資は、オフィスを活性化さ

せ、オフィスそのものを生産性の高い部門に変革させようというこ

とである 。 そのために、あらゆる面からオフィス見直しが行われ始

めた 。ある企業によれば、オフィスの生産性向上のための方策は 30

項目以上にのぼると指摘されている 。その内容は、紙や文具の節減

といっ 0 からマイナスへの方向から創造的社員の育成とい った Oか

らプラスへの方向など、さまざまな要素があり、利根lの高いオフィ

スづくりをするための策が検討されている 。その中でも、新しい分
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写真 1 新 しいオフィ ス形態

野として注目を浴びているのが O A とオフィス環境の整備である 。

O Aは、まさに時代の進歩がっくりあげた寵子でありエレクトロ

ニクス、通信そしてシステムの高度な発達が統合され、オフィスの

生産性向上の強力な手段とされている 。 ちなみに O Aによ って、オ

フィスの生産性は 4 - 5 % は向上すると算出されており、とくに、

オフィス全体の55%程度を占める定型的業務部門では 10% 以上の効

率化がはかられるといわれる 。

一方、オフィスコストの85%が人件費に関係し、 10% が建物や設

備であり、 1 % にも満たない家具への投資を増加させて、家具によ

る働〈環境を向上させ、創造的 ( 非定型 ) 業務への脱皮をはかり効

率化をはかろうとする動きがある 。

このふたつは互いに絡み合いながら、オフィスへの投資に台頭し

ているのである 。

O A と快適環境

チャップ リンのモダンタイムスは工場の機械を風車IJ したものであ

ったが、今度はオフィスてそれが再現されようとしている 。O Aは業

務の機械化であり、オフィスの現場に入 ってきて今まで人聞のして

いた仕事を奪ってしまう 。本来、人聞はそのサポートをうけて、思

考業務を担当すべきであるのに、機械の歯車にな ってしまう 。その

原因を探れば、創造性を発海できる環境ができていないということ



であ った。

欧米では、早くから人間lのための創造的環境が科学的に解明され

実現されていた 。 日本では、ねずみ族にふさわしいグレー一色の環

境の中で、仕事中は山ほど約まれた ， ｾＺｗ にＡＧ｛もｩｌ、帰宅時にはＮ｜ｩ Ｍ ｾｏ［Ｚ

に書類を片づけて 、仇の上はさっぱりときれいにな ってしまう 。 そ

れで物足りなくて、正月休み前には一斉大削除と題して、まるで新

しいビルに' ) 1越したか のよっに美しいオフィスにし 、満足そ うに休

11践に向 って州 ってゆく 。これまでマ〉オフィスは、人のいないときに i快

適55撹がつくられ、人 11リの働いているときはどうしようもなく不快

環境とな って いたのである 。それでも、世界のト ップ クラスの経済大

大同をつくりあげたという円負は、この不快環境になんの抵抗も抱

かなか ったのである 。

ｏａ によ っ て、今まで人間 ｬ がよ って たか ってして いた仕 Ｇｊｾ がいと

も簡単に機械化され、余 ってきた時間を忠巧業務に f辰り当てる 。ふ

と巧えてみると、こんな段段で人が、いい知1.I J. i: が浮かぶはずはない。

もっとI:k: i直なオフイスカ《必袋だということにな った。皮肉なことに、

創造的な仕・J i . をしはじめた人 IHJ の巧えた- l o t 初の思々 は、おIm[i (j なオ

フィス環境に主主備することであ ったといえる 。

写真 2 一般オフィスとプラニング，， ｾ ［ネルによる ｏａ ステーションと 、 プラニングタイル

( 床配線対応 力ーペ y ト)

オ フ ィ ス 家 具 が 変 っ て き た

日本のオフ ィスがにわかにオフィス I11境に | 刻心を高めるよ うにな

ったのは、 1::1 4王独得の現象と先に. i &. べたが、' j ' ; - : : A、欧米のオフィス

においては、しごく当然のこととして、快. i A i オフィスがつくられて

きた 。

世界の故大といわれる米国のオフィス家 JL メーカ一、スチールケ

ース祉が日本に上陸してきたのはもう 10年も前のことである 。そ れ

までには、ハーマンミラー、ノルとい ったオフ ィス 家具メーカーが

日本に進出していたのだが、それらはひとつひとつの家具ーが、じつ

に優れたデザインをもち、専門家の聞で好評をも って受け入れられ

ている 。 しかし、スチールケース社が長Ellr"r したのは、例々の家よ4の

デザインもさることながら 、{ 走れたオフィス環境づくりであ った。

ごく枇近、同社の副社長が米日し、各誌紙にその記事がＭｴｾｽ・ｼ車され

ている| 刈干与を見ると、今もって、オフィス環境こそが効率的なオフ

ィスをつくり、そのもっとも基本となるのが家具であると述べてい

る。 この- iI したポリシーはすばらしいものがあるが、そこには、

家庭における快適性とは呉質な、生産性を li' l上させるための働〈環

境づくりをする高度な論理をもっ家具を提供しているからにはかな

らない。

このような傾向は、スチールケース社に| 彼らず、欧米の有力な家

具メーカーが少なからずもつ忠忽であり、またそれを専門家はもち

ろん、企業のトップの人々に兵脅IJに受け入れ られてきた。そこに、

日本のオフィスと欧米のオフィスの快適環境に| 期する概念が大きく

ｾＭｲＮＮＮＮＺＺＺＭ

写真 3 O A機器と最新の家具が組み合わされた

述 っている原因が比出される 。 そして、その考えは、 O A を契機と

して、日本でも見直しきれはじめ、たんに、欧米はゆ ったりしたス

ペースがとれるから 、あるいは日本と欧米では業務形態が違うから、

た、環境への投資は二の次だとい った考えに変化が比えはじめた 。

こうしたニーズに応えるかのごとく、日本のオフィス家具業界が

ようやく環境っくりの家具を揃 って生産、販売するようになってき

たのである。

いま、ようやくオフィス家具は変りつつある 。

オフ ィス 家 具 は ど う 変 っ た か

これまでのオフィス家具は、低コスト、耐久性、 f! J 2 利さが求めら

れてきた 。なんとい っても安価 なことは、スチール製オフィス家具の

h立大のセールスポイントであり、大誌に規格型製品を生産すること

によ って 、こ の平IJli. は維持されてきた。多少、デザインが惑かろう

が 、機能性に欠けようが、あるいは快適性に乏しくても 、ともかく

安いということで、あ っという聞にそれまでの木製家具を駆遂し、

スチール製家具が普及してきた。これは これで、オフ ィス家具の歴

史の中でのエポ ック となるであろう 。

たいていのオフィスは、執務用のデスク 、座るためのチェア、収

納するためのキ ャビネッ トが主流であり、各分野の専門メーカーが

生産ラインを諮1Jiil して大詰にf 3 J < * 合してきた 。デスクは、どのような

仕 'J'; の内容であろうと、右側に 3 段または 4 段のヒキダシがあり、ト

ンフ( 天板 ) は事務処理の多少にかかわらず、一般社民はこれと決

められた統ーされた大きさであり、しかも、その大きさはあらかじ

め限られたオフィススペースの中にはいるか、はいらないかで決定

されてきた 。 カラーはグレー、やや明るくなってアイポリーとこれ

も相場が決ま っている 。

チェアは、座れれば‘ 良いのであ って 、座り心地は 二の次。被れれ

ばI_，jさったままで体を延ばす体操が IIf 能。燥地はビニール必 1) 。不幸

なことに、角は‘ っ たテスクの ｾｉｉｊ 日 ＱＱ ( キャビネ ット) に11) 日、こつん

こつんとあてては破れてくるという代物。 しかし、コストだけはめ

っぽう 安い。

，IHrl は収納できればよいという保1¥; 1! li 0 しっか りとお国がえQ. 絡を

定めていて、中にはいる占矧がどんな大きさであろうと外箱は| 司じ

だから、デ ンドスベースができても それは諦める以外になし、。少し

1' ，':jJ 1 r になれは¥ファイリングシステムが係用され、紙の Jてきさに作

ったノ〈ーチカ/ レキ ャビネ y 卜が )-IJ 立されているが、こ i l らは寸法カぐ

まちまちで統一YI二に欠ける。

しかし、安価であることでこれらの不便は耐え忍んで任及してき

た。 このような状況であ ったオフィス家具に、快適性を求めること

はとうてい困難であり、当然のことながら、快適性をつくり出す専門
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家たち、つまりインテリアデザイナーからは比政されていた 。

ところで、オフィス環岐のためにテザイナーたちがそのl胞の凡せ

どころとなっていたのが社長室をはじめとする役只室まわりである 。

利益追求の原動力である 一般社員には机と術イーと :CI ｾ Ｚ知収納庫を与え

ておけば仕事はやってくれる 。 しかし、役員はクリエイティ7 " 7 ; . イ士

引をするからいい球続でなくてはならないとい うわけで 、周阿か ら

遮断された f[日宅の '1] で、連築内装のデザインと、家」」Lがコーテ イネ

イ卜され、快適性が迫求されてきた 。

この巧えが、そのまま一般のオフィスに持ち込まれたのが最近の

変化である 。欧米でのオフィスに、創造的業務をするための例宅あ

るいは小部屋が多くつくられ、プライベートオフィスと呼ばれてい

る。プライベートオフィスは微かに快適な空間を与え、思々には i此

i盛ではあるが、 - ) j では仕 'れの変化、組織の変化、社只の W/}JII など

にはま ったく制! i J : ! i がきかない 。同H寺に、他の人やクループとのコミ

ュニケーションを遮断されてしまうといった欠 点も多くあ った。

1970年代に、凶ドイツのクイ ックボナーチームが発表したコミュ

ニケーンヨンとプライパシーを中心としたオフィスづくりは、欧米

のオフィスを一変させたことはあまりに有名である 。 ここに登場し

た新しい家具が、ローパーティションである 。 ローパーティション

の出現は、まさにオフィスインテリアデザインにスポ ッ トをあてる

泌! となってゆくのである 。

ロー パーティション本米の役; 判りは、社長のおIJ At lJ を高めるため

に周囲と隔離し、集中力を高めると同 H寺に、完全な周| 剖との j担; 断で

はなく、必要に応じたコミュニケーションができることにある 。従

来のノ ぞーティションがクループとグループのJ : ¥J を仕切るものであ っ

たり、完全な隔離を要する部分 、WIJ えば先述の役u宅のほかに、更

衣室、応接室、合 ｉｔｬｬｾ とＧにｻ変われていた 。 つまり、たぶんに公共 ＧＱ 性、

共向性のあるスペースづくりが役得IJ であり、しかも回定化されたも

のであった 。 その点、ローパーティションは ｦｬｾＱ 人のための仕切り機

能であり、周囲の変化に対応できるフレキシビリテ ィをもっ家 H で

ある 。

こうして、彼近のオフィスに必要な家具として、「書く」、「座る」、

「収める」に} J f 1 えて「間仕切る j が: i fj .J 1I I されたのである 。

さて、間仕切るは本来の機能に新しい要素がつけ白11わることにな

った。その第 l は、デスクを m点とした高さ ( 約70センチ) から_ I ' ，

に延びたことである 。平而的なオフ ィスが立体化されたのである。

今まで、はるか彼 )j まで見透すことのできたオフィスに税貯をi A ぎ

る低い壁が林立することになる 。平副かー立体に泣き瞥ることは、快

適なカラー化が可能にな ったということである。

第 2 に、せ っかく、立体化されたのだから、立体宅! 日l をうまく利

用することが得策である 。収納部分を績の. ] ) . よがりから縦への. ] ) . よがり

に変化し、宙に吊られた家具が出現してきた 。

第 3 に騒音がカ ッ トしやすくるり、 l停かなオフィス環境がflj られ

る。 とくに l汲背率の高いパネルが必要になってくる 。

そして最後にシステム化である 。 これまでのオフィス家具は 、そ

の寸法がまちまちでつくられていた 。 ローパーティションは例人を

故小単位とした新しい家具であるため、テスクと組合せ、収納家H

と組合せて使われるために、寸法モジュールを定めなければならな

い。 11/ はテスクやキ ャビネッ トのあらゆる組作せに対応でき、内さ

は、プライパシーとコミュニケーションの訟を調持すＮるための立 ｉｾ￧

ある寸法に揃える必要がある 。WIJ えは¥ ①ハイプライパシーである

より周囲と逃蔽された高さ= 1800mm以上、 ②スタンナイングプライ

パシーとして立てば周囲をのぞきょよることができるが、プライパシ

ーを 重視した高さ = 1400- 1500mmf ，l度、 ③シーテイングプライパシ
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写真 4 ローパ ーティ ション の出現がオフィスの景観 を一変 させた

ーは座っていれば、ほかから 比えないが、立つとオフィス全体が見

透すことのできるコミ ュニケーションを豆枕する向さ = l l OOl l l m -

1300ml l l f' J度、 ④ミニプライパシーはオフィス全体に巡るものはほと

んどなく、デスク I( IIが隠れるめu支の lfJJj さ = 900 - 1000mmなど、ノマネ

ルの r'I:J さに合わせて収納家具も摘えられ、かつあらゆる一刀剣サイス

が|百l じj てきさの符l体の rl' に終息! される 。

奥行は、キャビネ ッ トも{ 反省; ｉｔｬｾもロ ｹ カーも同じに揃えてしまい

互いに私lf干せてよ1 t べても迎和感がなし、 。 モジュールの統ーは大変む

ずかしい作業である 。

このように、ｾ近のオフィス家具は、ローパーティションの出現

により、立体化、カラーの多機化、，' i J ，十1*¥性の li'JJ 二、システム化が促

進されることになり、オフィス j形態が変 って きた故大の原| 正| である 。

今 日 の オ フ ィ ス 家 具

システムイじされた家ｾｾ (シ ステム寄りu は、 jij.: ヰとでは常識となり

オフィス効率 liIJ _c.( こ大 きく μ 献することになったが 、日本のオフィ

スでは巡々として ilfi'&しなか った。 その l瓜Ikl として次のように与え

られる 。

1  システム家よりま，Ｇ Ｚ ｾＩ立ーな技術で Ｏ Ｇ Ｑ 三 ＱＱｬ Ｆ された家共であるため 、コス

トが ｲｾ :1し、こと 。

2  : ; 引先形態がグループ ijlf立のため、 fII il 人イIlil 人のプライパシーやコ

ミュニケーションに対する l品l心が{ 氏いこと 。

3 .  'Jqr，の効率化や合J l li 化により、十分にオ フィスの生産性向上が

ｩ 主Ａえされてい て、Ｇｬｊ ｾｪｩｬｩｉ｟［［Ｇｩ 岐を必裂としなかったこと。



4  フロア IJij .h'l が絶対的に炊 く、広いスペースをとるシステム家 H

を採用したが ったこと 。

他にもさまざま巧ーえられるが、主にはこんなことであろうと忠わ

tLる 。

O Aがシステム家具の普及に口火を切 った。

l  機械を操作する人に柴 rl' 心が必要である 。。

2  機械を媒作することは疲労を伴うので、快適な家具が必裂とな

った。

3  機械から発する騒音、とくにプリンターやファクシミリからく

るTT を速断する必要ができた 。

4  ディスプレイを} ょっつけると目が疲れてくる 。あるいは、スク

リーンに照明が l決り込んできて 見に くくなり日が疲れる 。

5 . アウトプ y トされた資料を見ながら仕 目Jcをするので、 jよいデス

クト ップが必要である 。

6 . 機械が入ってくるが、社長をカ ッ トできないのでその分、多く

のスペースが必姿となり、省スペースを，11ーらねば主らなくな った。

7  機械のための屯力 m伐の. l ¥": J JII 、機械からの発熱による宅内温度

上外に対応して宅訪! の俗化による屯力消 'i '1の.trl大などに刈処する

省エネルギー。

8  もっ とも重要な事項として、定型的処思業務から機械のサポー

トによる思与業務への移行 。

9 . 機械に供給するための屯減 、機械か らでる情報を伝達する伝号

など配線が級制 ｦｾ になり、かつ床面を這いまわること 。

10 機械から防l放され、人tmが人間性を回復したり、人! 日! と人 I: [jが

フォー 7 ル、イ ンフォー 7 ルともに必要なコミュニケーションの

もてる快適む釜山l をもつこと 。

など、 ｏａ が直接にオフィスの現場に機械 ｾｦｩ を持ち込みし、これま

でコンビュータに縁のなか った人々が白ら機械を操作し、活用しな

ければならないことから、オフィスに対する概念は変化せざるを符

なくな った。

このことから、今日の家共はつぎのような条例t が満たされてるよ

うになった 。

1  . 快適環境を つくり/ l l すために、家具 ( i 休が優れたテザイ ンをも

ち、システムイヒされ 、コ ーディネイ卜されていること 。

2 . 立体空間i を徹底し て活用し 、省、ス ペースが計れること 。

3 .  0  A 機総が家具ーに設遣される場合、人が使いやすくなること、

すなわち、機械と人 IHJ が融合するための家具であること 。

4  .  fj:.bJ'; をする人の彼労が少なくなるよう、人 11I J工学的に配l色され

ていること 。

5  機器郊の配線が処思できること 。

6  オフィスのカラー化に伴い、盟高なカラーバリエーションが揃

っていること 。 または、対処できること 。 さらに、それらのカラ

ーはコーディネイトできること 。

7. 例々に逸った仕 'Jcの内容に適合する機能件ーをもつこと 。

8. 必要に応じて JI(j.1明が家具に取りつけられること。

9  駁音をシャ ッ トアウト、あるいは、低下させることができるこ

と。

10 プライバシーとコミュニケーションの泣を識経できる向さをも

つこと 。

11 寸法がモジュール化され、どのような組令せにも対応でき、ま

たっくりだすことができること 。

12 家具への投資とそれがもたらす生産性の見合うコス トと| 耐久性

をもつこと 。

13  人に対して安全であること。さらに l耐以性に秀れていること 。

家 具 の 選 択 は 専 門 家 の 領 域 で あ る

写真 E 少しで も疲労のないよ

う工夫 され、 人 間工 学

的な デザインになった

チ ェア

いま、伊| 人が使用する家共、設イiiij や機械などを組合せた基本単位

をワークステーションと H乎ばれている。つまり、ワークステーショ

ンとは、伽l人の仕事の内容に合わせてつくられる 最小の家具、設備、

機器類の組合せられた単位である 。従って、決して一つひとつの家

具がHUL して選択されるのではなく、復合化された形で社員の使用

するものが選択される 。

その ιl' に、さきに列挙した条件を満たされていなければならない。

これからのオフィスは、家具をレイアウトするのではなく、ワーク

ステーションを配置することにより形選られてゆく。そしてオフィ

ス現段はこのワークステーションの上手な選択と配置に よって決定

さt Lる 。

すぐれたデザインをもっ家具の選択、空間の立体化による j貸出、

色彩計画、空調計画、天井と家具との! 照明の調和と演出、使い勝手

の良い家具のi選択 、す っきりとした 配線と床而処理そして家具への

配線、家共による騒音の処思! と B G Mの活用、ワークステーション

の省スペースな配置、ローパーティションの採用によって見透しの

さきにくくなるオフィスの非常時の通路の確保と適切な サインシス

テムの導入、照明や空調の省エネルギー化など、専門的な分野に及

ぶことが12日にある 。

これまでのオフィスづくりが、経験や部j に頼ってなされてきた。

チェアひとつをとっても、今まで十分にやってきたのだから、座れ

ればよいという観念的なものであったのが、太』退官1¥を圧迫すること

は血液の流れを悪くし疲れる原因であるとして座面が水平より下方

に傾斜する前傾姿勢をとるようになり、あるいは前方にスライドし

たり、ひとりひとりが異なる座姿勢に合わせて背もたれが任意の位

置で同定できる、あるいは、? ? もたれをしっかりと支えてくれるラ

ンパサポート形状であったり、背の高さに合わせてテスクにフィッ

卜する座 I国高さを簡単に任意に調節できる機械がついた りし、科学

的に究明されたものとなっている。

オフィスに生産性向上が求められる今日、快適なオフィス環境を

創造することは必須条件である。それを実現する家具が続々と登場

している 。 それを最大| 浪に活用することができるのは建物と家具が

共存し環境づくりをすることを熟知している専門家たち、すなわち

インテリアテザイナーである。これまで、一般オフィス部分の家具

に入り込む余地がない灰色( グレー) のオフィスから、快適なイン

テリア環境を実現させうる条件をもつことが今日の家具として変化

した 。

これからのオフィスは、専門家の手によって、個性的で・かつ科学

的な快適環境の執務笠附がっくりだされることこそ重要な課題であ

り、今日の家具がその事!I: 越j を解決してくれる。

( いりえ ひろし コクヨ設計部音11長代旦ll )

(  ｾ、しい たつひこ くろがね工作所オフィス創造研究所主任研究只 )
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. 各論 5

OA機器からみたオフィス

平 沢 逸 ・ 江 崎 哲

1  . オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン ・ コ ン セ プ ト

80年代の企業ト ッ7 ・の}I)( i1! .  ，1，¥テー7 は、 「人の irii'lt 化」だと いわ

れている 。 いままでは 一次産業 、二次産業という 1: 主席j が主で I 'J'; 

務 j が従の産業が中心であ ったが 、これからは I 'l'; .務J ( 的報と H与

H1J ) が主となる三次産業 、pq次産業のウ ェイトがT i ' :IJII してくる 。 そ

こでは、 「人の i泊百引'1性|

〈るとバ巧写. えら jれ'l る。 ファクトリーオートメーションと呼ばれる 1' 1".

産の合理化J は、 ここ10年間lで9 0 %もli 'JJ ょしたが、 I 'J'; 坊の令乏rr 化 j

は 4 % li'J 上したに過ぎず、これからは 「人の ifiYI二化 j と「組織の介

理 化」を 1' 1' 心 とした「 ・F務 の 介 理 化j ヵ、急務であるとされている 。

その与えにそって査場してきたのが 、オフィスオートメーション( 以

下 o A ) というれ比念である 。

OA を一言で定義づければ「日祁オフィスてー行われている J H( 作

業をコンビューターを始めいろいろな機総の力を併り、 J'JJii ! J 化ある

いは J IU伝的に能率をあげるためのシステム 」と いうことになる 。一 般

的に OA といわれると、ハードウェアとソフトウェアの 2面が強制

されがちであるが 、回 線となる「人の活性化j を考えると、ヒューマ

ンウェアという慨念を何fc 立させなけt L ば成り立たな L 、。 そこでわれ

われがこれらの概念の似説のもとにまとめた OAのコ ンセプ卜が 、

C  R  E  A  T  E  .  H  U  M A  N  (  tilJ;.;)[ '¥'1人1:11を竹る人 IMj 主 体のシステム)

と、 P R E S T ' OF F I C E ( 迅速で効率的な高? と j主芯ぶ決定の

できるシステム) である 。 ( 図 1 参照)

2  オ フ ィ ス で の 行 為 と ゾ ー ン 概 念

OA を、よりヒュー 7 ンウェア的似IJ 而よりとらえるためにオフィ

スでの人の行動を tlll 出して分析してみると、 図 2 の 5 つの行為に集

約できる 。 ｴ￮ｩ ＧￆＧＩ支ｦｩＺ， Ｍ ｾＺ決定とは、ある状況におかれたときに、必要

な'li' i報を総合的に判断し、 1 つの決断を下すことであり、戦略業務

とは、企業が拡大発反していくために必裂な 、つぎつぎと fll J り山さ

れてくる創造業務のことである 。 また[ i i l定的現業業務とは、ルーチ

ン業務とよばれるものを '1"心とした、企業活動そのものをささえる

企 業訓 ｩ 持業務である 。 これ以外に按終業務や生 ｾｕ ド ｪ 欲 ［ ｊ ＨＺ ( 食事や1; 11

1史) と 、リフレ ッシュと いうような生活行動がオフ ィスでの行為で

ある 。 その他とくに日本では「会談J が主要な要ぶとな っているが、

それぞれの業務範囲の '1' に含めた 。

これら の行為( 業務) は者J 面リアルタイムで俄illi したり複数の行

為と同時進行している 。 ただしその験的や能力によ ってそれぞれの

行為のウェイトが述 っている 。 ( 図 3 参照) 例えば企業の卜 y プ

7 ネージ ャーは経営戦略や新製 品開発、 l以売計画なとに| 主lする立ぷ

決定を行なう仕事ヵ、多く、人Ｇｪ｜Ｚ書 ｉ ｉ｛Ｂ ｊ や総旦 ｉｾ 古 Ｑ ＱＱＢ Ｑ は企業 ｾｍｾ ｲＮ ｦ 業務のウ

ェイトカザ:)いと J5- えられる 。 またー ) j 業務遂行にあた ってはそれに
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j迎血し fた:':f.域;出iJ涜』克l を[屯]i:守お杉祝1しなけ jれLtばま〈なL らない 例えは

は 、 ｬ 人で思 Ｉｪ ーする ｉｫ Ｇ ｩＧｉ Ｚ｜ｊ が以〈問 ｉ ｈｉ の ｊＱＳＱＱＱＡ［ を ＧＲ けにくい Ｇｾｾ ｉ ｉ｜ ｊ が必裂

だと考えられる 。 そのためには机に li' Jえば i 人l 人は ，'，分の乍 li ¥j ( あ

るf"! 伎の閉鎖官IliJ ) がえられ、それらの γ;: II¥Jの桜/ ，( となる例所に {[Ii[

人同心のコミュニケーンヨンのとれるアルコーブ乍[ i 日のある環境が

ｾ［Ｈ ［直だと ＮＧｴ ｬ ， われる 。 また総務部門などは ｻ ｉ ｉ［ｉ 人の ＡよＡ 、巧フ［Ｇｩ｛ｩ ｜ｊ より全体の

業務推ｪＮｦｦｩ ［ｉｊ Ｈｩ比が把 ｪ ｽｪｾできるオープンな雫 ｛ｩ ｜ｊ が越していると思われる 。

このような Ｉｪ えに ｊ ，ｾ づき業務とを ｉｬｬｊ とを結び。つ ｬｴ 、ゾーン概念とし

てまとめたのが 図 4 である 。 ビジネス宅 Il¥J にあ っても「人が fj :むJ

という生 ｩ ［ｲ ｩｚ［ｾｉＺ｜ ｊ 内 の，短 ｬ＼ＺＪｊ ｪ Ｈ 卜 Ｎて‘ Ｉｪ え 、 家庭令｛ｩ ｜ｊ とヒジネスＧｾ［Ｚ [ i りのキ11

hl 主j係の 位 "引、J'けをあらわしたもので、これはあくまでソーンのfl 旺

念図であリ、l l ¥築物の‘ !とげ11 際! とは立 l味がi主う。

まずディシジョンゾーンは、 トッフマネージメントとして企業椛

営にかかわるすべてを決定するソーンで、その高密度意志決定をサ

ポートするのに必要な社内 ・外のあらゆる質の高い 情報 が把慢でき 、

それらの↑ 11; 幸fl に JJ i づきシミュレートできる OA機器の導入が必嬰と

される 。 このゾーンは図であらわしているとおり前純作を要求され

る空間であり、ここで使用される OA機総は設備や什総に組込まれ

必要 11.')' にのみ刈応 できるものとする 。 クリエーションゾーンは 、 'J ';

Ｓ 長拡大 ｦｩＭ ｉ ・ ｾＢｩ 、新鋭商 品開 発や ｬ 以先促進計阿などの業務が行われるゾ

ンで、ここには刈話可l ファク y ミリ、インテリジェントコピアの

ような秘主コミュニケーションがとれる OA機器や、 n分の生産し

た'hHrI を' ) アルタイムに入力できる OA機器の導入が比込まれる 。

ここでの OA機株は創造はしないまでも、機械が! ぷじ、ドIJ断し、行

動する「フA レイン」の一 部まで代行できる機能を要する 。 ワーキン

グゾーンは、企業全体がPJri' lに活動できるようにサポートする業務、

つまり人 'JcやW: eI ! . などの企業品H持業務が会1F千的に行なわれるゾーン

である 。 ここでは企業中ＱＱＧＱＮＱに必要ーな的械の将担、 ｻ 九ｾｾ｜、検会などが

迅速にわなえる O A機械が将人される 。比較的 O A機 慌 が!Hi 繁に使

用さt L 、作業空間のメイ ンに設置されていることカ、多し、。レセプシ

ヨンゾーンは 、企業の受付やロビーを合むゾーンで 、外部社会と の

岐点であリ、その企業のイメージがタイレクトに表祝されるゾーン

でもある 。

ここに導入される OA機持は、 H: 芯. の II.¥' 点で の社|人lの彼符状況の

全貌が把 ｪＩｩｾ で、きるターミナル機で、作からは死角にむる位置にヒル

トインされている必要がある 。 リフレ ッシュ ソーンは、 11ーがでの 24

4長! 必やストレスをやわらげ 日itilli 五をリフレ ッシュさせてあらたな英

知を韮わさせるゾーンである 。 I くつろぐ」イメージよりむしろ「さ

わやか」なイメージの }j が良〈 、パ ソククラ ウンドミュージ ックが聴

けたり、 Mの多い内庭で '11王L 、五s動ができるとい ったスヘースである 。

とくに O A機器が本伯作J に導入されると、オペレーターは 1 1l.'J'l HH助
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↑Ａけ ｾｩ の保存や ｬｫＧ ｉ Ｇ Ｇ￬ｾ ・ 里 ＱＱ による効率化

'，[1 [  化 n動化による符エネ ルギー

' ;l1( 化による小引 ・1! 1::，11ヒによる省スペース

1I.'i/i :1のイI 企)J 化及び的報処里11の|凡1;;: 限化

7 ルチワ - 7組織形式による t丹ド1: 化

PRE S T O オフィス

現イi の「人 T J の'1'心の出 i l たオフィス作業 ( ↑! ? 報の生iif .  }jl にlこ) を々えると、 OA

は迅 j Aで似Jヰ;(I(j なr(:j ｾ＠ff ，: }!t ＮｾむよＺ決定のできる ｹ ステムでないといけない 。

コンセプ卜オフ ィスを取り巻 〈環境

図ー 1 オフィス・オ ート メーション・コンセプトマ ップ

くと ll Ii 1民20分間は休む必要ヵ、あるといわれているし、デシジョンや

クリエイティブな業務にたずさわる人も、思巧のリニューアルやリ

フレ ッシュは必裂である 。 マシンゾーンは、宅aJ l. j 設備やエレベータ

ー設 ＱＱｩｩｩ 、それをｦＡ， ｬｪｪ ，ｪ［ｪＱする機総カ、ぷ ｩｩＯｬｾ されているゾーンで常川の大部

分をｽ， Ｚｉ 刊の機 ｒｾ ヵ、， Ｑ［ めている

3  . レ ベ ル 概 念 と ラ イ フ モ ジ ュ ー ル 概 念

以上のゾーン慨念をさらに立体的なシステムとしてコーディネー

ンヨンを行い、 「人」と「物J のrYoI係 としてとらえたのがレベル概

念とライフモジュール概念である 。

レベル概念は、生活宅 11¥1を柿成するエレメントを機株の似 j 日目( i (J

や機能の観点からシステム的に位 ;i'eづけ、スペースレベルからパー

ソナルレベルまでの 4 つのレベルでとらえた概念である 。 ( 図 5 参

照) スペースレベルは 、天井、床、 l伐のカラーや材伐に対する巧-

ｚ そのことで処ぎた桃造物と Ｔ ｉ ￵ｾＺ［｜ にｼ品 ｝ ｪ 阜の深いものである 。 エクィプメ

ントレベルは、ハ ッケージエアコン、コンビュータ一本体なとのア

イテムに代ぶされる、 - J 支ititi 丘するとあまり動かさないものをさす。

トウールレベルは 小 111! ファクシミリやコンピューターのターミナル

などのアイテムで、机 |ーに ti! れ、た 1) ':i 川内に世いたりするが必要に

応じて移動できる機器である 。 ハーソナルレベルは n分 のごく周辺

で使用される機総で、定市やポケ ントコンビューターがこのレベル

のアイテムに 相 当する 。

スペースレベルの機協は 1 NI C や j 1  S の)，H' モジュールと衝接

なｼ品 ｬ 係を持ち、 ｾｉｂｪ のｲｊＧでは機器としてＱＧＱしよ主似するのではなく、

モジュラーコーディネー卜され、人の ｈ に ｊｉｾ びこんでこない色、 ｪ 杉

f本カ、望ましい 。 トウールレベルの機i誌は人と J}fi 繁にかかわり、また

直接的に操作されることが多〈、モジュールとしては人間工学の存

え万を入れているが、それも散大公約数的モジュールではなく、側

人に令わせられるフレキシブルモジュールが係用されている万が望

ましし、 。色 . J例本は使用している例人だけでなく周凶の人に対して

もー1・分な巧1伝がなされているオールラウンドビューデザインである

必要がある 。 また11同人のすぐ近くで使用されることが多いので 、騒

図 2 オフィスでの行為

7 シジョン

ゾーン

図
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前ニや政熱に I¥¥J しでも卜分配l台、されるべき機1 * である 。 ハーソナルレ

ベルの機日誌は完全に1 I I il 人の身のまわリでNi 川されるので、 JJJLに ふ れ

ることを ＺｇＺ ， ｾￎｗ し、 ｍ 、向、ｾＡｬＮｲ［Ｉｪｊ｛，熱は卜分内己 ｕＶＺ さ ｪ している必裂カ、ある 。

色、 ｪ 杉 ｷ は ＱＱ 占ｼを主 Ｇｊｬｾ している ＱＱ 叶ｉＧ ｈｉ ワなもので良〈、オフィス Ｇｊｾｉｉ｜ｪ で

の11hl' It 化 、 また開局アクセントとなる物でも' 1 : け人れられる 。

ライフモジ ュー ル 概 念 は 、 人 の1i- 1i 1J する1I. ) 'Il ¥J ( 作 業 安 勢 ) によ っ

て 機 総 の 操 作'1' 1 、土決勾tl'l: を)'j' J.，Jj:し、 1立ifi がさL、化することに対応しよ

うとする慨念である 。 jijlJ えは、コンヒ ュー タ ー の タ ー ミ ナ ル を 操 作 す

るＮｲ ｾｪ イト、 ｬ ぶからキーボードのファーストキーまでの品 目 ［ｪ さはデスクと

同じ 700 mmが一 番操作しゐい、とされており、このときのオへレータ

ー の 11 の山さは‘ 1<均 1150mmである 。 この「口l の品ρ山:1 さカか、ら C R T を』凡よる

j場必イ令干 1日5. -寸千卜、)j'カがf もつ と も|リ| の4彼皮労が少な< ( i門If可1i 二i泊i泊自針十悦兄d線j出:jU，、 1虫拘無H照l民!f;.I'!J!.な< 111以}民L  

E球ドの動 q 抱削ω|ド川j件川t-Iはこの千持干Uj辿岨悦t線j車i の l  

ナルの」ぷミぺボ"郎(日“|目iはこの範| 仰問R別11い内人付l にある，必必要がある 。 またイIlil 人差 に 刈 応 で

きるようキーボードデスクは上下調節、 C R T は角度調節が可能な

フ レ キ シ ブ ル モ ジ ュ ー ル がJ末期されている方が望ましし、 。

そしてターミナルを操作する H寺は C R T の 後 方 が チ ラ つ い て は 見

にくいため、税総をさえぎるハーティションが必婆である 。このパ ー

ティシ ョンは! 恒 って悦総をさえざる 山j さ、1450mml l i J i 去がふさわしし、 。

なお、この Iflj さは立ちょがればオフィス全体が μ iJ 立せる向さである 。

立 って阪 'Ij: 機を操作する場介、 11 の 1: :1 さは lぷから 1510mmで、作業 1": 1は

930 mmがいちばん適切である 。 この場介は阪万機の 11' ，す flf が l耳IJt Iに

1ムわ らないように f? の I:':j いノ 、ーティションが必攻ーであり、立 っておi

Jjil がさえさられるような 1830mnqi i j 後の 山 さのノ、ーテインヨンが適当

である 。 このように i l ったとき、 ' J q方1日イスに( 伝 ったとき 、ソ ファ

に! 坐 ったときの Hの I'::j さ、 斗の lfJl ｩ さを ｪ Ｑｦ ｫｾＧ｣ する点としてとらえたの

がアイライン、イヤーラインである 。 ( 図 6 :参照)

4 ， 0  A 機 器 と 環 境 と の 関 わり

代 ぷ (I(j な OA機株について、情I l ¥J との| 刻わりを巧ーえながら少し述

べてみる 。 ，Ｉ，［ｻ先のイ干ｊＺ ｬ ｪＡ化を ｪ 並める Ｇｊ｜ｾＺ 主機部として 一 般オフィスへは

M:f}J に /:11:，): ¥の JI 焼 きコヒーカリ非人された 。 'J 1き続き機械式の，Ht?: 機

に作るものとして' 心「式 I;i. ＱＭＮｲｬｬＭｴＱ 機 が 持及 し、普 通ｾｾ￭［の乾式絞万機

も急速に 11二lえしてい った。 - }j ｾｾｴ￭ 守的 ｏａ 機株としては、それまで

の 人J 刊コ ンヒュータ一政の機能をもっハーソナルコンヒューターカ‘

適切な illli 怖で開発され、 一般のオフィスへも導入できるようになリ、

日本語ワードブロセ ソサ や フ ァ ク シ ミ リ と と も に 本 桁 (I(j な oAII .'j代

を築いてきた 。 この '1' でここ 1 - 2 年 、 日 本 訴 ワ ー ド フ ロ セ γ サ の

や11び1 : . + ¥がれを抜いている 。 58年は 11ij 年 比68 ，9% .r，Y: の比込みで、 ' jq努

機 -'- 1ιJ6j のイ1] 1び' ギ12 ，9 %を). : J I I/川こ1- . 11/1 っている 。 このままで推移する

と生 j'i' (t 似で 5 ij: 後には 4500( 立IIJ 、10年 後 に は 82001立IIJ となり 、阪 'Ij

機 の78001. 0'I IJ を抜き OA機総のベスト 5 に人ると( - iWI される 。

このように 1-1本訴ワ ードプロセ ッサは治、iili に jJfi: / 止しているが、こ

れは OA をilli め て い く う え で l つの ';i!i 1VJi I  Iになると) ' j えられる 。 な

ぜ な ら 従 米 u本部ワードフロセ ソサは、その機能しかもたない' . I / ， JI)

杉並が1' 1' ，c. 、であ ったが、ここにボてノ、ソコンによる 11 本1iff ワートフロ

セ ッサのソフトカ、開発され、 l h で H本語ワードフロセ ソサ機能と、

ｪＨ Ｑ ｦ［ Ｇｪ オ フコンのデータＱＺｉＡＮＡＺＮｦ ｉｉＧ ，機能やｼヌ ｉｊｦ ｾ 処 則機能 をもっ ｏａ プロセ ッ

サと ＱＱ 千ばれる機器が ｻｬｾｊ 諾してきたからである 。 Ｈ写真 Ｑ )  そして

これは各部1") ゃれ: 外の↑ I'n悦セ ンターとも交じできるネ ソトワークシ

ステム機能や j出 J 機能をももちイ干わせている 。

この ｏａ フロセ ソ サのＩ， ｉ ｾ 本州成は、入力 ＧＺＧｩｬｬ としておもにオフコン

として仙川するためのキーボードやクラフィクテジタイザ一、ワー

ドフロセ y サとして使J ' I) す る た め の シ ー ト キ ー な ど が IIJ 沼、されてお
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図 - 4 ゾーン概念

図 - 6 ライフ モジュ ール概念

り、 ｩｩｩｬｴｾ 汚 ＱＱ としての ｃｐｕ 本体、 ＺＱＱ ［ＱＩ部としての ｃｒｔ ティスプレ

イで成リ立 っている 。 またノ、ードコピーのとれる II¥;l j ［ｾｉｉ としてド ッ

トフリンタ一、レーザービームプリンタ一、インクジェットカラー

イメージフリンターが用立されている 。

ド y トプリンターは多数のワイヤーでインクリボンをたたくこと

で正1 I ' i ・するプリンターであり、 24X24のド ッ トマトリ ッ クスの l 文

寸' が村'!iV にな っている 。 このプリンターの特長は伝票などで 3 - 5  

枚 の 7 ルチコヒーがとれること、( 氏ji U i 絡であること、ランニングコ

ストが安いこと 、 とんな紙にも 印， f: できることるどの長所がある反

II I i 、印 I j< 1'11"  1¥}: がす? る 。 出並行令があるなどの t' .u引がある 。 しかしワーキ

ングゾーンのような伝烈発行部門においては、今後も 主役とな って

いくであろう 。 レーザービームブリンターは、 ドラムにレーザ一光



写真 1 O Aプロセ ッサ o  A  - 8100 写真 2 ワードプロセッサ WD- 800 写真 3 パーソナルコンビューター P  C  - 5000 

ｴｩｩ て‘ ｉ ｬｩＭ き込んだ文 ＧｪＧ Ｚ を阪ザ機と同じように紙に転 ＧｉｪＺ するｊ［ｩｴ［で、 ｉｾ 7J 

j虫、記J 画質という i乏JIJr があるが、大 1¥リて'，. ｲｾＧＺ￯＠ fllli であるという制所があ

った。 しかしこれからは半導体レーザーをもちいた小引のレーザー

ビームプリンターが山現し、作純 OA機甘誌の II' ，:;J ) フリンターとして

似川される可能'1'1 が大きし、 。 インクジ ェッ トフリンタ ー は、ノズル

から微キ ＱＱＱ なインクを ｉｉｾ ばして巨 ｷｪＧ ーする刀法で、 ｩｆ 辿 ｾｩｾ に印ＧｪＧＺできる、

出印字である、フリンタ i ' I 休が小 1¥リf i: :l 1l である、さらに機械的印

千万式でないため 1! 民71・であるなどの以内? がある 。 )1止jfr ではカラーイ

ンクジエ ソトがft' Y j 品化され微妙なハーフトーンの l呼現も可能である

など小引クラフ ィッ クフリンターの主流となりつつある 。

この OA フロセ ッサは前j . f のように. i t u1パ機能やローカルネ ッ トワ

ーク対応にな っており、各フロセ ッサがケーブルで連結されている 。

これに| 以らずオフィスコンヒ ューター の ターミナルは、オンライン、

インラインて‘ 結ばれており、室内での配線ケーブルの久唱が問題に

なる 。現 在 カ ー ペ ッ トの下にひける様相のアンダーカーペ ッ トケー

ブルが開発されているが、ＮＡＮｾＴＺ的には Ｒ 重構造の床が望ましく、ケ

ーブルと同 H寺に空調ダクトも通し、 l吹出しノズルカ、任意の場所で設

置、調主主できるようにする 。 これはタスクライテインクシステムと

同じ思想に基づいており、不必要なところはっけないという考え万

である 。 また ｬ 皮熱 Ｑ Ｎ Ｑ の多い機昔話や向 ｩｬｮｾ に ｾｪｾ い半導体にも対応でき、

個人差を尊重するということで、省エネルギーのみでなくヒュー7

ンウェアの商からも必要である 。

験 ｔｔ にｼ具 ｬ しては、 ｲｩ￭ｪ ｪＮｦのようにインクジェ ｹ トプリンターなとｾＡ明

白の機株もあるが、J l J途によ ってはまだまだすべて解決されてはお

‘ ず処思 } j 法としては、その7? とJ: i . 刈の波長のi ' r をだして科学的に

717ニを ii'j す }j 法も研究されているが、! 末、天) 1 ' ( こ l以斤村を則い常国l に

おいてもハーティションなどで物ＮｦＡ ｾＨｉＨｊ 処埋め努 Ｉｊ がいる 。

C R T に l映り込む光に| 射して、 トウールレベルで1立、タスクライ

テイングシステムを ｊ 早川しているノ ＨＩ ｉ 二位の ＱＡｾ いオフィスでは問題は

少ないし、また前 ＱＱＱ Ｑ にスクリーンをｾＡ，ｉ ｩ っ て光が ＱＱ 央らないようにして

いる機器がヨーロ y ノ、などには凡うけられるが、アルファベ ッ トだ

けでなく淡' j < を使用する日本では文 j <がにじんでドIJ 読できないらど

不向き主 I(Uもある 。一般のオフィスでは必要に応じ C R T の方向や

角度を制緩する必要が今のところはある 。 パーソナルレベルの機 器

では 、表示苦11のフィルターは普通の状態では光は l決り込まないよう

に設計されているものが多い 。

日本詩文、11・作成が機能の 1 っとして車11込まれた OA フロセ ンサ で

あ る が 、- ｽｪｾ ｊｩ用機純としての口本語ワードフロセ ッ サに対するニ

ーズも強し、 。 この ｾＧｬｮｊ 機としてのワードフロセ ッ サはどんどん小引

化されていき、今では欧文Ｇｾ ( - タイフライターなみの大きさほどに

なり、 1181人ヵ、机 卜ー で附j 1j1に使えるパーソナルレベルの尚品となった 。

( 写真 2 )  入ブJ はカナ j英字変換111のへンタ y チ方式を係用、表示は

すでに屯れでは 一般的にな っている f食品ディスフレイが使用されて

いる 。 またフリンターは人のごく身近なところで使用されるこ とか

ら7干の的かな熱 E伝えj プリンタが使用されている 。 熱転写プリンタは、

熱によ って発色する感熱紙にド ッ トの発熱索イを核削! させて文字を

占 き、それを "，11;:; 凶紙に '1去りする万法である 。 このプリンクーは取扱

し、が谷劫で I:jl ' j' ・に機械的ill J ; 作を作わないため低級71ーであるなとの長

所をも っている 。 コストもさらに安くなる万 IIl J であり、今後普及引

用として ｊｾ Ｑｦ与されるプリンターである 。

このワートフロセ ッサと| 百片手一般のオフィスて付j1 j l に使えるバー

ソナルコンヒューターも技術，1
1
1.:新がいちじるしく、今では 16ヒット

C P Uの機能をもっ機器で、ポータブル'1キにとんだノ、ーソナルレベ

ルのR目'fj ，' ，71が 11'，現した 。 ( 写真 3 )  これは表示11' 11を折りたためばア

タ γ シュケース民の大きさになるカ、表示苦11 としての 640X80 フルド

y 卜の大引液品表示と、熱転写式フリンターを 1/Jli えている本格的な

コンビュータである 。

このように OA機 器におけるエレクトロニクスの技術革新は急速

な進展がみられ、その中心絞である※ L S  1  ( 集積回路) は、ます

ます高弦度化され、すでに数ミリ角に 10万イ| 古| を超える素子も 、一般

化しつつあり、 100 万ぷ f 以J にもなる超し S 1 も近い将来に登場

することが寸勺1 I I 1される 。 エレクトロニクスはその! 何度な波数制御機

能により日本の代表的な商品分野に大きな ;J 月十を及ぼし、いまやほ

とんどの機器の制御機能は屯[ ' 化されているとい っても過言ではな

い 。 またこの ｲｾＧｾ＿ とＡ立化はエレクトロニクスのみならず粘密加工技術

の進歩をも {起 し、エレクトロニクスとマイクロ加工技術をあわせた

「メカトロニクス」という新請も生み出した 。一万ユーザーである

人11:J との川に' 1 : : . じるギャ y フも必然的に大きくなるおそれがあるが、

デザインの必本的機能の l つである技術 ( っくり予 ) と人間( 使い

子 ) の lrりのコーテイネイターとしての役; 号IJ りは、このエレクト ロニ

クスによ って代表される校術革新の急速な展開に対応してより高皮

な内科を主主ボされてくることは川追いなし、 。 技術の進化をつねにヒ

ューマンサイドからチェ ックし機械の人間化、そして技術と 人! 日! の

「J b生J をなし進げ' 1i'J感 まで合めた Better envi ronment  by better 

desi gn を目十行したい 。※
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ｾＨ特技ｾ｜ ＱＰＲｾＩ＠ rインダストリアルデザイン」

y ャープ株式会社取締役総合デザイン本部本部長 板 下 前

より引 m

注 釈

• CPU (Central  Processmg  Uni l ) 中央処理装 i在。コンビ ューターの本体で主記也装置、

1¥ji 旬、制御装抗、チ ャン ネルか句なる .

• CRT  (Cal hode Ray Tube)  テレビのプラウ/ 匂ー状の表示袋町で、コンビューター内部

のデーターやオベレーション町下l似を ' iIL 11¥すのに利用する.

( ひらさわ いつ シャープ総合デザイン本部部長)

( えささあきら 問 問l主任)
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. 各論 6

OA  時イ勺における

インテリアデザイナーの職能

中 小 路 泰 久 ・ 駒 田 哲 男

な ぜ 、 い ま イ ン テ リ ア デ ザ イ ン か ?

インテリアテザインブームだといわれてひさしし、 。 新聞をひろげ

たときにドサ ッと決ちる住宅広告にみられるインテリアや、ノド屋の

!苫nI l を街Ii るインテリア雑兆や一般誌のインテリア特集にみられるご

とく、ジャーナリスティ ッ クな言両足i にはこと欠かなし、 。 またインテ

リアスクールもさかんで、専門学校や f:i=. 主企業の運営するもの存料

あり、各年代層の人々を魅きつけている 。 しかし、ほんとうにイン

テリアデザインはいま花ざかりなのであろうか。 どうも、取りあげ

られ方にそうとうな片寄りカ、あるように思われる 。

すなわちインテリアデザインの領域は、 (A) 住宅部門と (8) 非住宅部

門とに分けられるが、今日一般に取りざたされるのは圧倒的に( 刈の

住毛部門の万が多し、 。専門の雑誌とい っても囲内のものでは、 「モ

タンリピンク」誌に代表されるように、L i 二三七のインテリアを抜か っ

たものが主流であり、その他の分野のインテリアに| 刻する。h'i報は、

はなはだ之しいのが特徴てある 。 この間報の少ない }=j の( 防非住宅部

門に注目するとこの仁 ｬ Ｇ でもい Ｉｊ ［ｴ ｩｾ ｩｉ￬ テ‘サーインと Ｈ｢Ｉ 非情 ｾＱ Ｑｩテ ･ サＧインに Ｒ

分することができる 。 そしていＩ盾告 ｉ ｉ￬テザインの分野は一応 ｾ Ｇ ｩ 門誌で

は華々しく取り上げられていて、自にする機会が多し、 。 そしてこれ

はたしかに理由のあることである 。 というのは、インテリアデザイ

ナーの職能としてみると 、 ｭ 告 ｉ ｉ￬テ ｯ サＧインでは戦娘、役 ｾｉ［Ｚ 付、佐立して

いて、設計に対するフィーによ ってフロフェ ッションとして成立し

ている分野であるからだ。 Wlj えば、目! ? 古II i をだそうとする人は、なん

らかの形で J MiIi テーザイナーに{ 刷出するケースは今日一般的にな って

きている 。住宅の場介は大半は、工務的ルートであり、 ill 築家まし

て、{ 主毛専門のインテリアデザイナーに依頼するケースは村株でし

かなし、 。

さて、インテリアデザインの分野の分Ul で故後に残された、 (8)非

住宅部門の(b) 非照合I i テ同サ' インにはどのようなものがあるかというと、

こ7. ' l カヘノ、フ*リ ックとオフィスインテリアとになる 。 ノ、フリ ッ クイ

ンテリアには、県庁、r ! i 庁をはじめとする役所 、図11: 館、美術館な

どの文化施設や病院、駅合がある 。 オフィスインテリアでは全| 王| に

法人数が約70万あり、それが支出などをもつので、これの何{ 脅かの

オフィススペースがあるといえる 。 このためのインテリアデザイン

は、そこで働〈人々の数の多さと、そこで過ごされる H寺J/ ¥J の長さを

与えるとき、いうまでもなく、大きな比五ても って )j 隠されるべき

筋のものである 。非住宅百[1門の非広告IIiテ。サo イン分野とい った二重の

何定形で表わされるような消極的なものから、も っ と屯要['1: を認識

され、制緩的に取り組まれるべきものだと思われる 。

アメリカでは、この分針は、コントラクトテザイン古川町J ( 古! ? 負工

司王テザイン) という名初、で呼は' i L、インテリアデザイナーカ、多く従

事する分針となってし、る 。 そして、こうしたアメリカ的な状況一 一

インテリアテザ= インカ、普及している好ましい状況ーーに日本でも移

行する契機が訪ずれてきているのを IJJLで感ずるのである 。
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オ フ ィ ス イ ン テ リ ア に 変 革 カぐお 急 て き た

現イ1: のオフィスのインテリアデザインであるが、 tl ＭＱｾ品予約を ｬ［ＭＺ イ干

するようなイj ] ) 企業ともなると各社とも、デザインされた. 11役室を

もち、会一L のきいたエントランスホールをも っている 。 ところが、 一

般のが務主をみると、 ＱＡ｜ｾ 粋なグレーのロ ッ カーが所伏しと林立し、

さえない色のプラスチ ッ クタイルの |ゴこスチール机が純然と泣かれ

ていて、また、 ｊ､ｬｮ Ｇｦ ￎ は以 ｊ れの後光 ｾｊ がま ､ｩ［ しし、 。 この ｮ しさがま

さに現状である 。 これは、インテリアデザイナーにも立 H: の 一 端 が

ある 。f追求、オフィスのインテリアデザインではテザイン対象をエ

ントランスホールとi f j ; 役者および食立などに| 保 っていて、オフィス

の 1ド核であるはずの一般‘ " ; - i : i 5 宅はほとんと予をつけなか った。 わず

か 数% の役以のためにインテリア予鮮の大、| 土を使う、いいかえれば、

そこにデザイナーの能力の大‘ | 土を fl j'[ t i : してきたわけだ。

ところが近年、オフィスインテリアに変化のきさしがみえてきた 。

よい }JI Il Jにではなく必、いJ : i li'J にである 。 1i ;¥lkl は O A機器の' ) ' ; 務主へ

の進出の ;157平て、ある 。

' j ¥務効 P干の向 |この lui からは歓迎すべきものだが、 C R T ディスフ

レイやフリンターやファクシミリが、従米、人の ，'j めていた場所にと

っ てかわり、さまざまな寸法と ｊｦｾ と色がＧｪ｜務宅 ｾｴｂｊ に＿ｉＡ ｈｾ ，Ｇｾしはじめ

てきた 。 さらには、背がうるさか ったり、発熱でキ十か ったり、ディ

スプレイJ l lnflii の 締 j変で 1=1が彼れたり、また、 l末にはいまわる配線の

太いケーブルは人の Ji をとるという危険さえ生みだすようにな って

きた 。

オフィスインテリアをこのまま、放 ってはおけない状態にな って

きてはじめて、 「今まで、 L 、ったいだれがオフィスのインテリアにうえ

くばりをしてきたのだろうか。」との反約がようやく刃ーばえてきたと

いえる 。 われわれデザイナーは背のしないフリンターや、 11民の疲れ

ない阿 IJli を発明したりはしないが、音羽! と叫、ドInl 加と 11民とい った関

係の '1'で問題をとらえこれの被告を悦滅するというようなこと、つ

まり、人 ｬ Ｑ｜ ｪ とものとの ｼ 剥係においてｾｊＯ ｜ｉ を用いて 、 その問題を』湖摂す

ることは利立としてきたことなのである 。

前終のよ ｾＱｴ 的な ｴ 古来として、子 ｦ に対しては、 ｬ 以行村をＡ末、 ＱＺ ｪＱＧ、大

'l l二に月] い、さらに、フリースタンデインクの布貼ノぺーティションを

保用する 。 光に対しては、ティスプレＭｾ ｬｊ ￭ ｬ Ｈｊ ｩ に、天 ｪｬ ・光および外光

の反射がみえないよう、レイアウトを工夫したり、あるいは、夕ス

クライテイングとい つた:宅宅|行附f甘制;刊!の!照ll，何(l， 1叩明り別l システムi ' 山'1外体; までも 4改文イ千汗;符存する 。

このよ うな l少ド七-ι 湾思u的lド内〈リ) .  機 能 (1作的ド内〈句J な調キ終在と|防同百司JII

らの検討、立案が行えるとい った旦1!l j Iでいまインテリアデザイナー

に ｊｾｉ 待がぬＺせられるようにな っ てきたといえる 。

ア メ リ カ の シ ス テ ム

アメリカにおいてはインテリアデザイナーが多く川似し、 「建 物

はたんに ｊＮ ＮＺＧＡＧ｜ｴ こそびえたつためよりも、内丹 ＱＱ Ｇｚ ｾｬｪ 日のイ ｔｉ ｉＱ ＧｉＧＱ ーのために



こそ位てられるんこの、か つてサーリネンのーJ'; 務所で働いていた、

ワーレン ・ フラ ッ トナーの ､Ｇｾ に表わされるように、インテリアデ

ザインに多大の設計エネルギーが注がれている 。 オフィスデザイン

の分野では、近年のエクソン本社のものや、チエース 7 ンハ y タン

本的のインテリアは注目に航する 。 もっともエクソンは世界ーの向

収必会社であり、また、チユース 7 ンハ ッタン銀行は世界に名だた

るアートコレクターのロ y ククエラーが粍? 止し、銀行i ' l H: が、現代

絵Illij の収集とインテリアへの迎n J をひとつのホリシーとしていると

ころでは、ずば抜けたものがみうけられるのも当然である

しかし、こうした大会社ばかりではなく、ごく一般の小さな会社

でも、インテリアテザイナーに仕 ・J'; を依制する 。 これには旦rr 出があ

るのである 。すなわち、 「スケルトンわたし j がアメリカの lf ビルの

取引形態である 。 テナントとして 、 小さなオフィスを ｬｾｦｊ くためにも、

ます、テザイナーを雇って希望する↑ 11111: 切り 、内装、 rml
明、空調など

をl:ii llfli 化してもらい、しかるのちに比約りを取らねば、ことが j s ま

ないのである 。 そうしたところでは、やはりオーダーメードの良さ

がi比大阪に発押されて、 1主みごこち、使いごこちの良いインテリア

が生まれてくることになる これは Ｑｲ ｊＮムーにたとえると、既 ｾｾｊｍ でな

く、身体に合わせた注文 JJ 日なので必心地の良いものがえられるのと

|日l じである 。 そこで、背広のH: 立の名人が '1ミまれてくるごとく、ア

メリカでは、インテリアテザイナーの峨fiE ものびるゆえんである

日 本 の 標 準 設 計 の お と し 穴

I1 本では、 J，lj 古II i ビルの上必イ子はスケルトンわたしが際司1，である 。これ

に対し ｮＧｊｾ 務所では棋ホ設計、収不イ ｌ 卜 ーげなるものヵ、定治している

このことの弱点は半晩問題にな ってくると忠われる 。 WIJ えばj本1l L

の場合、オーフンオフィスの| 汲計、 J H務行性およびメンテナンスコ

ストの fi 利性などから 、フ ルカーへ y トを係用するところがIずilmし

ている 。 11 ビルでは、フラスチ ックタイルの上にカーへ y トを敷く

ことになり、イニシャルコストをニ. . : f l にかけていることになる 。 ま

た C R T ディスフレイが職場ーにはい ってくると様準設計で無造作に

ならんだ天} Iニ! 照明はどうしても伊IIffli に l映り込み、 11艮を彼れさせるの

で不行 ＱＱ 令となってくる 。 さらにコンビ ュ ータ一本体から 目 ｊ ｱｾ スへー

ス内に欣ど1: するディスプレーやフリンターに至る配線は、すでに MJ

ｩ｜ｦ ，仕上げで Ｇ きま っ ている宅ＯＱ｜Ｏの， Ｏ， では、いかにも処里 ｉｾ に ＯＭＫＺＱ Ｑ Ｉ 、以ＺＱ｜配

線とな って比月しい姿をさらしている 。

これでは、 O A がはい って能〉が向上となり人聞はゅうゅうと fJ: 'J'; 

をしている闘ではなく、機械室然とした劣 った環境のところで、 コ

マネズミのように{ 動いている l京lが日にうかぶのである 。別の凶1では、

￭ｾ 礼状復帰」という無駄もある 。 テナン卜が ＱＱ ピルからでると、、

入J，';'¥I .'jーの標本設計仕上 け. に戻しっき' のテナントがはいるときには、

またそれにあわせて、内装 ，J:'d1t 切りをやり伴えるのである 。 これは

ま っ たく、 ｲｴｩｊｾｬ に反するわ ＢＮＡＺＧＮｧ である 。

また、最近のように空室が多くなると、 11す1ftl] からも、際準 I;l.. J装

貨を i泣初からかけて寝かせておく無駄も指摘されるであろう 。以 !二

のように、標準仕上げで良しとされていた 'Jc務スペースも、これから

のH年代にはも っときめのこまかい対応が安ボされるようになり、 IJi

々のときにきていると巧えられる 。

な ぜ グ レ ー ド ア ッ プ か ?

tfJ :司1，仕上げの 'J>; 務 室に机が; 泣ければ、なにもそれ以 上いうことな

しとい った、ひと片前の傾向とはあきらかに迷 った状汎が生まれて

ている 。それでは満足されなくな ってきたのだ。それはなぜだろっ

か。 これはオフィスの使われ万が変化してきたからだと巧ーえられる 。

ひと ｩｦ 前は製造業のオフィスが主流て ｡ あ っ た 。 あるいは、 ｭｾ Ｑ 日に対

する以 ｽ￮ としてのオフィスが多か っ た 。 ところが、近年、ｾＯ］製造業

・サービス業の発展がいちじるしく、こうした業極では、接客のた

めのオフィスという I(Uが重視されるようになってきた 。 事務室での

カウンタ一業務が別えてきているといいかえることもできる 。従来

は以 }j だとされていたオフィスにも、 答がきて、そこが会社の収益

を! r : れするとなると、それなりの機能性とよよ栄えが姿求。されるよう

にな ってくる 。

u車( ( f ¥ぶというものも、オフィスインテリアテザインの達成回線に

もな ってきた 。サービス業では、社会的信中j ' ( ! さをうることが、不特

定多数を相手にする場令、イf平IJ である 。製造業のように大工場を誇

ることで このようなじ頼感をうるという古典的な方法は、とれない

のである 。 また製造業のオフィスに伝統的にあ ったイメージー一一工

場に十J- J ，瓜した相 l末なところで、グレーのスチールデスクに経営者が

おり、 Il!IIlI ii 指f "'I( する一一一そうした会社が、コストハーフォーマンス

の良いも のを産み、 1，イ桁l できるといった! 必党。 これを現代のj 9IJ えば

ファ y ション産業一 一 ヒエール ・カルダンが縫裂工場ーのミシンの績

にII'/l ど ってしサUi l . . . l 頼感がmすかとム号えれば、両者における違いは

明確で、ある 。{ パ頼感の表現、ブランドイメージというものが企業の

ひとつの戦略とな っておりテザインに期待カ、寄せられている 。

戦 略 と し て の イ ン テ リ ア

や/1 びゆく産業は新しい人材をどんどん必要とする 。 そのような産

業に従 'J'; する人たちは、若年! 回が多いことも特徴のひとつである 。

そして、去年層の人々は、よりよい労働環岐に向けての桁向性を強

くも っている 。 J，'; '心地の惑い職場、さえない峨場には、さ っさと 見

切りをつけて転戦してしまう 。 アメリカと問機、職場への定7 ti率を

向めることが、人' j ' ; のひとつの日燃とな ってきた 。 そこで、定着率

をIfJi めるため、 アメリカでとられている万法が日本でも注口される

と忠われる 。すなわち、労働環岐の向上、とくに住宅以咲の改善で

ある 。テザインは、 k ポ率の向上lこ効果的なのである 。同時に従業

ｬｾ のモラルの正月似をも促すことが認められている 。 従米のように、

l1i JJ < 場所さえあれば 卜分で、事務室づくりにかける 1li 用は節約にこ

した }J 策はないという時代からは、経営者層は頭をきりかえて、イ

ンテリアデザインをもひとつの戦略として用いるような H寺代にな っ

てくるのである 。 これは、新しい企業が、歴史の重みや、ステイタ

スに欠けるのをテーザインによ って宇II i し、うると巧えるからでもある 。

イ ン テ リ ア を 見 直 す

オフィスで一般に使われている、事務イスをみつめてみよう 。 l

自の大半をその |二に座ってすごし 、人体に常桜なゆえ 、インテリア

エレメン卜の 中でももっともi f ! 裂なものである。もしそれが、グ レ

ーのビニール仮りのよく見られるものであれば、たぶん、 4- 5千円

くらいで売買されている 。

- } i 、座っている人のネクタイの値段に注目すると同じほどか 、あ

るいは倍の 1 万円ということもめずらしくはない。 どこか、お金の

かかり方がアンバランスではないだろうか? イスは体重を支え、

キャスターがあり、凶転し、ネクタイとは比較にならないt ' i :'i な使われ

Ji で、耐久性を袈ボされ、百11仙の数、組立て手間の多さもあり、本

米ならネクタイの 4 - 5 依あるいは 、10倍の価絡であっても不思議

ではなし、 。 このfi H i 絡の差を、ネクタイのようにデザイ ンされている

ものと、事務イスのように、 J 1  S 規格でデザインされていないも

のとの差 、すなわちデザイ ン料の差だとい って片付けるつもりはな

い。 しかし、 ' JH労イスのデザインに閲しては、従来無悦されてきて、
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その重要性のアピールはなかったといえる 。

それに対して、近年、事務イスの改良が進み、疲れのより少ない

使用者にとってつごうのよいイスが発売されるようにな ってきた 。

これらイスは、高価俗であるととらえられやすいが、さきのネクタ

イと比較すれば納得のいく価格であり、こうした面での家具に対す

る再認識、つまりグレードア ッフが、はかられなければならない 。

オフィスではさらに、セーロ ッ クスやコピーの普及により、飛躍的

に明大した書類の処理の問題がてd てきた 。 このため、務理 ・保管の

ためのファイリングシステムが必要となり、そのためのオフ ィス家

具が発達し、多様なヴァラエテ ィがみられるようにな ってきた 。 こ

れは、すなわち、インテリアデサインのプロフェ ッショナルによる

サービスが要請される状況にな ってきているとい ってよい 。 つまり、

よりよいセレクシ ョンのためにである 。従 来 の j 1  S 規絡製品で名

祉のとれをと っても、機能、外観、悩rf . ともほとんど同一 でしかも

舟: 純が限られているとい った状況では購買に専門的知識は不安であ

った。 しかし、これからは弁社ことなる脱絡で、使用目的にあわせ

て、似ていても細部的に呉なるものの ｲｬＧ から ｑ 適のものを ｪｾ ぶこと

はむずかしく、専門家の知識が要ボされるようになると忠われる 。

また、オフィス家具には従来の電話配線だけでなく 1m明用 ・機 器

用電気配線 、 コンビューター配線などがからみ設備計画と の結びつ

きが緊密にな ってきている 。家具をたんに購入するだけでは不十分

で、建築 ・設備サイドとの調整者としてのインテリアデザイナーが

求められるようにもな ってきている 。

職 場 に 人 間 性 を

O A  時代にな って職場が省人化してきたらどうなるだろうか。速

いささの話のようだが、案外数年さきのことかもしれない。現 に 船

の世界ではもうすでに経験されていることである 。 終戦後の復興期

には 1 万トンのタンカーの釆組員が50- 55人だ ったのが、現代は 20

万トンタンカーにわずか20人ほどとなり、対トン数比では人員は50

分の l ですむようにな ってきている 。 人間が少なくな っただけ人員

管理の負担は軽減されたはずだが、来組員の精神衛生聞からは非常

にむずかしくな ってきているという 。機械と li'j きあ っていてばかり

では人間疎外が問題とな ってくる 。 人間政外という点からは o AII 寺

代に顕著な例として、 C R T ディスプレイと人間の! 恨の生理! との問

題が与えられる 。 11民には外光の彩科を受けず、視野に直按の反射光

がなく、かつ、画面とパ ック而との純度対比のすくない部屋で 1 日

作業をするのがよい 。 しかし、人聞の精神はそのような地下室のよ

うな部屋で、作業が統けられるほどタフでない 。 人間性の維持、回

復のためのなんらかの工夫がなされる必要がある 。

職場に植物を採りいれ向然をもちこむのも 一 法で為る 。 人1111は自

然にふれた時 、 人間性の回復を思つからだ 。 デザイナーがプランツ

を多〈採りいれたことで、女子の入社希望者に好印象を与え、ずい

ぶん採用しやすくな ったという話をある会社の人事部長からきいた

こともある 。 また、昼の時間をいかにリラ ッ クスにつなげるかも大

事なことであり、会社の食堂や l喫茶主のデザインに、エネルギーを

注ぐのも必要と思われる 。

職 場 に も っ と デザ イ ン を

一般事務スペースは、役員室などより、はるかに自己笹本幸えなどが

多〈、フレキシビリティーが要求され、将' * における利用状i l I . の計

画など、デザイン要素の多いところである 。 アメリカのテザイン事

務所では、このスペースのデザインを商売にしているとい っても過

き ではない 。 日本では、従来この部分にあまりにも、無関心であり
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写真 1 日本の一般的な貸事務室スペース。床 ・壁・天井の内装が施されており、アヰモ

および下面開放の照明録具がついている 。

写真 2 アメリカの一般的な貸事務室スペース。床 ・壁・天井の仕上げがなく、 フアン コイ

ルも露出のまま 。空間はダク トが吊り込ま れている 。スプリンクラ ーは防災上の

理由で最初から段けられている 。

写真 3 別の貸事務室スペース。壁は下地のプラスタ ーボードまでと 、窓面にはベリ カバ

ーが施されている。高層ビルだが梁成が小さく、梁貫通なしにメインのダク トの

み通してある 。

間取り図 写真 3 のテナ ントの計画案。この程度の規模のオ フィスのインテリ アをデザイ

ンする仕事が多くある 。自由な間仕切、空間 と機能にあわせた照明が考えられる 。

すぎて、 'rM要がありかつ、デザインサービスとしても実りのある領

域であることが看過されていた 。通産省においても、このような必

要性を認識し、省内の ｾ ｆ 務スペース環境の改善笑の作成にとりかか

る動きもあると 1m<  0  " 問題があるところには解決ありかである 。 オ

フィスインテリアの古111"1に、これからは適切な -['}I: を仰て、また、

大いなるデサイン 1J を発仰してよりよいものにという H年代がきてい

るように忠われる 。

( なかこ うじ やすひき 円怨設計大| 坂本村イ ンテリア部長 )

( こまだ てつお |百l インテリア部)



. コラム 1

O. A. 閑言舌

小 森 正 義

「ゃあ、ごぶさたしております。御問先の )j は、し、かがですか Jol ど

うも、どうも、ひさしぶりでんなァ、きつい i.!1: の' 1' やよ って、なかな

か ｦ ，Ｚｾけさしてもらえまへんわ 。 あｾ、ところで、わたしんとこの会

社も、今年からコンヒ ューターを導入して OA化を図ることに、な

りましたんやが。j!針 Lはーせながら、うちみたいな小企業にも H寺代の

泌がきょ ったゅうことですわ 。 そこで、お' - ( ; の会社では、もう 10年

も前から、コンヒ ュータ一入れて、ゃ ったはるさかい、いろい ろ参

巧になることがあ ったら聞かして欲しい、と思います のやがん

「さあ、どうでしょうね ェ、お役に立つ話ができるかどうか 。ま

ず 、Ｉ ，ｾ本的にいえることは、 ｏａ 化によ っ て、どのような会れを込

ろうとするのか、というイメージが豆妥て‘ すね。 というのは、コン

ビューターの仕 'jl を社 JJ . の給与訂鮮やイ1'.郎作用! だけと巧- えるなら、

OA化の本伎を誤るからです。 O A化は企業組織の桃造的変化を致命

ボしますし、また i必に企業の大胤脱化や国際化なとの公化が OA化

をijl すともいえるわけです Jo I なんとなく、! げるような解らんよ

うな ・・・・ もうちょ っと哨lみくだいていうてもらえまへんか J 0  rそう

ですねェ 。 わが社が10年前に O A化に予をつけたとき、わが社は 7

年計画でfl<ll 村に 121;1; と海外に 3 1r
1
iの左前を 1L ¥すことにな っていまし

た。 そのときの会社組織では、この広範囲の支出緋l を、つなぐこと

ができないだろう、という" ! ，Ij 断と、会社の鋭校折、大ヵ、すなわち会社

そのものの質を変化させるだろう、という予 iHl jがありました 。つま

り、 ｏａ 化によ っ てｾＡｉ，ｦ，論のこと↑Ａ＿械の効率的Ｊ Ｇｉ Ｇ ＱｾＺ 理能力をうるこ

とも主要でしたが、会社の発展と変 11にを全社以に{ i ' {ri 認させるという

シンボル [I(J 立l床もあ ったのです J 0  rなるほど、ょう解りました 。 そ

やけど 10年前とちごうて今はコンビューターなんぞ、たいして珍、

しいものでもないし、そないにたいそう巧一えんでも 、たんに i記手Ij な

機械やと忠て使えたら、それでええのと j♀いま っか」。

「うん 、それもそうですね。この li¥jlHj し、た訴ですが、 7 イコ ンのシ

ョールームがオーフンしたらイ iAたちがい っぱい詰めかけてたいへ

んだ ったそうです。 それらのマイコンは 、ダンボール桁の上に1' ii ま

れて展示されているそうです 。新しい時代のf - Hもたちにと っては 、

コンビューターなどは、ただの I(J I (1 1， 、ォモチ ャにすぎないのかも し

れませんねェ 。 ところでコンピュータ一機器の遊歩にはr I 'tl ましい

ものがありますね 。 わカ、社が ＱＰ 年ｦￌ ￎｪ に入れたときのｊｪＮ分の Ｍ Ｎｦ ｾｕ 立の

{田i絡とス ペースで今では 同じ性能のものがえられますからねェ 」。

「それそれ 、その話やけど、まあ機器そのものはリースできるけど

も、それにともなう佳築設備 Ｇｊｾ はｩＧｉ H' i j で正 l沫必要なもんですわなァ 。

前にほんまにあ った話らしいけど、ある会社が O A化するために大

金かけて床上げしたり、空調を取侠えたりしたらしいですわ、それ

で、そのて 'j'; が終 っていよいよコンビューターを入れようと忠たと

には、そんな床工 ιFやら空調設備やらが嬰らんで、しかも性能の

ええ機純が先り LHされて、工 'j'; が全日11むだにな ったいう話て‘ っせ」。

「メーカーの人間に l:l fl いた訴ですが、 J5I.イ1: の状況であればjill itおも

'1' 1: 能もまだまだ illi むことが可能なようです。 それもすごいスヒード

で。 ただ{ 可・れでもそうですが、作 JTj があれば反作用ありで、コンピ

ューターの 発展に1 J f って、でてきている問題もいろいろあるようで

すねん

「ほう 、たとえばどんなことで、っか」。

「いちばん多くいわれているのが、仕事において労働者の向主的

'Iol j断や n山裁誌の余地が減るためにその人附| 生が! f i ，l i 外されるという

ことですね。 これはもともと人間以上の正路で迅j AJd: Ｊｾをボめるた

め機械を使うのですから、当然のこととしてでてくる問題であるわ

けですJ

「そやけと、だいたい機械にできる f ，U文の符を今まで人間が 、や

ってたんがおかしいのとちがいまっか 。正雌さとか速さとかに関係

なく、多少追うと っても、 11.'[- /11/ がかか っても、人間にしかできんよう

なji j ! ( ，符ちゅうもんカずあ リま っ しゃろ 。 そういうほんとうに人間らし

い忠巧に咋念できるようにコンヒューターみたいなもんが必要なん

かもしれまへん主あ ん「 その他の問題としては、これは不思議な逆

説ですが、 OA化によ って、かえ って従業只の人数が多くなってい

るということです。 その原因は、 1 L  0 報告の受け売りですが 、コ

ンビ ューターを利月l することによ ってその組織が今までやっていな

か った新しい領域の峨純に進出することが可能になり、そのための

人I J . ヵ、余分に必袋となる場令と機械は 24時間] i i f i! l ¥) J 可能なためそれに

対応して交符市1/ を倣き人員. l ¥' : J JII の必要が生じるというような場合が

あるようです Jo rまあ、実質的に 'j '; 業カ、拡大するために社μ が増え

るんや ったら、これは結椛なことやといわんならんですなあん

「逆説といえば 、 I(i I (1 い話て‘ すが、コンビ ュターを 使うと紙の ji!j

'J'U立が明えるんですよ 。ペーハーレス時代といわれる OA化の 11寺代

が実質的には、紙を大誌に必要とするんです Jo rへえ、それはまた

何でや ろoJ rまず第ーには、日本の組織そのものに問題があるのか

もしれませんね。つ まリなにかの議 Eれがあ ったとして 、その協議経

過なり結決なりが、そ の内容と多少とも関係ありと思われるすべて

の社 A に文? ! ?とし て下校されるというシステムが従来からあ って 、

OA化の後も同じようにするものですから、ワープロなどにより文

書作成が簡便化した分だけ、よけいに文 ｩｬｾＺφ が多〈出回るようにな っ

たようです。それと人聞が机上で J) えごとをしているときは、その思

考の IjiJ i J' ，を詐きつけるのは 、やはり端末機のディスプレイ、という

わけにはいかず 。 メモ用奇氏をwっているようです。 それで oAi 七し

た会社ほど、フ ァイ リングキャビネ ッ トの使用が地え、スチールメ

ーカーはファイ リングJ J [ が大祉に売れて、かえ って驚いているとい

う話ですよ Jo rそらまた 、け ったいな話でんなあ 、まあとにかく、ま

だまだ人間とコンビューターがしっくり生活するとこまでは、いっ

てへんちゅうことですかなあ J o I取り止めのない話で参考に ならな

かったでしょうが。われわれがコンビューターなしでは生活できな

い状態にるりつつあることも' ] ¥笑ですし、コンビューターも人間も

お互いに歩みよ ってねしていく以外なさそうて‘ すね」。

「し、や、どうもありがとうございました 。私もなんとかコンビュ

ターに使われんと、使えるように頑張 ってみま ひょ J 。

( こも り まさよし 大 ) L装工事業部技術係長)
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. コラム 2

オフィス・インテリア雑感

玉 置 豊 始

日本のインテリアデザイナーの中で、「オフィス ・インテリア J と

いうテー 7 に対して、 - H¥の戸惑いを感じるのは私だけではないと

思います 。 インテリアデザイナーがオフィスビルのテザインを }11 当

する場合、コストがかけやすくて比映えよくデザインしやすいエン

トランスホールや、ロビー ・役員ゾーンなどのデザインに H寺IMJ の多

くを貨やし、オフィスビルの中でもっとも主要な笠 IMJであるべきオ

フィスペースについては、必要に迫られて色彩を決めたり、家具をセ

レクトしたりする位皮で終ってしまうことが多いからです。 オフィ

スは、各純のワーキングの他に情報の収集 ・ 保 Ｑｾ など多様な機能が

必要な上に、各企業て、組織や仕事の ii T Ul 、情報品やそ の処理の) ] 法

などに特殊性があり、オフィスインテリアをテザインする場合に正

硲なデザイン条件の設定が品目かしく、! 時間のかかる WIJ に剣1)* をあげ

にくいということがあります 。 そのため、デザイナーとしてはオフ

ィスインテリアのデザインに正面から取り組むのを、ついためらっ

てしまうというのが正直なところです。もちろん故近ではすは、らし

いインテリアデザインがなされているオフィスの笑例もありますが、

概して日本のオフィスは仕事療境の質的向上が十分でないまま尖 ｾｉｉ

オフィスオートメーシ ョン 化の波に襲われ、グレーの 'F務机がとこ

ろ狭しと並べられている中にさまざまな OA機器がワイヤリンクを

引き姻して設置されている極端な例も多いなかで、ユーザーサイド

もデザイナーサイドもオフィスの将米についての明確なビジョンを

もち得ないまま挙態は急速に進展し、ま ったく手のつけら れないよ

うな混乱の様相を呈しはじめています。

OA という言業の意味するところは 、機器メーカー ・家具メーカ

ー ・ユーザーサイドの問] では多少ニュアンスのキ11i ! i 1 があるようです

が、要するにコンピューターを始めとするさまさまな機器によりオ

フィスにおける事務作業を機械化し、オフィスワークの効率を高め

るということだろうと思います。 オフィスをオートメーションイじす

ることはそれなりの必然性があり、今後ますます推進されると，思わ

れますが、それにより大きく 3 つの問題が生じます 。

ひとつは OA機? 誌の設置により生ずるワイヤリング . !!!!I り1)] 法 ・

室温調盤 ・騒音防止などのオフィス設備の問題です 。 これらの問題

は、 OA機器メーカー ・4建築設備メーカー ・家只メーカーなどの fi¥J

でそれぞれ研究されていますが 、オフィスインテリアとしても十分

に出jJEできる方法を見つけなけれは‘ なりません 。

2 番目は OA化に伴なうオフィスプランニングの問題です。アメ

リカ やヨーロ ッパ諸国では、オフィスで' ( 7 ) 仕事はあくまでも 11;¥1 人単

位であり、会社組織が各似| 人の職能を明舶にした専門家集団として

成り立 っているため 、オフ ィスも個 人の執務スペース の集合体とし

て構成されている場合が多いようです。 1960年ごろ西ドイツでクイ

y クボーナーチームによりオフィスランドスケープのコンセプトが

提唱されて以米、新しいオフィスプランニングの手法として定若し、

オープンオフィスのための家具としてハーマ ンミラ 一社のアクショ

ンオフィスシステムを始めとして数多くのオフィス用システム家共

が開発されています。

これに対して日本の企業では、終身雇用命IJ を律前としていること
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から従業只の協調性カ、重視され、組織内の人 IMJ 関係を調主主するため

の縦多なコミ ュニケーンヨンが 必要となり、また日本誌の特性から

コミュニケーションの内容として微妙なニュアンスを伴なうため、

オフィスレイアウトも従業只相互のコミュニケーションに使手IJ な対

1m };，' j J i 切ず多〈用いられています 。日本の家具メーカー の! 日lでも、 OA

化に対処するためのハーティションシステムを中心としたさまざま

なオフィス家只が開発され、新しいオフィスフランニンクが試みら

れていますが、日本のオフィスの特殊性を 卜分に巧 J，( f i したシステム

でなければ、その刻 ｪ よｰＺを発揮することはｾ￭ｉかしいと思われます 。

もうひとつの重要な問題は、オフィスが OA化されることにより、

そこで{ 助〈オフィスワーカーの環境をどう設定するかということで

す。 より多〈の rl巾|いl 広い 'h

ということカか、らすれば、オフィスでの仕 'j": はより多機化し、より分

散化すると考えられます 。 また OA化の効率を高めるためには、仕

引の iffi め) ] がより習例的になることも予 ililJ されます。 さらに今まて

は人間lの手で行なっていたルーティンワークが機械によって処遇! で

きる ことから、オフ ィスワーカーとしてはより創造的な能力を要求

されることになると忠われます 。 このような変化に対しては、オフ

ィスワーカ一向 身の能力の開発が. i l l 要となるのですが、さらにその

能力をイ分に発揮できるオフィス環境の佐官r J H がオフィスインテリア

としてはもっとも重姿な諜題となり、インテリアデザイナーの職能

が間われることになりそうです 。

ふま

ここで以上のことを踏えて、新しいオフィスインテリアのイメー

ジをアトランダムに列記すると次のようになります 。

① オフィスンステムの幹となる新しい媒体家共が出現する 。 こ

れはどのようなモジュールの家共や OA機器でもとり込んでしまう

間木の幹のような家共で、ワイヤリングやスポ ント笠調機を内 j践し、

さらに ｭｾ ， Ｑ リ ｉｻｻ ｎＺ具やサインをもとり込んでいる 。 建築設備との抜点は

ｾ少ｼ恨で、 ｐｓ 壁 Ｑｭ より夕、イレクトに、あるいは床・天井より必要

なエネルギーや情報の供給を受ける 。 ここで設置される家具は 2 次

的機能が袋三位されない。

② 天: 11二は設備がJ な機能から! 日J 1 皮され、悦党的に屯袋なインテリ

アエレメントとなる 。天井に取り付くのは、防災設11mや最少阪の換

気 ・照明設備などで、その他の設備機能は、 lふイ本家. w_，に内政されて

しまう 。

③ ' f E . が小さくなり、壁而が多くなる 。 インテリアは住宅的な感

覚となり、 ｾｉｍｊ に安らぎを与える演出された壁面が必姿となる 。

④ 協同作業と伽l人作業が分自If，し、その切りかえがしやすいフレ

キシブルなワークデスクが出現する 。

⑤ オフィスワーカーが向主的に休息、できるリフレッシュゾーン

がオフィスの '，1'1で出現 し、そのウェイトが大きくなる 。

以上のようなイメージを現実化するには、トータルなインテリア

デザインを行なう必要があり、，建築家 ・インテリアデザイナーを始

めとして、建築設備技術者 ・家兵テザイナー ・OA機器フ. ロダクト

デザイナーなど、広範| 瑚な# 門家による協同開発が必要なようです。

( たまおき とよし 点知 ｬ Ｎ ｩｬｬｾＧｉｾ 務所設計書 Ｑ｜ Ｉ



- 資料 B. C.  

オフィス・インテリアの変遷
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オフィスツｾｴｬ｜ ｊ は近代産業文 ｉｉｊｉ の抗したひとつ

の版物である 19世紀後、|土より今 11 に f るま 日 本 ・
での 100 年のあいだに、急激にその姿を変え

てきた 。 この変化を要ょJ(" したのは他でもない

効ギて。あり、生産性の ｾＧｊ 1'，であった 。 またそ

の変 ，11¥をJピえて きたのは技術の 11可Jr であり、

-1  : ' ・芥のJ . f f i 広、でもあった 。宅 Il¥J の総である処物

は、| 浪りなく I'::i ](?j 化を競いあい、ときとして

それは現代の権力や富の象徴を表現する手段

ともなりえてきた 。 さらにオフィス空間j での

主要な作業のひとつでもある↑ !?報の伝達や処

間にあ っては、幾多の機株の発明 、発達、改背ー

によって、めまぐるしい変貌をとげている 。

たしかにオフィス空間は郊1J ' f ' を求めるため

の労働の坊でもある。' 1 ' . '1報処理や1云迷、創造

の場でもあるが、しかし一万ではそれは多く

の人間が少なくとも 1 日の大‘ ドのときをすご

すという、、住まう場" でもあるはずである 。

たとえオフィス環境とその周辺の条件が歴史

の rl'で変化、変身をとげたとはいえ、そこで

働き、すごす人 IliJ の所為や心息! にいかほどの

変化や進歩ーがあったのだろうか?

オフィス' ぞr，1 ] でもっとも屯裂なのは ift でも

なく機株でもない。人を取り巻くもっとも身

近なるインテリアの環涜であろう。 j未があり、

向子とデスクと、それに悦線や音を制御する

わずかばかりの術立があればそれでこと J i り

しつ 句い

る 。 このＩ，ｾ本的な宅礼に対して、人Ａ日ＡのＧ＾＾ＡＺ［｝Ｈ
い〈ぱ〈

をI出l たすための努力が、歴史の 中で幾何がjti!

けられてきたのであろうか。じつに、情-( - やデ

スクの使い心地が追求されはじめたのは、ス

ウェーデンで1940年代のことである 。 ランド

スケープオフィスの手法が契機となって、オ

フィス受nnl7)] ，'H主性がテー 7 とな ったのは、

1960年 代のことであった 。{ 助〈者のf Hi J からの

要求でいえば、オフィス空I l l J の歴史はここ 4

下i l I : 紀にしか114たない何かいものである 。 し

かもわが| 玉| にあっては、ついさきごろまで日

本人の体艇にはあおうともしない海外の規絡

寸法で造り出された事務月] の机や桁 f を、な

んの抵抗もなく使ってきたという 'J'; 笑もある 。

( 注 、Ui1H1145年']¥;j"0J fI家H の J 1  S 改正)

日本のオフィス空間にも l: .5層化が作i国化し、

O Aの波がおしよせている。しかし、居住性

という意味からすれば 、いまだオフィスイン

テリアの歴史ははじまっていない。

関 西 .  

OF F I CE  

BUI L DI NG 

写真 1 エジプト 時代の事務作 喋

第 111 制の高1' . ' メケトラーの1，' [ ; か

ら発凡された函 ｉｊｭｮ の以 ｾＧｴ 出 '1'，、

ｩ＼ｩ 物などの記録をとる ｉＧｾ がある Ｎ

( '1' EIEI 時代 ) *4  

写真 3 Iレヰ ッサンス時代の書斎

絵画で ｊＶＱ き Ｚｈ された、 ｾｴ 万 ｊ レネ ｹ

サンス時代的占南町風景.

(  16世紀 ) * 5  

フィスビ J しといわれている 統，h者

OF F I CE  I  のオ 7 イえとして! 日いられたが、現

I NTERI OR I  (， ' s . 術館として使われわ、る 料

図 2 パ スカルの計算機

パス均 J レによる松Mのデジタル式J

n・機 (  1642)  

. デスク

. 計 算機

電話機

タイフ.ライター

図 1 7 / ' ¥'Y カス

s  C2000i!三可1より 111' 、らi L てき

た" ' J 7 のための i且共

図 3 ライプニ ッツ式計算機

ドイツの官学. r ，ライブニ .，， '，/に

よ っ て巧楽された万能守Ｇｾ［ｪｦＭ ｮＧ 憾 。

( 1671 )  

OF F I CE  

F UR NI T UR E  

&  EQUI PMENT 
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1700 1800 

ＮＱＷＷＶ ｾ ＸＶ＠

サ 7 ーセ y トハウス ( ロンドン)

(Si r ， Wi l l i am Camber s)  

1900 

. 1819 

カ ウ ン テ ィ ー フ ァ イ ヤ ー オ フ ィ ス

( ロンドン) (Rober t  Abr aham)  

. 1832 

パ ッ ク ホ ック( ベルリン)

( K. F.  Schi nkel り

. 1894  

ギ ャ ラ ン テ ィ ー 、 ビ ル デ ィ ン グ

( パ フアロー ) (L oui s Sul l i van)  

1910 

. 1904 

ラーキングビ J レディング ( シ カゴ)

(Fr ank L oyd W円 ght)

. 1906 

郵便貯金局( ウィーン)

(Ot l O  Wagner )  

. 1908 

7 ンハ y タ ン シ ガ ー ビJ レディング

( ニ ューヨー ク) (E rnest  Fl agg)  

超 高 層 ビ J レの始まり

. 1913 

ウ ー ル ワ ー ス ビ ル デ ィ ン グ

( ニ ューヨーク)

(Cas s  G i l bert)  

1920 

一 一 一 一 一 一

写真 5 1880年頃のア

メリカのオフィス

1且い間仕切りで仕切ら

れた個室が採用されて

し、る 。* 6

図 A 16世紀の読書台

ルネ サン ス時代に ＱＱＱ｜ 、ら れた物 ｉｉｾ き ｉｊｬ

60 

図 4 ＱＹＱｉｴｾｾＧＢ 頃から後半

にかけて、何々の，wn機が

l持l発さI l 、 al'li 能力が1" j_I-

した .( 1872- 75)  

写真 4 ポールモールリフォ

ムクラブの図書室

イギリスのビジネスマンが間報

交換の ｪｾ として ｴ ，Ｇ［ｦｦＱしていた Ｎ

( 1837- 1841 )  *  4  

図 B 19世紀末の

事 務 机

批判j のオ 7 ィスデ

スクは机の周囲を

かこ って棚を設け

るタイ プが多か っ

た。

ーー一 一“ 一 ← 写真 E ライト設計ラーキ

ングピルのインテリア

近代ill 築の先駆とむな った

オ7 ィスビルで大きな卜 y

7 ライトをと っている .

( 1904 )  * 3  

図C アール・ヌーポ時代の机

ill 築家エ 71 ル ギ7 ール的 作

品、ニ ュ ヨーク近代美術館蔵。

(  1903)  

写真 J 1900年初めの保険

会社のオフィス ガス股

が取リつけられた室内 . '#' 

uはすべて木製が使われて

いる .( " ，カゴ) * 4

図 5 初期のマ ニアJ レ

式タイプライ- ' ; -

図 B 最初のダイ

ヤJ レ式電話機

(  1876)  (  1919)  



1920 1930 1940 

. 1 938 

ジ ョ ン ソ ン ズ ワ ッ ク ス

(F  r ank L10yd Wri ght )  

. 1922 

シ カ ゴ ト リ ビ ュ ー ンオフィ スコ ンベ

( シ カ ゴ)

(L oos， Gr opi us， Meyer)  

. 1932 

P S F S ピJ レテ' イ ン グ

( フ ィラ デJ レフィア )

(G eorge H owe  &  Wil l iam 

L escaze)  

)
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. 1923 

東 京 丸 ビ ル

( 三菱地所)

1950 1960 

. 1956 

ピレリーピル( ミラノ)

(G io Pont i )  

. 1952 . 1958 

レ バ ー ハ ウ ス ( ア メ リ カ ) シ 一 グ ラ ム ピ ル

(S O M)  ( ニ ュ ー ヨ ー ク )

(Mi es  V ander  Rohe)  

. 1957 

中央公論ピ J レ

( 芦原義信)

. 1926 

住 友 ピ J レディング( 長谷部、竹腰)

. 1931一一一一 . 1933

大 阪 朝 日 大 阪 ガ ス ピ ル

ピル ( 安井武雄)

( 竹中工務庖)

写真 9 ライト設計のジ

ョンソンズワ ックス

労 働.0 欲を起ニさせるよ

?な' 全/ l l lを; ) ( めて JZ り il

る. スチールケース社に

よヲて ｴ ，ｾｩｉのオフィスＧ，ｩ＼

Hが拠込さ I l. 1' 1: われて

いる 1938) 

写真 11 現代オフィスインテリアの典型 S OMによって E設計された Unl on Carbl l 1ピル.

光 }<!I がはIII さil .1ょにはー 1M;/] ーベ トヵ、般かれたモデュールの行えが取リ入れられ.

オフ ィス

家 l Ui HI : t;l J 、ill 築が - ; ' l したシステムとなっている ( 1959) * 4

写真12 アクショ ン

オ7 ィス宅1111での人

11I Jの l j - ! f i i J を細か〈分

Ili ")' ることによって

ｊＺｦ ｊｾ されたアクシ ョ

ンオフィス 7 ァニチ

ベ一 、新しいオ 7 ィ

ス' 皐 H. のl慨念を '1'，み

H¥した ( 1956) * 3  

. 1944 

/ ) レプラン

ニ ン グ ユ ニ

ッ トの設 立

図 D パウハウス当時のデスク

テーブルと flhH¥ユニ トが組合されててき

た本拠デス 7 ( 1929)  

・1920

電 動 タ イ プ

ラ イ タ ー の

開 発

. 1947 

L 型 デ ス ク

の 開 発

図 E フランク・ロイド ・ライト 段計の事

務机 ジ ョ ン ソ ノ ワ ?  A H.，i!i .;1にお

、、て、J . ; J / I 年にテサインされた机、. f lh:Bが 1"1

+ ム八、となコている 1938 

発関
のタ

ユ

、ノ

ピ

M

付

ン

B

川

口

コ

(

• 

図 7 初期の電動式ヲ イプ

ライターの一つ ( 1925)  

図 F 初期の量産型

スチールデスク

20世紀に入って木製

にかわってオ 7 ィス

家 H. はスチール化的

傾向をたどった

. 1958 

ラ ン ド ス ケ ー プ

オ フ ィ ス の 開 発

・1959

タ ス ク 照 明 の 開

発

. 1952 

I B M大 型

コ ン ビ ュ ー

タ ー の 開 発
図 8 ' 7 グネティク

式タイプライタ ー
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1960 1970 1980 

1960 ・1970

チェーイス 7 ンハッタン ( ニュ ーヨー ク) Iジョンハン コック セ ンタ ー( シ カゴ)

(S O M)  I  ( SO M)  

目パンクオブアメリカ( サンフランシスコ)

. 1963 |(S O M)  

パンナムピ J レディング( ニ ューヨーク) 目

( Wal t er  Gr opi us)  

1966 

CBS ( ニュ ーヨー ク)

( Eer o Sarr i nen)  

. 1967  

フォードファンデーション

( ニューヨーク)

( Roc he.  D i nkel  &  Associ at e)  

1966 

パレ スサイドビル ( 日建設計)

1962 

日本板硝子本社

( 日建設計)

. 1968  

霞ヶ関 ビルディング

( 山下寿郎 ・鹿島建設)

1969 

大阪マ ーチ ャン

ダイズマ ート

( 竹中工務底)

図 G アクションオフィスフ ァニチャー

ジョージネルソノによってデザインされたモ

ダンファニチセ一円オワィスンステム. ( 1965)  

. 1960年代

ワードプロセ ッサの導入

1973 

セントラルビへア ー( オランダ)

(H er man Her t zber ger)  

. 1978 

ワールドトレ ー ドセンター

( ニ ューヨー ク)

(Mi nor u Yamaz aki )  

1 9 7 2 -・1974

資生堂本社ピ J レ 新宿副都心三井ビ J レ

( 芦原義信) ( 日本設計)

新宿住友ビル

( 日建設計)

1973 

大阪大林ビル( 大林組)

大阪国際ピル( 竹中工務庖)

図 H M E P  

ランドスケープオ

フィス 1950年代後下ド

イソのクイ y クポナーチー

ムによって開発された新し

いオフィスンステム 本3

写真 15 セン トラルピ

ヘアーのインテリア空間

働〈荷の伽1性が空間 J<.

S J l . できるようなインテ

ドイツ ・ホコ祉による

本物 (1'10 A 化オフィス

ワァニチャー . ( 1980)

1982 

新宿 N S ピル

( 日建 設 計)

1 9 8 1 -一一一一一" 1 9 8 3

大阪駅前市街地 大阪ターミナルピル

再開発ピル ( 安井建築設計事務所)

( 東畑建築事務

所、大建設計)

写真 16 O A化時代のオフィス

インテリア 1980i p代に入っ

てオ 7 ィスインテリアは oAi t  

的被により大きくその安を変え

ようとしている . *4

写真 17 タスク照明のインテリア

オイル y ヨγ ク以後i ' i エネルギーが

さけ {f i Lオ 7 ィスインテリアにらタ

ス7 7 ンビニエント 1照明 が拭J I l され

るようになった * 3

図 l パーデ ィッ ク・

ゲループ ハ- 7 ン

ミラ のためにブルー

スハーデイ， 7 によ

ってデザインされた イI

機的なシステム .( 1980)  

. 1980年 代 参 4 引IIJ 文献

オフィスオ ー トメーシ *  1  Nl kol aus Pevsner  r  A  Hi sl Ory of BUl l dmg Ty pes  

ヨン時代に入る T  &  H.  1976 

*  2  L lI ashoshkes Space Pl annmgJ  Archi tectural  Record 

Book.  1976 

*  3  J ohn Pi le r lnt enors 3rd Book of Of f i ce
J  

Whl t l l CY 

Ll brary of Desl gn.  1976 

叫 J udy Graf  Klel l l  ' The Off i ce Book  Fact s on F lI e. 1982 

*  5  L Ul S  Feducl、1 r  A  Hlstory of Wor l d Fur l1l tureJ  Edlt onal  

図 B ワードプロセ y サー

Bl ume， 1975 

*  6  Stcel case ' 人 /1¥1 その f;i lj且と企'J J' ドJ 1973 j也

62 

1960年の初めワードワロセ

，サーの ｊ ｦＮ ｴ 引力、 ｬ 持 ｊｾ され、

やがて今 11 の附磁をみる

( かとう っとも 点目11工兵織紺大学住環I克♂1: 料 品作li )

( あんどう しんご 京都市立ぷ術大γ: 大学院 )



イシテ υ ￰ｊ 阜倒ｾＦＱ嵐

シ ン ガ ポ ー ル 航 空 大 阪 支 庖 営 業 室

武 庫 川 学 院 北 摂 学 舎 ラ ウ ン ジ ・ ロ ビ ー

自 鹿 記 念 酒 造 博 物 館 ホ ワ イ エ ・ ロ ビ ー

4  

長 瀬 産 業 本 社 ビ J レ・ ロビー

美 津 漁 千 里 ビ J レ 社 員 食 堂 ・ マ ル チ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ホ ー ル

日 本 臓 器 製 薬 生 物 活 性 科 学 研 究 所 大 会議 室

山 岡 メ モ リ ア ル ビ J レ会議室

東 洋 紡 ビ ル エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

公 文 教 育 会 館 特 別 講 習 室

10 

ロイ ズ 国 際 銀 行 大 阪 支 庖 事 務 室 ・エ ントランス

11 

日 生 学 圏 第 三 高 等 学 校 来 賓 玄 関 ホ ー ル 学 園 長 室

大 林 組 技 術 研 究 所 本 館 研 究 室 ・事 務 室

全 日 本 海 員 組 合 神 戸 地 方 支 部 会 館 談 話 ロ ビ ー ・ 玄 関 ホ ー ル

神 戸 市 医 師 会 館 ホ ー J レ・談話ロビー



1  

シンガポール航空大阪支庖営業室

般 計 監 理 日 建 般 計/ 大 阪

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 熊 谷 組 J V /家 具 ・ 敷 物 大 丸 百 貨 庖

村正 l日新道南の三jiJ j也aHf にあり、御堂筋に而しガラスにドfl まれた 1 ・2 階 l次

tli けの営業宅である 。 - 凶のライラ ックピンクのしなやかなカーペ y トの

|二に安から舛 いおりたブーメランのようなカウンター。 スカイブルーのI l [

に門いＭ ｉＧＧｦ でヨントを忠わせるロビーチェアー 。 ピュアーホワイトで ｾｮ 可 Ｍ

11 ; ¥川を象徴する控の世界地図。大空でJ!ftl を切る犯のような点主l のモビール。

いざ公

これらが成しだすイメージがここでのテー" 7 Iエアートリ y プへの誘い j

である。カウンタＭ［Ａｉｲ［ ｦＶ の機能にｦＡ｛ｊしたシンプルなレイアウトでｾｲＺ ｮ をゆ Ｑ

ｖｾｾ に力強〈印象づけると同時に、 ｹ ックさとＧ降伏さをＱ￬ ｆ わせもたせている。

これは、この ｾｈｉｈ こ ｬ 呼吸 するほどにそのハーモニーが ｉ ｬｈきとれ、あきのこ

な い デ ザ イ ン を め ざ し た か ら で も あ る 。 ( 駒 ! J 11:i":91 / 日往設計)

壁 材 ネ オ パ リ エ 白 本 電 気硝 子 大阪 ｲｬｪＭｬｴｬｾｊｉｊ IIIIHT I ー 1 T E し 06 312 2971 

インテリア大丸装工事業部 大阪市耐灰鰻谷中之町38 T E L  06 252 064 1  

所 在 地 大 阪 市 北 区 西 天 満

4  - 1 4 - 1  

梅 造 規 模 S 、 8 1 、2日F

竣 工 昭 和58年 3 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線

淀 屋 橋 駅

床 ウ ー ル カ ー ベ y ト、 3 色村j 入

明 ネオパリエ

天 川 自制:1敗?'y"-ti

モ ビ ー ル 制 作 ' ) H1H""l  

撮 影 上 川 征 洋



所 在 地 神 戸 市 北 区 長 尾 町

上 津 字 源 ヶ 谷

構 造 規 模 R C ( 屋 根 5 ) 、 8 1

4 F  

竣 工 昭 和56年 10月

最 寄 駅 国 鉄 福 知 山 線三 田

駅

ラウンジ

ポJI: : 1' 1ラワン総1・t石膏ボード

I:jt ラ7 トン uxH

I-l< 均 一 ベ y ト

ロビ-

R JI ' :  1' 1ラワン練H: r i 膏ボード

岩 綿1吸1'r似

ｉＺ ｴｾ＠ : ラ7 トン吹(，t

lよ 。ナラ 7 ロー I) ノグプロ ァ7

+量影 ・上 川征 洋

ロビー

ラウン ジ

包

武庫川学院北摂学舎ラウンジ・ロビー

設 計 施 工 竹 中 工 務l吉

武) I j ! 川学院は、兵wりよ Illj':;'; dI にキ ャンハスをお 8 人収谷の街 irl 釜 8 室で椛成し、，iijl U1にIff l i 行す

く私立の 1).: {- 総イγ ( : ｛ＮＺＱ Ｑ である 。 ｾｕ 史学舎は、 ｦｴｬ ｊ￯ る! よいラウンジを自己して、全体に比i J 1 i しがきさ、

弟 がむ食をともにし、 J支え: 、セミナ一 、 7 ラブ かつ、小集団のたまり場ともなるよう意図した 。

活動、野外 iil' i到J などをi J 1 i じて法学の紛争11である 仕上は n然材をそのまま見せることに間意し、

手口 を ｬ ｾ ＮＮＮ［［ 全人数ＭＨｪを実施するため 、 六 Ｇ ＱＧ 山 系の 木は! E . l 也仕上、瓦 ・タイルは、，t 焼のものを保

中 JJ ) l の谷あいに処ぷされた地 i設て" ある 。 川 した 。 また 、学生 ・生徒が優れたデザインの

控物はイ ｣ Ｍｬ 去のＢ Ｏイ＿ と ｹＭｾ ｾなる旬 ｉ ｈｉ っく りに 官庁ＮＢｖＺし、 ' ti fi Hを実際に使用することにより、 「本物に

教宅、 Ｑ［Ｇ ， ｩＨＱ 培、住・旦 ｧ ｬ ｲ 目 安などの ＱＱＨＱＧＧＩＧ｛ＧＱ ］ の ｲｾ ':j い宅 対する II Jl. J を養わせよ うと する教育的配1 . &ーか ら、

の接点にロビーを配し、情1:¥1のボ リウ ム 、光、 北l伎の家u、! 照明* 器具、タ ペスト リーな と。が1¥1¥

視線の ｩｦｩｕｌ なと Ｑ こ変化をつけ、白 ｬｩ 弟、学中、 ｾｴ 11iii され、ぷ朴でやさしい空間l をつくり 11 ｾした 。

徒制 l立の交流の場とした 。術的燃は l フロアに ( 本城 N¥彦 、杢谷保 J ミ/ 竹中工務1苫)

内 装 阪 神 木 工 州'，:(，，;トメ l' {-I判 3 - 2  - 3  T E L  0798 47 0915  

天 井 朝 日 特 殊 合 板 大阪市京区償堀 5 ー 7 T E L  06 271 8691 

家 具 ア ク タ ス 点点郁渋谷区渋谷 2 - 1 ー 13 T E L  03 -499 -4001 



ホワイエ (2階) 撮 影 新 建 築 社 小 川 泰 祐

包

自鹿記念酒造博物館ホワイエ・ロビー

設 計 施工 大 林 組

この博物館の中心となる 「記念館」の設計にあたってはく建築笠 II1J>と〈展

示空間〉の統ーを図ることにより〈モノ= 展示物〉を空間の y ンボルとし

て高め、ここを訪れる人々に「お澗」の情報を提供するだけでなく、知的

参加を呼び起こす笠かな空 間1をつくりあげることに留悲した 。

エントランスホールに入ると、パティオを境として北側に展示室 ・講堂 ・

中央ホール、南側IJ に収蔵庫 ・管理|刻係をそれぞれの機能に応じて配置し、

展示室は 中央ホールを中心にして 3 つのサブホ ルとともに自由な組み合

わせて、展 示ルートが 組めるよ う計画し 、 Ａ ｾ Ａ ｉￍｉ 度の高い展示空間とした 。 北

恨IJ の展示ブロ ンクではエントランスホール ・中央ホール ・展示室 ・2 階の

ホワイエ ・講堂なと、すべての空間が有機的に結 lまれ、この空間を通して

自然、光が 3 次元で桃成された壁面に光と ;i 診を務とし、美術館に求められる

盟かな空間をつくりあげた 。 ( J 二村幸之 ・梅野克ft 1 ] / 大林組)

壁材テ'ュ・ノセJ レ 東 京 福 幸 壁 材工 業 大阪市平別区北ト 5- 17 T E L  06- 792- 1463 

サッシ ・窓格子神鋼 ノース 大阪市北区西天満 5 - 1  - 9  T E L  06- 364-9371  

家具 日本 総 喋 大阪市東区安土町 2 - 30 T E L  06-261-9951  

所 在 地 兵 康 県 西 宮 市 鞍 掛 町 8 - 21 

構 造 規 模 R C 、2 F  

竣 工 昭 和571手4 月

最 寄 駅 阪 神 電 鉄 西 宮 駅

* : .'.1
1

，御影石 J &  P( I :  1'.げ、カーベ y ト、タイル

明 デユ y セル

天井 f ' f ¥天) ! スチーノレエン ポスノ、オJ レ焼Hi令袋、

岩綿 ｩ リ ｾｍｯ｣ ｬ⑦ Ｑ Ｕｭｭ 、 ｖｅｐｉ 収ＨＮＩ

ロビ ー( 1階) 撮影 s s  



所 在 地 大 阪 市 西 区 新 町 1 ー 1 ー 17

構 造 規 模 S R C + S 、 B 2 F 、10 F 、P 3 F

竣 工 昭 和57年 5 月

最 寄 駅 地 下 鉄 四 ツ 橋 線 本 町

床 300口、100ロ7 イJ レ貼り

Ｇ｜ｾ Ｚ＠ ｾ昔 ＱＱＱ 空スクラ ｹ チタイル Ｗ ランス ｉＡｉ［ リ

天 井 洋t括和w合板 os 、 L C

撮影 ・村井修

4  

長瀬産業本社ビル・ロビー

設 計 施工 竹 中 工務 l吉

長 ｩ 府 ｬ 産業本社ビルは、 ｉｉｻ ｻ 平日初 Ａｾｉ に当社の設計施工で佳てられた旧社屋の ｭ

* 工 ιF として計阿されたものである 。建築主のI r l: t : 上屈に対する思いいれは、

ことのほか強いものがあり、新館の外観は、日 l館のイメージを継水する j杉

で決定された 。建物の玄関は、 1[1 館の JK; 闘をそのまま使うことにし、 Irlfi 自

と新館にまたがるロヒーによ って、新 11:1 Ｒ 械が Ｑｾ 枕されている 。

ロヒーの仕上げは、外畿の土石器質スクラ ッチタイル ( スクラ ッチタイルは

当時の流行でよく使われた外装材だが最近はあまり使われていない 。m館

の外装にもこのタイルが使われており、年月をへることによ ってでてきた

風合いを表現するのに、何度も試験焼きを繰り返した。) を、そのまま室内

の壁の仕上げにももちい、床は、同系色の大711! タイル ( 300 ロ) をベースに、

100 および 1 0 0 X 3 0 0 を使 ったノ ぞターン M' J としている 。重厚で、的かな

/品ち Jむし、たぷ凶欠をもっロビーは 、企業イメ ー ジをよく表現しており、こ

こで働〈人々はむちろん、このビルを訪れる人々にも税しみ深い ｾｉ Ｚ ｉｊ とな

っている。 ( 水[ 口祐三 ・林 j幸雄/ 竹中工務I，ti )

内外装タイ J レ 志 野 陶石 点目Il rI， oj' 京区御池御千町内北間1I T E L  075-2222311 



富

美津濃千里ビル社員食堂・マルチプレゼ、ンテーションホール

設 計 監 理 東 畑 建 築事 務 所

施 工 竹 中 工 務 庖 ( 建 築 ) 他 7 社

社員食堂 ( 撮影 . 島修一 )

? ) レチ プレゼン テー シヨンホ ール (撮影 白s s 大阪)

所 在 地 箕面 市飴 場 東 3 丁目

5 番 地

構 造 規 模 9  F 、 8 1 、 P 2 、

地 上 S R C 、 地 下 R

C  

竣 工 昭 和57年 1日月

最 寄 駅 北 大 阪急行千里 中央駅

ス ポ ー ツ HJ .I.. 
1

，のト y プ メ ー カ ー

で あ る M IZ UNO が 、 ス ポ ー ツ

ウ ェ ア の デ ザ イ ン ・試 作 研 究

から配送 ・ ，Ｚ［ｾＮ業までを Ｍ ｬＧ ｬ して

行ない、アノ マレノレ苅i 門 の rl' 相正と

なるべくこのピノレは，怨設された 。

運動用共のｾ古ｩｉｩからスポーツの

7 7 '，ション Hニ11寺'f- t に」、さわし

し、新しいイメージの MI Z UNO

に j脱悦j皮支する拠，1:1;以'

ここて ｍイ ｪｾ 励助＼ｴ紅社 Ｑ ＮＱμｩ は、 11，): t， JJr しい

感覚を必袋とするスポ- " / ファ

ッ シ ョ ン の filJ ili に 取 り 組 む 人 た

ちでレある 。

l喫 ぶ コ ー ナ ー を 1il 設 す る 社 μ 食

堂は、このピノレでi動 〈 ク リ エ ー

タ ー た ち が リ フ レ y シ ュ ス ペ ー

ス と し て t罰則できる釜山l とする

ため、 ｲｾＱ るく ｹ ンプノレて守 ｬＧｴ 治＿な

雰 ¥111公をつくることを; む図した 。

木 rmに は 、 か つ て ゴ ル フ ク ラ ブ

や ス キ ー 桜 な ど に 使 わ れ て い た

ヒ ッ コ リ ー を f!l! JTI している 。

エントランスホーノレに隣J長する

2  ｊＰ 吹抜けのスペースは、ノ Ｇｋｾｉ

他 次 郎 社 長 の 命 才，によりマノレチ

プレゼンテーンヨンホーノレと 11乎

ばi L 、 M IZ UNO 7 ' ラ ン ド を ア

ピーノレするためのさまざまな 1m

し が 行 な え る よ う に 、 千十純 の iii(

ｉｾｕ が ＱＱｦｴ 危なスペースである 。 明

1Mを iiili る タ ピ ス ト リ ー とレリー

フは ))111桜- l lhHI'1の 作 に よ る も の

で、 M IZ UNO に ふ さ わ し い イ

メ ー ジ に よ っ て こ の ス ペ ー ス を

ui UUしてし、る 。

(  I i 出迎始/ 米知l処 ls '1'; 務 所)

社 員食堂

IAi : ビニー ル デザイ ンタイル

ｉＺｴｾ ｾ＠ ガラスクロ スV E i'i'袋

xn :  f十年fl¥l 倣;'Ht比リ 7 i ・J' A E  P i'i'装

? ) レチプレゼ ンテーション ホール

!よ 7  "/ クドラグカ ーペァ ト

明大J l I[ イ1

.1< )1. :  i4斜¥1以内似リプf . I 'ラ y カ- II i¥(，t

ゆ袋、 Ｍ ｦｦＱｾステンレスエ ｹ チＯグ

天井スiテンレス・エッチング 太阪 rli 点1'<:' ドrf' 町2- 10

田 島 順三 製 作 所 T E L  06 203 415 1  

天井ダイロート ンリプ 大阪 Ｂｩｾ じ ｉｾＺ ＧｩＧ之Ｏ，，｜ Ｒ 3  18  

大 建工 業 r E L  06 - 228- 3472 

敷物 大阪 rlir判l正lti 船 場3 J  J  20 

住 江 織 物 ・J' EI _ 06 - 231 - 0081 



B  

日本臓器製薬生物活性科学研究所大会議室

設計監理安井建築設計事務所

施 工 竹 中 工 務 庖

園圏直面麗欝わた

研 究 所 は 実 践 の 場 で あ る 研 究 室 機 能 と 、 会 議室 、情報調: f f . 室 、 図 山 室 、ラ

ウ ン ジ な ど の パ y クア y プ 機 能 と に わ か れ る 。 本 研 究 所 は 、 と く に こ の ノ 〈

y クア y プ機 能 を 充 笑 さ せ て い る こ と が ひ と つ の 特 徴 と な っ て い る 。

50名 が 収 谷 で き る こ の 会 議 室 は 、 研 究 所 の 交 流 を 似 極 的 に 図 る た め と く に

設 出 さ れ た も の で 、 そ の 内 容 は 同 11寺通訳装世をはじめ、的事訟の f江主t信 号 化

を テ ー 7 に 大 胆 ビ デ オ プ ロ ジ ェ ク タ 一 、 テ レ シ ネ 装 ; 丘 、 研 究 室 ・役 只 釜 と

の オ ン ラ イ ン 化 な ど 、 充 実 し た も の と な っ て い る 。

室 内 は 両手; からの眺望が楽しめる大きな窓を官IIJ [ ( i j にとり会議室 の ぷ 凶 % を

や わ ら げ る と と も に 、 / 高 ち つ い た 飽 き の こ な い 材 料 、 色 測 を も た せ た 。 ま

た、 rl Jの 広 い 使 い 方 が で き る よ う 家 具 は 移 動 可 能 な も の と し て い る 。

Ｈ大 村鍬太郎 Ｏ 安 Ｎ ｈＧ 処ｾ Il¥t f， 1- Ｇ ｲｾ 務所Ｉ

家 具 高 島 屋工 作 所 大 阪 市 浪 iili 区 日 本 椴3-5- 25 T E L  06- 644 - 1201 

カー ペ ッ ト他 フ ォ ル ム ユ ニ 大阪市京区隣組:4 -5- 2  T E L  06- 281 - 0177 

金属製パ ヰJ レ 近 藤 金 属 工 業 大阪市西区土佐地:2- 2-20 T E L  06- 44 1- 8676 

視聴覚設備 日 製産 業 T E L 0 6-お か2633 日 立製 作 所 T E L. 06 203 5781 

目 立電 子 T E  L  06 386-4881 

所 在 地 兵 庫 県 加 東 郡 社 町 木 製 字 川

北 山 4 4 2 - 1  

構 造 規 模 B  1  ｾ Ｕ＠ F 、 R C

唆 エ 昭 和58年 6 月

最 寄 駅 中国ハイウェイパス・滝野社インター下車

床 . ウールカーペ y 卜

Jll : ;If ラスクロス V P 、ステンレス鋭而仕

上回 I也押え

天引 岩綿吸音板、木製姐紋

家具 。スチール G B仕上7 イ 7 カパー付

7 ホカ・ニ - 7 リアー仕上

献し= 一|

ラウンジ



7  

山岡メモリアルビル・会議室

設 計 監 理 日建 設 計 / 大 阪 久 米 建 築 事 務 所 (設備)

施 工 大 林 組 ・竹 中 工務 庖・鹿島 建 設 ..J V  / 家具・敷物 ・阪 急百 貨 1吉

「いかにうまく会談をするか 」というのは 、多くの会社での関心事であろう 。座

り心地の良いイス、 H艮を疲労させない照明は必須のことだが、ここてt まさらに別の

装置をもってい る。 それは、カラーテレビモニターが 2 人に l 台あて、机に組み

こまれているのである 。 これにより、ビデオによる tH保有i伴 、予波し回覧不要の

サンプル検討、図表説明など、みやすくスピーディーな会議辺包ーが可能となる 。

また、ペーパーレス会談ともなり、 "，Ir wを彼数で作成 ・保竹ーする無駄が符け、か

つ機密保持にも効果的である 。7 イクとスピーカーがそれぞれの防に組みこまれ、

大きい部屋でも1 ' 1然な会話ができる工J そも施されている 。

右写J 1 の会議室では、テーフルの j診を長 )J"}移のように上座、下l主のはっきりした

形でなく 、三角形として 、会議する人向上の視線がi創立に絡まり、 t首公のある会

議が行われるように々えている 。 ( 駒田哲 男/ 日怨21tz汁)

家 具 阪 急百 貨 l左 大阪市北区! I . j IJl田r8  - 7  T E L  06- 361ー 1381

内 装 内 外 木 材工 業 大点市谷川 2- 7 1  T E L  0720- 72- 2161 

所 在 地 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 1 番 27号

構 造 規 模 5 R C 、B 2 、11 F  

竣 工 昭 和57年 9 月

最 寄 駅 国 鉄 大 阪 駅、 地 下 鉄 御 堂 筋 線

梅 田 駅

成 ウールカーベ y 卜

".t :  P.  B下 I山崎;I!/;

天J i ' : P.  B 下地布I ! /; E. P  

会品テープルンステム y ャープ体

撮 影 上 川 征 洋



所 在 地 大 阪 市 北 区 堂 島 浜

2- 2- 8  

構 造 規 模 本 棟 S R C、12 F 、

P  3  

駐 車 場 様 R C 、8 1

唆 エ 昭 和55年 5 月

最 寄 駅 地 下 鉄 四 ツ 橋 線

西梅田駅

床花! 剖: r i ( 北木) 荒j I J 仕上

!笠 ・花1';1石( 稲凶 ) ピンャン仕上

天井 アルミ板折1111げ加l工および

アルミイHLスパ ンドレ J レア

ルマイト仕上

彫刻: 流政之

| 三三 雪 f f I

• • • 

包

東洋紡ビル・エントランスホール

設 計 大 林 組

監 理 東 洋 紡 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

施 工 大 林 組 ・ 東 海 興 業 共 同 企 業 体

住宅の玄関を見ればそこの家J! l i ¥がみてとれるよヲに、ビルのエントランスホール

も、社風なり、企業イメージを象徴するものでありたいと J7・えた 。 ホールを椛成

する栄村 ・テクスチ ュア ・スケール ・フロボーンヨンとい ったデザイン嬰索は、

「明かるく、誠実で、力必い J 企業イメージを表現し、出勤時の社只にさわやか

な緊張感をもたらすことを意図して決定した 。

峻エ1去、このホールと玄関 Ijtj のフ・ラザに彫刻lが白かれ、また、 11久V，，: 壁面のタピス

トリーも季節l ごとに船け符えられることにな った。 ホールは一段と充笑し、ビル

を訪れる人の目をｾしませている 。 これは、処 ｷｩ 主の［思 ｬｦｩ 切と設計者のＺｴＡｾ図のしあ

わせな結般の一例であろう 。処物の峻工は、また誕生でもある 。建築主と一緒に、

H寺! 日! をカ‘ けてずf てていくことカ f て。きたらと. ' J . I，っている 。

( 本間利政/ 大林組)

天 井 創 作 パ ヰ ル 奥 村 重 兵 衛 大阪市北灰丙天満 5 - 3 - 7 T E L  06-312- 4131  

照明 大 光 電 機 大阪市点成区中道 3 - 15 - 16 T E L  06-972-5551 



包

公文教育会館特別講習室

設 計 監 理 日建設計/ 大阪

施 工 フ ジ タ 工 業 二 葉 工 業 ( 家具)

床: ウイルトン ( 耳IJ 注) カ ペ y 卜

ｾｴￎ＠ ガラスクロスさし込み目地

天井 岩綿政官板 EP 

家具 ( 会議テ プ J レ) 、ダイ / . ，ク y ー 1.1日1 リ

Ｈ イス Ｉ 、 ｆｒｐ 製裂地 Ｇ［ｬ ｾ 1)  

公文教育会館はホール、サロン、図書資料室をはじめさま

さまなタイプの会議室を備えている。

この特別講習室は主には 、公文教育研究会の指導者が所定

の研修、訓練を受けて指導者としての資格を得たときに、

会より「証j を授与される折に用いられる室である 。 さら

には隣室に調整室を設けており、テーブル上の同H寺通訳装

置により国際会議にも対応できる 。 また 2 台のモニター T

V によ って、エントランスロビー、公文ホール等、この会

館の各室とのつながりも持ちうるように設計されている 。

( 森島左武郎/ 日建設計 )

家具 二 葉 工業 京都市中京区河原町通二条下 J レ T E L 0 7 5- 21 ト4646

敷物 住 江織 物 大阪市南区南船場3- 11- 20 T E L 0 6- 25ト 0081

所 在 地 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 5 丁 目 51

唆 エ 昭 和 56年 5 月

最 寄 駅 阪急 ・地下鉄、 西 中 島 南 方 駅

E  

ｾ坦同時一

エ ン トラ ンスロビー



ｾ｀＠

口イズ国際銀行大阪支庖事務室・エントランス 所 在 地 大 阪 市 東 区 瓦町 5 - 7 1  

般 計 監 理 日 建 股昔十/ 大阪

施 工 大 村 家 具 工 業

エ ン トラ ンス

竣 工 昭 和 何 年 9 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 本 町 駅

事務室 撮影 ・上川征洋

1  ffll ガラスプロ "/ 7

天J i ' :  P. 8 2 弔I! 占1! f冷沙下地 V. P  

ＱＱＱ ｾｬｬｬｩｪｮｩｩｬ 作業ｼ向 ＩＧ［ＱＱ ， 、

本銀行の大阪支胞は、ロンドンに本拠を世〈国際銀行の西日本

の拠点である 。

20年前に建ったビルの改築で、天井の低い圧迫感と、ハンチの

ついた梁の存在感を消す目的で、壁 ・天井 泌を同じ材料一一

オートミルホワイトのペイント仕上としている。床は机の配置

替え H寺に床配線の処理の答易なカーペ ッ トタイルの敷詰。照明

はクリ ッ ドルーパーのノングレアタイプ使用。将来士曽える書類

のためには十分な数の壁崩収納体を組込む。 また、ガラスブロ

ック墜を、個室のほかコンビュータ一室、テレ ックス室などに

用い、音とプライパシーに対処するとともに、透視性を利用し

て職場に一体! 惑をもたせている 。営業室には、エレベーターホ

ールからの突きあたりに、アルミレリーフの大壁画を自己し、フ

ォーカ l レポイントとして空間を特色あるものにすると同 H寺にこの

銀行の活力、信用を表象させている 。 ( 駒田哲男/ 日，建設計)

ZZ手とどクス タ ナ ハ シ 大阪市京区航堀4- 12 T E L 0 6-261-2661 

収納家具 岡 村 製 作 所 大阪市南区南船場4-2- 4 T E L 0 6-244- 9711 
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日生学圏第三高等学校来賓玄関ホール・学園長室
所 在 地 兵 庫 県 飾 磨 郡 夢 前町 戸倉

梅 造 規 模 R C、 4 F

設 計 施 工 熊 谷 組 ・奥村組共同企業 体

日生学図第三高等学校は、、、自然を lJXぃ。、行学一如、全

力主義。の教育方針をも って、 検Ｍｾｾ｜を ｬＡ Ｈｬ，らす人物Ｂの

育成をめざし、哀の人間形成教育を理念とする、学校法

人 日生学園の第三番目の総合学舎である 。

この第三高等学校には、それぞれの機能をも った三ヵ 所

の玄関ホールが設置されているが、この玄関ホールはそ

の内のメイン玄関で 、来賓用のために用意されたもので

ある 。J 1 l k のひとつをも許さぬ校風を写し出すように磨き

こまれた床、質素にして簡略化されたデザインの中にも、

来賓に対しての出向かえの場としての荘厳さをも意図し、

壁は石貼りとしている 。

また、本年 3 月に完成した道場正面玄関と軸線を合欽さ

せることにより、メイン玄関であることの緊張感を演出

している 。

学図長室については、南に聞けた地形を故大限いかした

計画とし、戸倉の山々を借景として採り入れるようにし

た。外部空間と内部空間との接点部分には、ルーフガー

テンを設けることにより、内外の融和を計 った。

( 板井亭介/ 熊谷組)

鐙 エ 昭 和58年 2 月

最 苦 手 駅 国 鉄 播 担 線 福 崎 駅

玄関ホール ( 1:)

lぷ 外同区: 御首長石 ( 7 ホガニ )本l砦き

1:lt 外IJ iJi>l t大明石、 トラパーチン

天川 鋼板焼f.j-i!r装成明似

学園長室( 下)

床 カ ー ペ y ト

ｾ ｗＺ Ｚ＠ J. MJ 也練イ1

Ri 1' :  ./Ii l!t.リ

石材大理石 ・花閥石 馬 j副IJ: 大王里石商庖 大阪市北区夫事1' f，!i; 3- 10- 30 T E  L  06- 353- 8641  

内 装 板文 姫路市綿町47 T  E  L  0792- 82-∞31  



1包

大林組技術研究所本館研究室・事務室

所 在 地 東京 都 清 瀬市 下 清戸 4 丁目 640

精 造 規 模 R C 、B 1 、 3 F 、P l

設 計 施 工 大 林 組 東 京 本 社

研究室

床 。カーペ ッ ト

壁 石 膏 ボ ー ド V E P

天井 ・岩斜1吸苛板

家. J . { . ( ，とネノレ) ースチールメラミン焼付

事務室

竣 エ 昭 和57年 4 月

最 寄 駅 西武 池 袋 線 清 瀬駅

この技術研究所本館は、機能性、居住性などを十分に満

たし、経済的にも裏づけのある大幅な省エネルギー化を

図り、年聞の消費エネルギー量を 100 メガカロリ ー/ 耐 年 以 下

の超省エネルギービルとすることを目的として建設され

た。( 竣工後 1 年の消費エネルギー量計測値86 .7 ノガカロ

リー1m' 年)

採用された多くの省エネルギ一手法の一つにタスク ・ア

ンビエントライテイングカずある。

各個人の*JLはノ マーティシ ョン一体型とし、パーティショ

ンに取付けられた可動式の! 照明( タスクライト) は 各人

が好みの位置に調整して快適な作業空間にしている 。天

井には作業空間全体のベース照明 ( アンビエントライト )

を設tn し、 7高うむいた、やわらかい雰囲気をつくりだして

いる 。( 一般的な 天井照明方式に比べて H賢明用エネルギ

ーは 50% 節 減 )

事務室は対商業務が比較的多いのでパーティションは高

さ ＰＮＹｍ を採用 。ｾ の多目的使用に対応させるため、天

井! 照明は可動式にしている。

研究室は各人が夫々の研究に専念出来る空間一個室的空

間l をつくり出すと共に、 研究員相互のコミュニケーショ

ンがはかれるようノマーティションは 1. 4 Mの高さとした 。

( 篠築陽右/ 大林組東京本社)
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全日本海員組合神戸地方支部会館談話ロビー・

設 計 監 理 東 畑 建 築事 務所

施 工 鴻 池 組

やI' J i 泌の '1' 心 と も い え る '1' 尖 犯 に 1Mし て 位 山 す る

この会館は、 神 戸を '1'心 と し て 近 畿 地 方 全 域 に わ

た る 組 合 活 動 の 拠 点 と し て 、 ま た kdl 令 ri の 交 流 の

場として; 1-1回 さ れ た 。

談話ロビーは、. ! i IJl，J ホーノレと- {，本 化 し た ゆ と り の

あ る ス ペ ス と し 、 組 作 の 歴 史 に ま つ わ る l民 ポ 物

を納めた記念‘ ホーノレを {jf 設 し て い る 。 エ レ ベ ー タ

ーホーノレ ・廊下とは、組合1 - 1 の絵阿作品を展示で

きる ili リ付けノ マー テ ィ ン ョ ン に よ り 仕 切 る こ と に

よ っ て ロ ビ ー と し て の 泌 ち ぶ さ を 縦 似 し 、 現 役 ・

ＰＸ を ｉ ｾ 月わずすべての，Ｅｉｬ作以の Ａｕ Ａ ｉ，Ｎ、の場となるこ

とを芯'1:.. 1した 。 肢を自liti る陶板レリーフは、附弘・' *

ii lf令 紀 氏 の 作 で あ る 。

ムーl刈ホーノレのりf に 5'lt め 込 ま れ て い る オ ー ダ ー は 、

大正初期lに 他 設 さ れ た と 剖t，;;b' される I11会 館 の止:1具j

に あ った も の を 移 z没 . l u; 己 し た も の で 、 全 n-1ζillt

r- t 机イ干の H:ぃ原弘: を 物 詰 る モ ニ ュ メ ン ト で あ る 。

(  F. Iti ｊｾｾｾ＠ tm / 点制111 ，悠築事務所 )

天# 材ソーラント 日東 紡 績

カー ペッ ト他 川 島 織 物

大阪 di ｾｾ区内閲 ｴｲｩｩＵ 30 

T  E L  06- 208- 5076 

大阪市北 I>{ 世仏 1 - 1 ー 5

] ' EL 06 - 347 - 0469 

玄関ホール

談話 ロビー (よ) 床 ウィルトンカ ーベ y ト

段チ ＭＷ 紋付 一 部 ｹγ ラス Ｗ ロス ＱＱ ｾ 1) 

天チ| 岩判 ＺＱ 汲 ｴｾ

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 海 岸 通

3 丁目 1 - 6

格 造 規 模 S R C 、6 F 、P 1

竣 エ 昭 和56年 E 月

最 寄 駅 国 鉄 東 海 道 線 元町駅

玄関ホール ( 下) 床 花I"j 石脱線帰り

! 笠大理II 石

天井談話ロビーと同一

撮影 : ss 大 阪
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神戸市医師会館ホール・談話ロビー

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 橘 通4 丁目 1番 20号

構 造 規 模 R C、一部 5 、5 F 、P 1、8 1

竣 工 昭 和56年 5 月

最 寄 駅 国 鉄 東 海 道 線 神 戸 駅

ホール
床 カ ーペッ ト

段。クロス ( ホールは木製I汲竹 パ ネ J レ)

oR11 岩綿 l以T1 板リブ{ ' J - A E P 喰装

談話 ロビー

泌川! 神社の近くに位置するこの建物は、神戸市医師会活

動の中心となるだけでなく、市民のための夜間急病診療

所を併設し、また会員相五の交流を図るための談話ホー

ルや学術研究発表などに利用される 350 人収容のホール

が設けられている 。和室 ノ〈ーカウンターと隣設する談

話ロビーは、床をアイボリーとエンジ色のカーペ ッ トで

帰り分けてゾーニングを明係にし、また造作材と同じ米

松をアクセントラインに使用した 、組み合わせ配置のお

もしろさを ff 図した家具により 、コミ ュニケーションの

場としてふさわしいしつらえがなされている 。ホールは

各砲の l決写 ・音響設備を備え 、i壁笠而は同じ j形杉状をした 2

』抑T叩F

し、ホールとしての音響効探: を雌保するとともに 、そ の

正確なグリ ッ ド桃成により学術研究の場としてふさわし

い清楚な空間l となるようテザインした 。 また壁面のタピ

ストリーは中西勝画伯の原画により繰織で製作したもの

で 、必要時にはステージの引き分け式の鍛帳としての使

用が可能である 。 (玉置盟始/ 来畑建築事務所)

家 具 インテルナきたむら 。
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b大 村 家 具 工 業 株 式 会 社



優れた機能性と

豊かなファッション感覚c

- 手軽に持ち運べ、保管場所も選はないコンパ

クトサイズ 0

. 一 人でも施工できる、 置き敷き方式 0

. オリジナルなファ ッション感覚。

・部分取換え、敷き換えメンテナンスも簡単 0

. コンパクトシステムだから経済的。

. 実証ずみの一流品と洗練されたデザイ ン。

渡 株 式 斜 川 島 織 物

社 干601 - 11 京 都 市 左 京 区 静 市 市 原 町 265

T E L  ( 075) 741 - 3111 ( 大代)

H  583 ( ヒューガ社製)

・ナイロン 10 0 %

H  465 ( ヒューガ社製)

・ナイロン 100%

P2100( ミリケン社製)

P2120(  "  )  

・ナイロン 100%

- サイス:'50cmx  50cm 

- サイズ 50cmX  50cm 

〈 無 地 〉

くパターン〉

￥8 ，960j m'  

￥12 ，100j m'  

￥21，050j m'  

24 ，200j m'  

- サイズ45 ，7cmX 45. 7cm

東京営業本部 干 100
東京都千代田区永田町 2 丁目 14- 2 ・札 幌公 ( 011 ) 27 卜6550附 ・大宮包 ( 0486) 52- 1255 ・名古屋台 ( 052) 22 ト 1311 ・高 松宮 ( 0878) 35- 35印刷

大阪営業本部 〒530

山王グランドビル 5 階 ・盛 岡公( 日196) 23- 2792 ・横浜2i ( 045 )662- 4634 ・京 都合 ( 075)41 4ー1871附 ・松 山公 ( 0899) 25- 7170

T  E  L  ( 03) 580- 4511 ( 代) ・仙 台2i ( 0222) 66- 1449附 ・静岡宮 ( 0542) 55- 1092 ・金 沢2i ( 0762)  91 - 0090 ・広 島公 ( 082) 243- 7170

大阪市北区堂島| 丁目| 呑 5 号格回新道 ・千ー葉2i ( 0472)  25- 9250 ・新潟2i ( 0252) 24- 1121 ・神 戸倉 ( 078) 332- 5625 ・福 岡宮 ( 092) 573- 2474

ヒ' ル 6 階 T E L  ( 06) 347- 0451 ( 代) ・宇都宮台 ( 0286) 33- 3473 ・大阪公 ( 06) 347- 0451附 ・岡 山台 ( 0862) 26- 2677 ・鹿児島公 ( 0992) 55- 9107 



学校サインのすべてノ

ご提案します; 幼稚園から大学院まで教育環境サインの全て。

DAI CHI  STAI NLESS SI GN S Y S T E M F OR  S C HOOL  

|  ダイチステンレスサインシステム 〈学校編

. サインを越えたサイン/ 必要な全アイテムを系統別に分類しましたので、大規模から小規模

いま、全国的規模で教育環境の整備・改善計画が進行しています。 まで、あらゆるスケールの複雑多岐にわたるサイン計画ふ容易にその

そして、その一環としてサインの積極的な導入に関係者の方がたの熱 細部までを把握していた t.:.<くことが可能になりました。

い視線がj主がれています。ますます綾雑化、高層化する学校建築の また、レイアウ卜 ・モジューノレや文字高、シックなカラー・ バリエーション

現状がある一方、サインに対する認識が高まりつつある今日の一般 などについては、 i凡閉性の高い、しかもt貯密なダイチ独自のマニュアノレ

情勢を合わせると、当然のなりゆきと言えます。サインの数多い納入実 を作成してサイン導入計画のH寺間短縮化を計り、皆さまのあらゆるニ

績を誇るタ河チ 1.:J:、 これらの情況をふまえたうえで、サインに必要な全 ーズ、に敏速に対応できるよう万全の体制を整えました。

ての機能を充しつつ、さらにより良い学校サインとは何か、を考えました。 : 学校サイン導入計画のスター卜から、夕、イチステンレスサインシステム

その結果このたび発表いたしますのが、サインを越えた学校サイン、 〈学 校 編}mss) をご利用くださ L、ますようお願L、申し上げます。

「タ守イチステンレスサインシステム 学校編」です。重厚で、かつ美し

〈整備されたサイン群は本来の機能はもちろんのこと、 学ぶ者に誇 り

と愛校心 を与えるばかりでなく、よりレベノレの高い校風づくりのお役に

立てるものと確信いたしております。

. ソフト料も明確に設定/

当サインシステムの大きな特長のひとつは、従来算出が困難とされて

いたソフト商の料金を明確に打ち出し、導入計画当初から計画全貌

の積算がおこないやすくなったこと lこあります。 さらに、 学校サインに

。器itr

株式会社 ダイチ

本社= 干135東京都江東区東陽3- 24-14

合 03- 647-1185 ( 代)



/ '  イ ンテリアのすべてに活躍するタカ シマ ヤ

室 内 装 飾 設 計 施 工

造 作 ・ 家 具 ・ 船 舶 車 輔 内 部 装 備

⑧大閉し?f!



光と風は出入り自由の防犯シャッタ「

独自の通気孔の働きで、閉めた状態でも採光・通気が自在。しカ、も安心なオートロック機構を採用していますL

閉庖後のお庖の外観が一様な金属シャッターとL 、うのは、味気のな

いものですね。タチカワの「フーラインドシャッター」なら、絡調高いヨーロ

ヒ。アンスタイルのテ可モイλ シャッターとして使えば¥閉庖後もノ、ンサムな

外観にできます二しかも、降ろしたままで採光 ・換気が自由自在。オート

ロック機構の採用で鍵のしめ忘れの心配もなく、 業種を問わず幅広

くお使いし、ただけます二さらlこ中空構造なのてや断音・断熱効果に優れ、

窓を閉めたままても開閉操作ができるので: 一般住宅の雨戸としてはも

ちろん、病院やオフィスのフラインド・間仕切りにも最適ですユそのうえ巻

き上げ式ですから戸袋スペースも不要て: 開閉音も静か。合理的な

設計の「ブラインドシャ ツタ寸が、建築に新たな可能性をもたらしました。

ご Ｗ Ｉ し ｲｾ 三主主 Ｑ i  ｾι 三三よ ｨ
守:.. I I 事 t 、宇まZ 宅云云云三司 t i  j τ  ｦ ｅＺ ・ｾ Ｍ r = l 1  f1" 1  

' ' ;  I  I  !  ¥. 11:: ..... . / ニtl "，" !  ｾ、 ｊ ｴＺＭ Ｎ Ｎ，［こっ ｉ r  /， 

I  • i  可 1= 0 ｾ二 ＱＱ ‘ 、 !  ｾ ＧＭＮＮＮＮＮ￬ ｴ］Ｚｾ し ゃ ￆｬ ｉ ，ＢＢ， ￞

;  : :  Ir::: "  =l f i "' :  l f u: 市伊ヰ11
4 ・・ ...- コI I!. J !  .仁、U ムJ . Y=l f I  

・!  u :ご三= 二二三::11 " " "  i  I t-二- 二一司 I I

戸袋スペース・庇も不要 E ユニット方式で取付簡単 E 堅牢なアルミ合金製

住宅の雨戸に E  オフィスの間仕切りに Z  ガレージのシャッターに

上部へ巻きとげるので、 戸 E 収納ケ ースをガイドレ - ! 部品はアルミ材で. J占を

袋は不要。しかも収納ケ- :  I V にひっ借りるだけ。取 t 寄せ つけません。防犯性

スが庇がわりになりま丸 Z 付 1111驚< I i ，簡単で丸 2 も万全で安心できます。

宮 |: ヨ三子力ヲ |

コライン ｆｾ Ｇ￞ＺＺｉ ＹＭ
すぐれた断音・断熱性

住宅のブラインドに

独自の中空椛造のため、

l析音性 ・断熱性に優れ.

冷暖房刻j 巣を高めます。

採光・換気が自由自在

后先のブラインドに

スラット1mのi通告i孔により、

降ろしたままでも保光・換

気ができま丸
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ニ量サツンにブライン ド担能 告プラス 太 陽帽 射 酷 ｾＸ ＲＥ カ ｹ ト 集中制掴システム町宮エネブラ インド フロア別制国も可能で. 大盤強援に最 適 フロアそ自由に間仕切る勘〈里

・ブライン卜"サッシ ・コンホルト ・ロ リ ー E S S ・ローリ E S V ・スライディングドア



. A時代のれオフ ィス ・ファニチャー ・システムグ

SYSTEM8000 

より快適に、より的確に。

オフィスは情報の中枢。

多報化し、複雑化する情報に的確に対応し、事務の効率を図るためには、

それぞれのオフィスに最適のコーディネーションが必要です。

チトセの{ S Y S T E M8000} は、機能性を求めてあくまでシンプル、そして、

変化に自在に応じるためフレキシフソレ構造になっています。

O A時代にふさわしい機能性と居住性。

{ S Y S T E M 8000} は、これか らの オフィスづく りを提唱します。

ｼ システムインテリアｾｾ ｾＺＺＺＮ＠
チ ト セ 株 式 会 社 東 大 阪 市 玉 串 町 東 2 - 1  - 1  fi (0729)62-1141附)

本町ショールーム fi (06)245- 1Q印刷 東京ショールーム fi (03)503-6074f代)

- 北海道チトセ側 窓 (011)563-114Hlt)  - 静 岡 チ ト セ 鮒 f i (0542)63-114Hl t) - 兵 庫 チ ト セ 側 f i (078)929-1261刊

- 東 北 チ ト セ 側 企 (0222)98-8331 (It) - 信 越 チ ト セ 側 f i (0252)67-2211附 - 岡 山 チ ト セ 側 企 (0862)32-6604刊

- 北関東チトセ側 まま (0485)59-1331附 - 北 陸 チ ト セ 骨割 合 (0762)40-1441(代) - 中 国 チ ト セ 側 主主 (082)271-8461刊

- 茨 城 チ ト セ 側 企 (0298)23-0232(( り - 中 部 チ ト セ 側 企 (0568)28-5971(It) - 四 国 チ ト セ 側 f i (0878)21-2622刊

- 東 京 チ ト セ 骨割 合 (03) 503-6061(ω  - 京 都 チ ト セ 側 企 (075)  50 1  -5533(lt) - 福 岡 チ ト セ 側 f i (092)611-5181刊

- 千 葉 チ ト セ 側 窓 (0472)50-335HI0 - 大 阪 チ ト セ 側 - 長 崎 チ ト セ 側 f i (09572)3-3803問

- 南関東チトセ側 主主 (0426)91-347Hlt) オフィス家具部 公 (06) 245-1061附 - 熊 本 チ ト セ 側 企 (0963)22-7236附

- 神奈川チトセ側 企 (0462)93-0020(10 ホ ー ム 家 具 部 公 (0729)65-23印 刊 - 南九州チトセ附 まま (0992)51-4511附



東リタイルカーベット

句同p・・司・F

ｾｉ ラコｴ］ＮｩＧート ｇａＭｉｏｏ
耐久性 ・防汚性に特lこ優れたループパイルのタイルカーペ y ト別注色も

あわせてベーシックカラ ー24色 を揃えました。オフィスから庖舗迄あら

ゆるインテリアにマ y チする豊富な色構成となっています。

B. C. F . ナイロン 100 % 8. 200円 / ば

特殊ピチューメンパッキング 防炎試験番号

全 j写 7. 5mm 帯電防止力n工

寸法 50c mX50cm 人体帯電圧3K V 以下

E  0820209 

オフィス用タイルカーペット (受注生産品)

クランドアート GA- I OO・OA クランドアート GA- I OO- SA

(塩ビ‘パ ック) (超 制電 タイプ) 塩ビハック

OA タイプは一般のタイルカ ーペット O A タイプの帯電防止符性

の特徴の他にアンダーカーペ y ト配線 を高めた超制電タイプ 〈グ

システム用床材と して要求される寸法 ランドアート GA- l QO- S A)

安定性、防滑性、床材の下に直接ケ も受注生産しており 、コンピ

ーブルを布設する耐熱性及びケーブ ュータールーム、事務計算セ

ル隠ペイ性にすぐれています。 タ一等の用途に適しています。

ｾｉ ラコド ｐ ート ｇａＭＲＰＰ
ボリューム感のあるカットパイルが確かな踏み心地と目に{ 憂しいイメー

ジのインテリアを演出します。ベーシックな色調と豊かな風合いが豪華

な雰囲気を演出してくれます。

B. C. F . ナイ ロン10 0 % 13. 000円/ m'( 税込)

特殊ビチューメンパッキング 防炎試験番号 E 0  830008 

全 厚 10.  5mm 帯電防止加工

寸法 50cmX50c m 人体帯電圧3K V 以下

22. 52FPート GA- 300
へヤータイプ独特の微妙な風合が特徴のタイルカーペットです。 ゴル

フシューズの歩行に対しでもパイルがひっかからず多方面のスペースに

一味違った床材として御利用項けます。

ナイロン 2 5 % 寸法 50c mX50c m 

ポ リプロピ レン75 % 8.  980円 /ば

特殊ビチ ューメンパッキング 防炎試験番号 E 0 8 3 0∞9

全 厚 lOmm 告げ造性 人体帯電圧3K V 以下

高 松 宮 (0878) 33- 4410  

福 岡 n (092) 411 - 9076

東洋リノリユーム

都 合 (075) 31  4- 6222 

阪 合 (06) 943- 1641 

戸 n (078)  392- 1821  

島 倉 (082) 228- 3361  

京

大

神

広

千 葉 台 (0472) 42- 541 9  

東 京 n (03)  503- 6231  

績 浜 含 (045) 252- 2621  

名 古 屋 n (052)  733- 3471  

幌 n (011) 27ト 2561

台 n (0222)  94- 3505 

越 n (0252)  41  - 1596 

宮 公 (0486) 43- 2135 

札

仙

信

大Ia r_tj 
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オフィスブラインドの項点ユニコンモア c

新鮮な色と形を用意、して新発売。

- ひときわシャ ープなヘッ ドボックス

コードホイール昔 Ｑ Ｑ をヘッドボックスの 中 に埋め込み、ブラインドの直線 ｩｾ

をきわだたせました。空間への調和も 一段と充実。

・理想、の ワンコント ロール方式

昇降とスラソ卜の回転を 1 本のコードで。シンプル& スピーディな操作性。

オフィスプラインドの最高傑作といわれる理由がここにあります。

・群を抜くメカ ニズム

・ ニチベイ ｾＱ Ａ 自の遊星ギヤシステム、 ドラムを採用。抜群の昇降スピード

と軽やかな操作性をお約束します。

- 昇降H奇の「片上り J r 片下り」がありません。

- 下降l埼に、ボトムレールが附害物に当ると、自動的にストンパーが作動

します。

・オフィス待望の32色

空間の用途、 目的に 7 ッチしたカラーコーディネイトを実現するユニコン

モア。人聞の心理面とオフィスインテリアのバランスを科学して、多彩な

カラーを用: 7 J : しました。

・音li品 ・部材もすべてスラ ッ ト同系色化

ヘッドポ y クス、ブラケット、ボトムレール、コ ー ドカバー、ラダーテー

プ、テー プホルダーなど部品 ・苦11料のカラーをスラ y トと同系色化。 イン

テリア エ レメン卜として、ノ f ーフェクトなまでの色彩配慮を施しました。

さらに充実したタテ型ブラインド製品

8 月 1 日一挙に新登場。

オフ ィス用タテ型ブラインド r SolarV J  (来Ir色)

住宅用タテ型ブラインド「ファルシー J ( 新製品)

営業品目 ヨコ型 ・ タテｾブラインド、ロ ー ルスクリ

ーン 、ot 動 . 11昔本 ・x 慾月] ブラインド 、アコーデイオ

ンドア、ノマーティション、スライデイングウオール他

側刷会担= 手ペイ

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 械3- 15- 4 Tel ( 03) 272- 201 l({り

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 綴 ] - ] 2- ] ] Tel (  06 )448- 544]  



「丸しミ柱」に古代ギリシアの呼吸。

&;  B J I { 電 気 耐 子 格 式 首I

ヌケラスを結品イじさせるという高度な特殊技術によって誕生したネオパリエー

ーその深みのある“ 白さ" と“ ソフトな感触" 、またガラス特有の‘ 1品、耐候性"

などが大きく 評価され、さまざまな建築物の内 ・外装に使われています。写真

は名古屋市、住友生命千種ビル。並んだ純白なネオパリ エの円柱が古代ギリシ

アの呼吸をしています。曲面加工も容易なネオパリ エはこのような円柱など

にも適した建材として注目されています。

東京営難部= 〒108 東京都港区三回] - 4-28 n 03(456)3511 大阪営捜部= 干530 大阪市北区内 maJ ] - 1 n 06(312)2971  出張所= 仙 台含0222(63)6717・東京n 03(631) 1462 

名古届包052(937)5113・大阪n 06(723)5061・稲問含092(531)5075 北海道地区のお間合わせは附雄材社会011(731) 1131  広島地区のお問合わせはエヌイージー建材側含082(284)4591



フロアの核となるステー ションは、空間を分害IJし、新しL、スペ 以宙なファフ"y >，ク ・バリ エー ション。組合せのフレキシピ

ー スをつくり、し: かも分WIJ されたどの空間からも利用できる、 リティ。ノノレの徹底した人間主義 lム日本人の伝統や習慣、

いわばオフィスの象徴になります。 行動段式、さらに、 この国の気{ 段、風土など、さまざまな視

OA機器、情報ファイルへの対応。個人作業スペースの椛 点からオフィス環境の可能性色思考し、ザッフの完墜な造

f菜、デシジョンスペー スの効率化。個々の創造性とチーム 彩とシステムを生み出したのです。

Knol l JaDan 
株 式会社ノル ・ジャノマン

本 社・丸の内ショールーム/ 東京都千代田区丸の内3ート l 国際ヒ・J レl 階 TEL03( 213) 6767 干 100

本社事務所・ス' 7 ジオ赤坂/ 東京都千代田区平河町2- 6- 2 ランテ'イツク平河町ヒソレ T EL03 ( 234)  009 1 〒102

大飯事務所 ・大阪ンョールーム/ 大阪市東区北浜5- 35 ' " テイコープビル6陪 TEL06( 222) 5315 干54 1

。』

t  i  



her man mi l l er 

プランを支える優れたハードウェア

Act i on Off i ce⑧ 

株式会社モヨコつ? ニラャ一七一JLコ
本 社 ・東京営業所 干 107 東京都，巷区南青山 3- 卜30 往友生命青山ピル2F T E L .03- 478- 7551 

大阪営業所 干540 大阪市東区京橋 1- 7 大阪マーチャンダイス'マートヒ・ル8F T E L .06- 943- 2816 

、ぜ
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• • 

. ブロンズ+

ブラックウッド

. ステンレス銭面

• 

.. 

ー-

-ー

必ｾＭ］Ｍと剖目略手争郎，芯ｾ｜情方も凱しい、 ｢ らつしや札しい、法ま宮志
=  

粛唱 E t - . 不印苧象矧徴する 山 な 財 オ 仇 払 均 ク 仇 仇

- - 一一一一一- 現代を感じさせるウ折有ウ折I沿ツ沖トtななフオがノば払為、， ｾい、つまでも 変る

こ斗とのな弘し、べ一シツクなスタイ! リ} ンクL 一一一一一一一一-あらゆるコンセプPトlこお応えする豊富なノ f リ

エーションのユニオンド戸、ンドジレレテ有メイト; し昔、まさに純正品。

E 恒 血 血

. ステンレス鏡面+アク1)) レ

UNION 

額ユ=オン
. 本社 一一一一 大阪市西区南堀江2-13-22

干550 ｦｩ ＰＶＨＵＳＲＩＳＷＳ Ｑｾ＠ F AX (533l3丸7

. 東京営業所 一一一 東京都墨田区石原4-3-1

干130 合 Ｐ ＳＨＶＲＵＩＸ ＱＳＱｾ F AX  (625) 8585  

. 名古屋営業所ー 名古屋市東区筒井町1判 9

〒4 61ｦｩＰ ＵＲＨＹＳθＶＰＲＱｾ＠ F AX (935浴023

. 虎ノ門ショーJ レ古一東京都港区虎ノ門1- 26-5

〒105 ｦｩ ＰＳＨＵＰＸＩＲＵＵＸｾ＠ F AX (595)2589 



日 夜 班 両 日 司

快適な光環境を創り出す

ABC商会の照明器具

照 明 環 境 の 不 備 の 一 つ が 、 グ レ ア の 問 題。 作 業 姿 勢 の 状 態 で、

常 に 光 源 の 輝 き が 視 野 に 入 っ て い る と 、 ぞ れ が 心 理 的 ・生 理 的

に 不 快 感 を 与 え ま す。 グ レ ア が 、 い ら い ら 、 集 中 力 の 欠 如 、 さ

ぼ り や 、 女 性 の 生 理 不 順 を 起 こ し て 作 業 能 率 を 落 と す ケ ー スも

オフィス・アメ二ティを高める

グレアカット

で て き ま す。

オ フ ィ ス を 快 適 で 機 能 的 な 環 境 に す る た め に は 、 こ の 問 題 を 解

決 しな け れ ば な り ま せ ん 。 そ れ に は 、 人 間 の 視 覚 メ カニ ズムと

い う ソ フ 卜 な 認 識 と 、 光 学 技 術 と い う ハ ー ド な 認 識 を 調 和 さ せ

たフォ ー カ ル テ ッ ク が 解 答 し ま す。 空 間 を 適 確 に 促 え た 「 配 光

形 態 」 と バ リ エ ー シ ョ ン 、 快 適 な 「 グ レ

アレス J 機 能 、 空 間 構 成 の エ レ メ ン卜と

しての「システム性」

長 時 間 に わ た っ て 仕 事 を す る オ フ ィ ス 。 そ の 照 明 環 境 が 不 備 な

場 合 、 わ ず か な こ と で も 作 業 能 率 が 落 ち ま す。 そ の 口ス は 、 人

員 の 数 X 時 間 で 計 算 す る と き わ め て 大 き な 数 値 と な っ て は ね 返

'  

を 満 た し た 先 進 の

東京都干代田区家田町 2 - 12- 14 

T E し 03 (507)  7111 ( 代表〉 干 100

* 大阪( 南) 大阪市東区京橋 1 - 7 O M Mピル 8 F

T  E  L  06 (943)  2831 干540

名古屋市中区栄 4 - 3  - 26昭和ピル 6 F

T  E  L  052 (251)  4411 〒460

(株lA B C :

社

照 明 器 具 で す。

本

っ て き ま す。

女 名 古 屋

ムオリエンタルカーペット刷会必

本社・工場

山 形 支 庖

大阪営業所

仙台出張所

山 形 県 山 辺 町 21 番 地 T E L (02366) 4- 5811

山 形 市 香 澄 町 3 ー | ー 7 T E し( 0236) 24- 1641

東京都港区西新橋2- 35- 6 T  E  L  (03) 436- 5946 

大阪市西区新町 1 - 2 ー 13 TEL( 06) 531 ー 1850

仙 台 市 豆 橋 2 ー 11 ー 1 T E し(0222) 67- 0222
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- あ ら ゆ る 建 築 ニ ー ズ に お 応 え す る 壁 織 物

洛匠織・寂光織・洛匠ワープ。

- 椴帳・諸幕・タピストリー

- 伝統の技を現代に織りなす

表 装 裂 地 ・ 製 本 裂 地 ・ 額 装 裂 地 ・ 古 代 裂

@ 一 向 キ

本 社 干602 京都市上京区浄福寺通今出川下ル

TEL ( 075) 432- 1171附

東 京 底 干 151 東京都渋谷区千駄ヶ谷 5 - 27 - 7  日本プラン ズ ウ ィック ピル 2 F  

T E L ( 03 ) 350- 6711附

中部出張所 〒491 愛知県一宮市泉 1 ー 1 ー 13

T E  L  ( 0586)  73- 6295 

かるｾく、軽く。 ＳＮＸｫｾ
スリムなボディラインに魅力の脚線美3.8kgにシェイフ。アッ

プしたス夕、ノカーはスムーズ、なギャンギングとスタッキング、

( 30- 35台) でも自信ありの、 ニューフェイスで丸

[ I ] : t l -2 .  
本社/ 東京都千代田区有楽町1- 2-12 〒100 TEL03( S91) 1311 

大阪/ 大阪市淀川区西宮原 1- 4- 11 干532 TEL 06 ( 396) 5111 



照明設計を確かなものにする現物主義

商品のデザイン・サイズ・色などが、現物で確認

できるー ショールームて‘ の器具 選定のメリッ 卜で

丸「カタ ログと商品のイメー ジが違う」い う 不

安を解消。自信ぞ持って総具決定て. きます。多

数の照明に固まれているうちに照明設言十のイマジ

オ、ーションが高まるのもショールームならて" ' j : て許す。

年 中 開 館。お気 軽にご 利用ください一一一一一

〈開館時間〉・平日 ー ・午前911寺→午後611寺

・日限・祭EI ・第2土附日 午liii l Ol 1奇→午後5附

※ 名古屋ショーJ レーム・平H 午前10附→午後51崎、

・日限・祭日 ・1'fl 2土Pli 1li .. ..... .. . ，午前 1011寺→午後61時

〈ご注意〉・ショールームでは、小，ICl 、たしておりません。

L 、ぃ:暮しに L 、L 、あかり

唖1:;.，.，'.1臨 1l1l 呈 異

1)¥県 産 業 株 式 会 社

本 初 〒541 大阪rl ，* 区術後川 4l 日43番地

";11話( Q6l 262-175H大代表)

ショールーム ー .... ・東 京 (03)863-7691

・大 阪 ( 06) 262-2412・名古屋 (052)932-4511

・福 岡(092) 522-2311・高 松 ( 0878)33-0131

弾みます あかりとの対話

照明器具選びは、現物を確認て8 るショールームで

美しし、フロアを演出しますも

ファッショナフルに、機能的に。タイルカーペッドシーザ‘ータ

シーザーは、国産初のタイルカーペットです。

そのすく守れた特長のかずかず I;t. .... .. 

・不快な臭いがありません。

・寸法安定性がすぐ・れてl ' 1す0

Ｎ ｪｾｦ 電防止対策も万全です 。

・防炎認定を受けています。

・耐久性、 I!及音性にも富んでいます。

・雰囲気に合わせて、フロアデザインが淡出できます 0

・簡単に施工、数替えができます。

・メンテナンスが容易です。

・省エヰルギー効果は抜群です。

ー

"

8

2

a
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h

r

r

f
固

円

圃
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ｅ 歪 ｊ ｚＮ ｾＱ Jld J - 盟 国

ゆたか. イシテリアライフをあ届けず'-6111・‘ のプラJ ド

住江織物株式会社

大阪支庖 ・大阪市南区南船場3-1 ト20 T E  L  06 (251) 0081  

本社 ・大阪市南区南船場3-1ト20 T  E  L06 (251)0081 支底 ・東京

営業所 ・札幌/ 仙台/ 僻岡/ 新潟/ 金沢/ 名古屋/ 岡山/ 広島/ 福岡

連絡所 ・盛岡/ 大宮/ 千葉/ 検浜/ 京都/ 神戸/ 松山



イスの座り方、各人各様。その時

どきの目的によってもさまざまに

変わります。ホウ トクは、あらゆ

る場合の 「座る 」姿勢を基本設計

に組みこみ、! 主面 ・7f 商の両端部

と脚 フレ ームとの接続部に、耐久

性にすぐれた天然ゴムを採用。従

来のイスにない 「立体移動」 を可

能にしました。座面が、背面が一

定方向だけでなく、座る 人の動き

に合わせて前後、左右、上下と 、

体庄のかかるとおりに動きます「ー

その名もフレキス。座る 人の個性

と姿勢を 、{夏p しく受けとめます。
フレキス マローネ C脚肘付

;1;.' )1-7 販売株式会社

本社/ 東京都千代田区神 田和泉田J 1 番 地277( 秋葉原協銀ビル) 〒 101fi ' <03>866-7291  

支社 ・ 支 庖 / 東 京 大 阪 名 古屋 新 宿 仙 台 広 島 福 岡

営 業品目

・ホテル用 家具 … ベ ッド ・ナイトテーブル ・アームチェア ・ソファ

・スツール ・サロンテープル ・ドレ ッサー ・チェス卜 ・ミラー ・ワ

ードロープ ・ライティングデス 7 ・デスクチェア 29ーの製造と販売。

Ｎレストラ ン 用 家具 Ｈ和風 ・ 洋 ｉｾ ・ Ｇｉ ｾ Ｇ 事 ｉｾＩ ダイニングチェア ・テ

ーブノレ ・ティーテープノレ ・ワゴン ・ショウケース ・メニュー立て。

・イ ンテリア製品 ーカーテン ・カーペット ・，II(l Il JJ スタンド ・等 イン

テリア構成物の製作販売と llxf'l 施工 - i:) J 。

・特別注文の家具 ー業務 ｭ 造作家共 のｾＭＺｊＺ匠設 ｾｦＡ ーと製作 及び ｊｬｸ 付工事 。

・修理・保全 業務用家具全般の R efor m( 再生) と Maint enance( 修理)。

- 新しい カタログ差 し上げます。一ーホテル ・レストラ ン ・オフィス等

の業務用家具を満載 した「マルニ プロフェ ッシ ョナル」ができあが

りました。 ご希望の方はお申 し付け下さ い。

fd刊三誠会員謀議五

大 阪 支 l吉

本 社

( ショウルーム)

広 島 支 庖

大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 4 丁 目 9 - 3  

干556 電話 0 6 ( 6 4 3 ) 5 7 6 9 (代表)

東 京 都 中 央 区 東 日本 橋 3 - 6 ー 13 角田ピル

干 103 電話 0 3 ( 6 6 3 ) 0 2 8 4 (代表)

広 島 県 佐 伯 郡 廿 日 市 町 新 宮 1 - 9  - 34 

〒738 電話 0 8 2 9 ( 3 2 ) 2 6 8 8 (代表)



1 2 0余年の伝統と最高の技術… …

弊社は常に業界の最先端を進んでいます。

福岡県庁機場

造 作 家 具 建 築 内 装

@  

宮崎木材工業

株式会社

本 社 = (1"616) 京都市右京区太策下角悶町 5 番地

電 (075)861- 1585

IH ｾｬｾ 所］ Ｈ 干 ＱＰＳ Ｉ 東京都中央区日本僑茅場町 Ｓ 丁目 ＱＰ 需 Ｓ 号

第 2 藤ビル f立 (03)667-4888 

(干541 ) 大阪市東区伏見町 3 丁目 18番地地労ピル

1lt (06)231-5723 

(〒4ω ) 名古屋市中区大須 4 丁目 12番8 号

東; 平他産ヒソレ llt (052)262-4421 

Ｈ 〒 ＷＳＴ Ｉ 広山市市区 ｾＲ 丁目 Ｖ 需 Ｔ 号

電 (0822)53- 1101

(干812) 飼悶市博多区綱場町7 丁目 17番

イノテりアサロン 1ft (092)291-0011 

ミヤザキ= (干604) 京都市中京区河原町三最上ル

京都朝日会館 ¥lt (075)223-2260 

古川工場= (〒612) 京都市伏見区羽束師古川町300

ilt (075)922-9183 

省エネ効果と快適な環境づくりに

ア タ リ ド ー ム ラ イ ト ス モ ー ク ハ ッ チ

ハ ウ ス ド ー ム ア ー チ ド ー ム

(  室 内 装 備 材 I  

ア タ リ エ ッ ジ

メタリカルー/ ' ¥ー

ド ー ム ル ー パ ー

(  建 築 附 帯 設 備 材 I  

ニ ュ ー ア ク リ ス テ ン ド

トーメイドア

ア タ リ ド ア

ア タ リ テ レ ブ ー ス

サ イ ク ル ー フ

ア タ リ ラ イ ト

ダ イ ヤ ラ イ ト

ユ ー ピ ロ ン ガ ラ ス

ア タ リ ミ ラ ー

カ ベ タ イ ル

ア タ リ ト ー ン

ア タ リ ト ー ン ・ フ ロ ア ー

. 工場・学校・ビル・住宅建築に新しい感覚を提言します 。

@ 株 式 会 社 菱 晃

大 阪 営業所 大阪市北区中之島 2- 3- 18 新朝 日ピル 8 F  干530 f i (  0 6>  20 3  - 6839 

東京・札幌 仙 台 ・新 潟 ・名古屋 ・広 島 ・高松 ・福 岡 ・ 青 森



1 0 9  

J A S S  6の改定の要点

( その 2 )  

羽 倉 弘 人

2 ・3 鉄骨精度と鉄骨精度測定指針 前回

述べたように、新しい J ASS 6では鉄骨工事

の契約を、発注者側の要求品質を明確にした

性能発注形式に、できるだけ移行するよう考

えている 。

建築構造の必要かつ十分な品質はどのよう

なものである べ きかということは、常時使用

するごとにその性能が試され、類似製品と比

較されるような家電製品などとは巽なり、大

地震、超大型台風、異常豪雪 といった建築物の

耐用年数内に 1 回起こるか、起こらないかと

いったきわめて稀な異常事態に遭遇してはじ

めてその性能が試され、 日常は仕上材に覆わ

れて人目にもつかず、関心もひかないもので

あるだけに非常に難しい問題であり、またそ

れだけに非常に重要な問題である 。

鉄骨の品質は、上記の異常時の安全性のほ

かに、たわみ、振動とい った日常の使用性お

よび仕上工事などの他工事との取り合い上の

寸法精度などによ って決定される 。

これらの要求品質は設計図、仕様替等によ

って明石imにされなければならないが、それに

は基本特性とぱらつきの許容値を明確にして

おかなければならない。

これまで、設計図書では鉄骨の品質として

基本特性のみ提示され、製作上当然生じるぱ

らつきの許容限度にはほとんど触れられてお

らず、係員が試験、検査によ ってその都度処

理する方法が採られてきた。

そこで、日本建築学会では、鉄骨工事精度

標準を策定すべく、アンケート調査を行い、

建築物の去見摸、重要度および部材の種類に応

じた等級別精度標準案を作ったが、繁雑であ

ることと、理論的根拠に乏しいことから、 一

般的な鉄骨の標準的許容差を定めた「鉄骨工

事精度標準」を昭和48年 6 月に刊行した。

今回の J ASS 6の改訂にあたり、要求品質

の具体的表現の一つである製品精度、建方精

度を仕様舎の骨格とすることとし、旧標準を

見直した。

旧標準では、鉄骨の製作、建方にあた って、

一つのよりどころとなる目印という意味の標

準値を提示していたが、仕様舎に採用すると

きには、その値が「最低この値は満たしてい

なければならない」とされる基準値であるか、

また「最終製品の品質を確保するため製作、 で、締付カの過不足がなく、共廻り、締め忘

建方上の個々の工程での目標値であり、それ れなども目視で直ちに発見できるので非常に

を若干越えでも、次工程以降のプロセスで吸 便利な方法である 。

収できる」とされる標準値であるかを明らか 2 ・5 溶接 溶接構造用鋼材としては、こ

にしておかなければならない。 J ASS 6、付 れまで、技術指針では J I S未制定品および下

則 6 r鉄骨精度検査基- 準」は、このような考

え方で設けられており、前者を基準許容差、

後者を標準許容差ということとした。

規定した精度は、 ( i )溶接部の工作および組

み立て、。i)高カボルト穴および肌すき、 (ii i)溶

接ピードのサイズおよび外部欠陥、( i v)柱、は

りなどの製品の寸法および曲がり、ねじれな

どの欠点、 (v )建方精度、であり 、せい、幅な

ど構造強度に影響のあるもの 、建物の倒れ、

わん曲など建築物全体の精度に影響するも・の

は基準許容差とし、その他の大部分は標準許

容差とした。 しかし、これらのうちでも建物

の主財莫や重要度によ っては基準許容差とした

方が良いものもあるので、設計者の判断によ

って適宜読み替えてもよいこととした。

また精度とその測定方法は不可分のもので

あり、どの程度の精度を持つ測定器具を用い

て、どのように測定するかをt夫めておかなけ

れば、定められた精度も何の意味も待たなく

なってしまう 。

このような観点から、今回の改定と同時に

「鉄骨精度測定指針」を刊行した。 この指針

は、各項目ごとの標準的な測定方法、測定値

の処理および記録の方法、計測器の精度と保

守管理についてのマニュアルであり、これま

でその必要性は強調されていたが、統一的な

ものがなか っただけに有効に利用されれば、

鉄骨工事の精度上のトラブルも少なくなるで

あろうし、今後は統一尺度で測定されるので、

工事ごとのデータの比較が容易になり 、これ

らのデータが集積されることによ って鉄骨工

事の品質向上に貢献できるものと期待してい

る。

2 ・4 高カボルト 高カボルトは、 J I S型

のほかにボルト、ナ y ト、座金に工夫を加え

た特殊高カボ、ル卜があり、建築基準法第38条

の規定によ って建設大臣の特認をうけたもの

は使用を認められている 。 これらのうちボル

トのテールに特殊加工を施したものについて、

日本鋼構造協会が「構造用トルシア形高カボ

ルト、六角ナット、平座金のセット」の規格

(J SS II 09- 1981) を制定したので、今回の改

定にあた って正式にこれを採用し、 J I S型と

同様に使用できることとした。

また締め付け方法として、従来からのトル

クレンチ、インノ f クトツールによるトルクコ

ントロール法に加えて、導入車自力の管理、検

査が容易なナ y ト回転法を採用した。

ナ ッ ト回転法は 10- 20kgf . m程度のトルク

値でナ y トを 一次締め付けし、ボルト ・ナ ッ

ト・座金および部材にわたるマークを施した

後、 120・ナ ッ トを回転させて締め付ける方法

記に該当する場合は溶接確性試験を行って 、

溶接性に支障がないことを確かめることとし

ていた。

(1) SMA41、SM53、SM58の板厚が32mmを

こえる場合

(2)  SM50の板厚が50mmをこえる場合

(3)  SM50Y、SMA50、SMA58の板厚が25mm

をこえる場合

(4)  SM58、SMA58でl ノf スの入熱量が70，000

J /cmをこえる場合

今回の改定では S M53以下の鋼 材は一般的

に使用を認めることにしたが、上記に該当す

る場合で、鉄骨製作工場の経験が不足してい

る場合は十分な監理が必要で‘ ある 。

溶接法については、手、半自動、 自動溶接

およびスタ ッ ド溶接など、ほとんどすべての

溶接を使用できるようにしたが、新しい溶接

について 、製作工場の技量水準が問題となる

ので、承認試験法を付則に規定した。 また、

工場には自主管理能力のある溶接技術者を置

くことが義務づけられている 。

さらに溶接部の受入検査にあたって、超音

波探傷検査は言十数選別型 2 回抜取検査法を適

用し、現状の技術レベルを考えて、検査後製

品に含まれる平均不良率の最大値が 6 %以下

になるようロ y トの大きさ、サンプリング数

および合否判定基準を定めた。 なお、 この方

法は建築業界に十分普及していないので、今

後さらに研究する必要があると考えている 。

しかし、要求品質を明確にする方法としては

最も合理的な方法であるから、溶接部以外の

部分にも統計的検査手法を順次適用できるよ

う研究を進めたいと考えている 。

2 ・6 その他 鉄骨のその他 の工作函では、

工作図を重視し、製品精度、品質を設計図面

に従 って忠実に工作図に盛り込むこととし、

従来必須であった床上に現寸図を書くことを

できる限り省略することとした。 また 、切断、

穴あけその他の工作 についても教科響的標準

施工法の指示はできるだけ少なくし 、精度な

どの要求品質を規定することとした。

工事場施工では、自主管理を実行する担当

技術者を規定し、その業務と責任の範囲を定

めた。

また、従来からとかくトラブルの多い鉄骨

とコンクリートとの定着について全面的に改

定した。建方中の鉄骨に作用する仮設 ・資材

の荷量、風荷重、 地震力については構造計算

によ って安全性を確かめることを義務づけた。

以上が今回改定の要旨である。 ( おわり)

(は ぐら ひろと 1  

日本建築学会材料施工委員会第5分科会主査、千葉工業大学教授/
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事務所における省エネルギー照明手法としては、

(1)効率の良い光源を使用する、 (2)損失の少ない点

灯装置を使用する、 (3)効率の良い、目的に合った

配光持性の照明器具を使用する、のように効率の

良い機搭を採用する方法と、( 1 ) 点滅制御を行う等、

機絡を上手に使用する方法が考えられる 。

これらの手法により省エネルギー効果を計画ど

おりに得るためには、点滅制御を入手によらない

で自動化することが要求される。このため制御装

置としては、簡単なタイマー機構のみのものから、

マイコンを導入した、中、大容量のものまで開発

されている 。

事務所における点滅制御は、不要箇所の照明を

消灯するとか、畳光利用による窓際照明を消灯す

るなど、以前から実施されていたが、半導体技術

の発達に伴う市 IJ 御機器の進歩と、地球上における

エネルギー有限説から、無尽蔵のしかも無料の太

陽エネルギーを有効利用する意味から、昨今、昼

光利用の窓際照明消灯システムが注目を集めるよ

うになってきた。

表 1 ビルディングにおける省エネルギ一手法の実態

項 目 件 数 比率( 幼

自然光利用の窓際消灯( 自動) 15 4. 5 

"  
( 手動) 242 73. 1  

残業H寺など必要箇所だけ点灯 277 83 .6  

常時間引き消灯 242 73 .1 

調光総の利用 31 9  .4  

省エネ Jレギーランプ、安定器などの採用 57 17 .2 

注) 1  回答あり 331件、回答なし 11件

2  回答あり件数丞被あり

照明学会 ・照明普及会が行ったビルデイング照

明の実態調査報告( 1) によれば、 表 1 に示すような

省エネルギ一対策が実施されている 。 この結果か

ら、点滅制御による省エネルギー照明は相当採用

され、それなりの効果が得られていることが予測

されるが、一方、これらの点滅制御システムを事

務所環境として見た場合、必ずしも満足できるも

のとはいえない面がある 。 そこで、これらの問題

点、とその対策について紹介する 。

昼光利用のための窓際消灯の問題点

調査報告によれば、自然光利用を前提として照

明を一部消灯している施設が全体の7 8 %で、この

うち自動的に窓際消灯を実施している施設は 4 . 5

% となっている 。

一方 、自動的に窓際消灯を行 っている施設で作

業している人々を対象にアンケート調査を行った

結果、つぎのような問題点があった 。

96 建築と社会 /1983年9 月号

(1)笠光は強い指向性を持っており、窓と対面す

る姿勢で仕事をしている人には、窓が不快グレア

の原因となったり、窓を背にして仕事をしている

人が、シルエッ卜状に見え、表情が読み取れない。

これは、窓際消灯の場合とくに著しい。

(2) 畳光がある値以上となり、窓| 捺消灯されたと

き、瞬間的に時くなり、不快感を党えたり、実際

の値以上にH音くなったように感じる 。

(1)の問題については、あらかじめ予恕されたこ

とであり、照明施設計画当初からそれなりの対応、

を考えれば、解決できる問題であるが、( ロ2) につい

ては予! 恕E

に窓際消灯を行うシステムの導入率がf低低い一図で

あることも予想される 。

改善策

(1)のシルエ y 卜現象を防止する方法としては、照

明学会技術指針「事務所照明基準 J
12

)1こよれば、 作

業区画制線上の目の高さ ( 1. 2m) における人工光

による直射鉛直面照度を 150 Jx以上機保すること

を推奨している 。

50'  

ｾ＠ ，〆30

司 - ー 鉛直角

。

図 1 鉛直配光幽線( 蛍光灯 4 0 W Ｒｾｔ 用埋込形器具 Ｉ

これを実現するには 、図 1 に示すような配光特

性をした! 照明総具を窓際に採用することが望まし

く、点滅制御にあたっては、作業面照度を確保す

ることと同H寺に、背景が100cd/rrl 以下となるよう

ブラインドなどで畳光を制御することが必要とな

る。

(2) の光 ショ γ クを防止する方法としては 、@ 連

続調光システムを採用し、自に感じないよう述統

的に減光、消灯する、@ 窓際の照明を笠光 の盆に

従って、段階的に消灯していく、の窓際の照明を

畳光の量に従って、自に感じないよう段調光を採

用し、減光、消灯する、の手法が考えられる 。

@ についでは、現在開発されていないが、高周

波点灯を採用した蛍光灯の連続調光は可能であり、

消灯信号発生後、遅延回路を経て調光を行う制御

装置を開発すれば、実現可能で、あるが、現段際で

※ 1  作業区画

室内の、定常的に視作業

が行われる領域。作業区画

が指定されていない場合に

は、室周辺のほの中心線か

ら 1 m離れた仮惣線で図ま

れる領域 (参考図斜線部分)

とする。

は価格面において問題があるものと思われる 。

@については、 図 2 に示すような制御装置を用

いて、窓際の照明r . 器具の配線計画を図 3 に示すよ

うに区分し、 HT に対して H丁消灯し、次いで 2

t丁、3: K了、 H 丁と rilH了していけば、明るさは 100

% → 7 5 %→ 5 0 %→ 2 5 %→ 0 %と段階的に調光され

ることとなり、光ショ y クはかなり解消される 。

しかし、この手法ではH程度均斉度という面から見

ると問題があり、この問題を解決した手法がのの

方法である 。

受光部 コントロール鐙

一一一--"一一回 晦 聞 闘 咽 ・H 司 ・ ・ 刷

405ー-一一一一一ー

図2 制御装置

ブロッヲ I

ブロッヲ E

ブロ yク皿

l _l  l  l  1  1  1  1  1ブロッヲ N

窓際 鯛 ラ イ ン 「
図 3 窓際消灯の配線計画

のについては、 図 4 に示すような段調光アダプ

タを組み込んだ図 5 に示すような照明器具と前述

の制御装置を組み合わせて使用する方式であるが、

.g O この方式は光源の特性から 50%程度の調光が限界

であり、畳光の誌により、窓際および窓際から 2

列面まで調光することにより省エネルギーをはか

ることが望ましい 。最近では、段調光H寺の光ショ

ックをも解消するよう 図 6 に示すような調光特性

のシステムも開発されており、持性的には理想に

近く、しかも価俗商でも十分汎用性のあるもので、

今後、自動制御l式省エネルギー照明システムの普

及に一役を担うものと期待される 。 ( つ づ り

4 図 4

段調光アダプタ

100 

¥ 
ｾ＠ 80 

ｾ＠

1眠 60

米

1;;. 40 

'lI! 

20 

0  

0  

時間( 分)

図 6

調光後の光東

変化特性

( 100%→ 50 

%の場合)
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o  施工材料の頁

つ

ら 白 地 周 辺 の 汚 れ を 判 別 で き る が 、 一 般 に は い は 少 な い も の の 、 白 地 の 汚 れ が 観 測 さ れ て

ひと冬を越すと顕著となる 。 お り 、 シ リ コ ー ン 系 同 様 、 事 前 の 対 策 が 必 要

(3p号れとの相関因子 である 。

1 0 7  

シリコーン系シーリング

材による目地周辺の汚

れと対策

原 田 直 彦

金 属 カ ー テ ン オ ー ル の シ ー リ ン グ 材 と し て

多 用 さ れ て い た ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 シ ー リ ン

グ 材 の 耐 候 性 、 耐 久 性 が 問 題 視 さ れ だ し 、 こ

の 数 年 は 両 特 性 に 優 れ た シ リ コ ー ン 系 シ ー リ

ン グ 材 が ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 に 代 わ っ て 超 高

層 、 高 層 ビ ル の シ ー リ ン グ 材 の 主 流 と な っ た 。

しかし G P C板 や タ イ ル 打 込 み P C板 の 白 地

にシリコーン系シーリング材を使用すると、

早 い H寺で半年経過後から白地周辺が薄汚れ、

美観 を 損 ね る と い う 問 題 が 発 生 し て い る 。

1  . 汚 れ の 実 態

( 1万号れ方

表 1 に 汚 れ と 各 国 子 と の 相 関 関 係 を 示 す。

表 1 汚れとの相関因子

外壁のクリーニ

著しく相! 日j し、半年以内にク 1) ー

ング状況

ニングしているとほとんど目立た

主い

建物の立地条件

寒冷多湿の地域が多く、方位では

北が著しい

石材、タイ Jレ、ホーロ一、塗装パ

外 壁 材 料 オ、ルに多〈、アルミ、ガラス、コ

ンクリート紫地では比較的少ない

水切りや シーリング材に水切りした効果は

目地形状 絶大である

大気の
著しい相関があり、交差点、高速

汚れ度合い

道路、駅、工場周辺はとくに汚れ

やすい

2. 汚 れ の 原 因

汚れの実態調査および原凶究明試験の結果、

シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ材 に よ る 汚 れ の 原 困

は 、 シ ー リ ン グ 材 に 含 ま れ る 遊 離 し た シ リ コ

ー ン 油 が 硬 化 し た シ ー リ ン グ 材 表 面 か ら 白 地

周 辺 に 移 行 し 、 そ の シ リ コ ー ン 油 に 域 が 付 者

したためであることが半卯月した 。 そのシリコ

ーン油の移行の経路として、 図 2 に示される

方 法 の う ち 、 雨 水 に よ る 運 織 が 主 で あ る 。

自己移行 外力移行

本ザ
伝矯 浸透 飛散 運獄

0 シリコーンオイル

図 2 シリコーン油の移行方法

3. 汚 れ 対 策

シリコーン系シーリング材による白 地 周 辺

の汚れの発生には、

・シリコーン 油が存在すること

・シーリング材が雨水に濡れること

(2)シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ 材 の 使 用 に 際 し て

① 白 地 設 計 一 一 一 般 の 目 地 は シ ー リ ン グ 材 を

表 面 で 仕 上 げ て い る が 、 汚 れ 防 止 に は 、 務 と

し 同 地 や 孫 自 地 等 で シ ー リ ン グ 材 に 対 す る 適

切 な 水 切 り を 作 る と 雨 水 に 濡 れ る 要 紫 を 防 ぐ

ことになり、有効である 。 シ ー リ ン グ 材 の 施

工 性 を 考 慮 す る と 、 表 面 よ り 10cm程 度 の 落 と

し白地が一般的である 。

② 汚 れ 防 止 用 塗 布 剤 一 一 シ リ コ ー ン 系 シ ー リ

ング材の表面に特 種 の 汚 れ 防 止 用 塗 布 剤 を 塗

布 す る と 、 シ リ コ ー ン 油 の 降 壁 を 作 り 、 か っ

シーリング材 が 雨 水 に 濡 れ る 嬰 紫 を 除 く こ と

に な る 。 こ の 塗布剤には、 シ リコーン各社よ

り 販 売 さ れ て い る シ リ コ ー ン 系 の も の と 、 シ

リ コ ー ン 下 塗 り 剤 と 市 販 の 外 壁 吹 付 剤 を 併 用

したものがある。

③ 改 質 シ ー リ ン グ 材 一 一 現 在 シ リ コ ー ン 各 社

で は シ ー リ ン グ 材 の 組 成 函 か ら の 改 質 を 倹 討

しているが、まだ完全と言えるものはなく、

汚れ防止用塗布剤の併用が不可欠である。

4. 汚 れ た 目 地 周 辺 の 洗 浄 法

一 般 の外 壁 の 汚 れ と 奨 な り 、 シ リ コ ー ン 系

シーリング材 に よ る 目 地 周 辺 の 汚 れ を 洗 浄 す

るには、特殊な方法が必要である。

( 1) 簡 易 洗 浄

ｾｴ 式き、水洗、中性洗剤等の簡易洗浄によ

り白地周辺に付着ーした峻を除去できるが、シ

リ コ ー ン 油 を 完 全 に 除 去 し て い な い た め 半 年

く ら い の 短 期 間 の う ち に そ の 洗 浄 効 果 が 失 わ

れる 。 しかし洗浄方法が簡単なため、常設の

消 掃 ゴ ン ド ラ が 設 置 さ れ て い た り し て 、 足 場

が容易に確保される場合には有効で、ある。

(2)ア ー ル デ イ 一 興 産 法

植 物 性 酵 素 系 の シ リ コ ー ン マ ス タ ー を 高 圧

ガンで吹き付けるアールディー輿産法により、

シリコーン 系 の 汚 れ を 洗 浄 で き る 。

(3)キ プ ロ ン 法

- シーリング材 周 辺 に 壊 が あ る こ と 平 滑 面 の 汚 れ に 対 し て は 界 面 活 性 剤 の 入 つ

可

の三要紫が不可欠であり、この一要素を除く た ス ー パ ー テ フ ク リ ー ナ ー を 散 布 し 、 ま た 粗

ことにより目地周辺の汚れを防止できる。 面 の 石 系 の 汚 れ に 対 し で は フ ッ 化 ア ン モ ン 系

- 挨

( 1)シ リ コ ー ン 系 以 外 の 材 料 の 選 択 の ス ト ー ン ク リ ー ナ ー を 使 用 す る キ プ ロ ン 法

白 地 変 動 の 大 き い ア ル ミ カ ー テ ン オ ー ル 目 により、シリコーン系の汚れを洗浄すること

図 1

地 や 、 太 陽 光 線 の 照 射 誌 の 多 い ガ ラ ス 白 地 に ができる 。

図 1 に 示 さ れ る よ う に シ ー リ ン グ 材 の 目 地 には、耐候耐久性の{ 変れたシリコーン系シ一

周 辺 が と く に 汚 れ 、 そ の 範 囲 は 竪 目 地 で 左 右 リング材は不可欠である 。 しかしシーリング

50cmま で 、 償 白 地 で 白 地 上 部30cmから下部150 材 の 耐 候 耐 久 性 が 強 〈 要 求 さ れ ず 、 再 施 工 補

cmくらいまで観測されることがある 。 外 壁 の 修 が 容 易 な 白 地 に は ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 の 使

汚 れ の 原 因 は 各 種 あ る が 、 こ の シ リ コ ー ン 系 用 、 白 地 変 動 が 少 な く か っ シ ー リ ン グ 材 の 自

シー リ ング材 に よ る 汚 れ の 特 徴 は 、 汚 れ た 部 地 上 に も 塗 装 さ れ る 目 地 に は ウ レ タ ン 系 シ 一

部 が 雨 水 を 機 水 す る こ と で あ る 。 リング材の使用が適切である 。 しかしポリエ

(2p号れはじめる時期 ー テ ル 主 鎖 に シ ラ ン 変 性 し た 変 成 シ リ コ ー ン

シ ー リ ン グ 材 施 工 後 早 い 時 で 半 年 く ら い か 系 シ ー リ ン グ 材 は 、 シ リ コ ー ン 系 よ り も 度 合

牢

耐 久 性 の あ る シ ー リ ン グ 材 と し て 登 場 し た

シ リ コ ー ン 系 は 最 高 の 防 水 位 を 示 す も の の 、

汚れにより外観を損なうという問題が発生し、

シーリンクー材 の 選 択 は 防 水 性 能 と 美 観 と の バ

ラ ン ス の 中 で 適 材 適 所 で 行 わ れ て お り 、 シ ー

リング材の選定には事前の検討が丞婆である。

( は ら だ 付 ひ こ )  

1ii 越化学工業株式会社シリコーン事業本部課長、 E里: 学惇土/

燈築と社会/ 1983年 9 月号 97 
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光公害をシャツト

ENVI ROLI  

太 陽 が 洗 む と い う こ と は 、 ど ん な に

エキサイトしたゲームでも、 昔 は そ れ

までであ っ た 。 し か し 、 い ま の 若 者 は

口をそろえて抗議する。 r E NV I RO LI  

- GHT  II があるぞ」

光 を 最 大 限 に 利 用 、 エ ネ ル ギ ー 効 率

を 高 め る と 同 時 に 、 低 セ ッ ト 型 で 光 公

害 を 最 小 限 に と ど め る よ う に 設 計 グ

の歴史を変えた. ノ

よ う に な っ た ニ ュ ー ヨ ー ク の フ ラ ッ シ

ン グ メ ド ウ の US T A ( 全 米 テ ニ ス 協 会 )

ナ シ ョ ナ ル テ ニ ス セ ン タ ー の コ ー ト 36

面 す べ て に 採 用 さ れ 、 テ ニ ス コ ー ト の

歴 史 を 変 え た と ま で い わ れ る 全 天 候 型

の デ コ タ ー フ 11 。 四 季 を 通 じ て 快 適 に

プレーできると、

勝負する防湿床材

FLI NTI(OT E@  

耐 久 性 、 耐 摩 性 、 ま た す べ り 抵 抗 性

や 亀 裂 が で き て も 使 用 中 に 元 通 り に な

る 復 元 性 、 粘 着 性 を 評 価 さ れ 、 倉 庫 や

工 場 、 駐 車 場 に も 使 わ れ て い る だ け で

な く 、 不 燃 性 を 買 わ れ て ガ ス 工 場 や 爆

薬工場の床にも使用されています。

さらに、完全無毒無臭であるため、

各種食品工場、貯蔵庫にも進出. グ

部己Ｚｴ ｊｌ 厄 ｾｉ 文服喪実珊建材施設部門
本 社 干530 大阪市北区堂島浜| 丁目 2 番 6 号( 新大ピル 9 階) f i  ( 06) 343- 0441 

大阪本部 〒552 大 阪 市 港 区 南 市 岡 | 丁 目 11 ー 11 fi  (06)584- 0681 

東 京 〒 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 番 2号( 等| ぬり彦ビル) f i  (03) 562- 4676 

福 岡 〒810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 | 丁 目 | 番 5 号( 舞鶴ピル) f i (092)72ト 6640



日本建築協会

月間の動き

昭和58年 7 月分

理 事

.6.. 

官三

， 

， 

会勢理事会

20日 3 時 - 4 時 於本会会議室

出 席 者 市 川 副 会 長 ほ か 3 名

議事( 1) 会員名簿の発行

(2) 会員噌強の件

常任理事会

20日 4 時- 5 時 於本会集会室

出席者福田、足立、市川正副会長ほか10名

殺事 (1) 第29凹工高生デザインコンクール実施の件

(2) 工事請負契約約款委員会の件

(3) 地下室漏水による補修工事の件

(4 ) 会勢活動に関する件

(5) 日本建築学会近畿支部行事協賛の件

(6 ) 日本建築材料協会行事後援のイ牛

(7 ) 大阪市街地再開発促進協議会理事推薦の

f牛

(8) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

名誉会長・正部会長打合会

29日 10時 - l l 時半 於本会会議室

出席者 東畑、塚本名誉会長、福田会長ほか 4

副会長

殺事事務所の移転問題について

事 業 委 員

.6. .  

-;z:;;: 

若い会員の集し、小委員会

5 日 6 時半 - 10H寺 於本会集会室

出席者 山形副委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  58年度第 2 回「藤弁寺の小泉邸を訪ねる」

の実施報告

(3) 第 3 回以降の企画分科会の報告

(4 ) 本年度の企画、その他

広報小委員会

6 日 6 時 - 8 1待 於本会集会室

出席者 今里子幹事ほか 9 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 第57回展示写真実施報告

(3) 第58回以降の展示写真について

は) 本年度の研修会の企画、その他

見学会小委員会

7 日 6 時- 7 時40分 於本会集会室

出 席 者 上 出 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1) 前回の事業委員会の報告

(2)  6 月の見学会の実施報告

(3)  7 丹、 8 月の企画について

は) 9 月以降の企画、その他

委員会

14日 0 時 半 - 2  H寺 於本会集会室

出 席 者 三 品 委 員 長 ほ か 8 名

議事 (1) 各小委員会の事業報告及び事業企画

科会幹事ほか 3 名

12月号「集合住宅と音」持集の企画( 執筆 | 参加者 70名

者とテーマの選定) ，11 7 月 の 入 会 者 仰 品 )

住 宅 委 員 会 11 ( 団体会員 3 社〕

(2) その他

広報 P R分科会

20日 6 時 - 8 時45分 於本会会議室

出 席 者 今 野 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) 第58回展示写真「大阪ターミナルピル」

( 仮称) の展示についで

(2) 第59回以降の展示写真について

編 集 委

.6.. 

-;z:;;: 員

法令分科会

4 日 l 時半 - 3 時半

出 席 者 坂 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) 法令コーナーの企画

(2) 法令特集の企画

「オフィス ・インテリアの変革」特集編集幹事会

12日 6 時- 9 時20分 於本会会議室

出席者 加藤特別幹事ほか 5 名

J義司王( 1 ) 本文内容の変更と事例紹介の選定

於本会集会室

(2) 広告企画

委員会

14日 4 時- 5 時40分 於本会集会室

出 席 者 倹 山 委 員 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) 7 月号「維持管理と設備更新」特集経過

報告

(2)  8 月号「東海の建築文化を考える J ( 仮称)

特集経過報告

(3)  9 月号「オフィス ・インテリアの変革」

特集経過報告

(4 )  10月号「プレストレスト( 鉄筋) コンクリ

ート構造」特集報告

(5)  II 月号「第30回青年技術者」特集報告

(6)  II 月号「大阪城国際文化スポーツホール」

特集の企画一編集幹事会案報告ー

(7)  12月号特集の企画一緒工材料分科会特集

案と設備分科会報告ー

(8)  1 月号計画特集の企画

(9 )  2 月号以降の持集企画一法令分科会報告

含むー

(10) 来年の表紙デザインについて

(11) 収支状況報告

広告企画小委員会

26日 4 時 - 5 時半 於本会集会室

出 席 者 償 山 委 員 長 ほ か 10名

議事( 1 ) 8 月号「東海の建築文化を考える」特集

広告収入報告

(2)  9 月号「オフィス ・インテリアの変革」

中寺集広告途中経過報告

(3)  10月号「プレストレスト( 鉄筋) コンクリ

ート構造」特集広告途中経過報告

(4 )  II 月号 「大阪城国際文化スポーツホール」

特集広告企画

(5)  12月号特集の広告企画

(6) 収支状況報告、その他

12月号「集合住宅 J ( 仮称) 特集編集幹事会

28日 4 時- 7 時 於本会集会室

出席者 西牧施工材料分科会幹事、総本設備分

［義 ｺｴｾ

12日 6 時 - 7 時半 於本会集会室

出 席 者 奥 村 委 員 ほ か 5 名

議事 今後の委員会活動について

建 材 委 員

.6.. 

-;z:;;: 

21 日 4 時 - 5 時半 於本会集会室

出 席 者 牧 田 委 只 長 ほ か15名

材料説明 「マーカススライデイングドア」

説 明 者 フジモリ産業株式会社

議事 (1) 今後のメインテーマ

(2) 今後の新建材紹介コーナー

(3) その他一見学会の開催 について ー

企 画 委 員

.6.. 

-;z:;;: 

13日 0 時 - 211寺 於本会会議室

出席者福田会長、三品委員長ほか 3 名

議事( 1 ) 事務所の移転問題について

(2) 協会の今後のあり方について

建 築 業 務 基 準 委 員 会

6 日 2  H寺- 4 8寺 於士会連合会会議室

出席者 16団体及び建設省

議 事 ( 1) 建築業務基準について( 前回継続)

(2) その他

建 築 ク ラ ブ

朝食会

12日 8H寺- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 67名

当日は「きりえ」作家栗本昇氏より、きりえの

歴史、きりえの制作方法、各作家の特長などにつ

いて伺った 。

見

み 比

一子

ム一

A

宗教都市・天理を訪ねる

天理教教会本部神殿・東及び西礼拝場

天理参考館( 博物館) と石上神宮の見学

13日 8 時50分 - 18H寺30分 於奈良

参加者 37名

天理教、東及び酋礼拝J易概要

設 計 施 工 宗 教 法 人 天理教教会本部

株式会社 竹中工務庖

若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (8)

イ主みたくなる街づくり一 一藤田邦昭氏に聞く

- 西ドイツにおける街づくりのスライドとともに

21 日 18時10分 - 21時

於大阪府立文化情報センタ ー

大末プレハプ( 凶大阪支凶

日本国土開発側大阪支庖

(槻山本西原建築設計事務所京都事務所

〔個人会員 8 名〕

池 本 陣 行

東 郷 悦 郎

南 方 文 也

大崎 忍

中里子 博之

林 逮 雄

川 戸 敏 雄

西 川 純 ー

建築と社会 / 1983年 9 月号 9 9  
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号(英和ピル)

電 話 神戸 (331) 0881- 3  

支 唐 大阪市北区西天満2丁目 6番8号(堂ピル5階)

電 話 大阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811-3610)

テトカッバー防水

- 防火・防煙シャッタ一

回ステンレスシャッター

• 

. アルミニュームシャッター

防 水 専 業的研 究 経 験から 生 れたす くな い資 源のパーフ ェク トな防水層です.

この防水層は ( 一 層防水 ) 施工するだけ で、 防水は 完墜 で す.

温度変化に伸ぴがな く、柔軟性に富み、耐酸、耐来品性に優れ、腐蝕しません。

力 。n. . Lム帯 コーパータイト 新 工 法

ツ ハ ー 防 水 骨 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業献鋭
本 社 東 京 都 中 央 区銀座8- 4- 9

大阪事暗所大阪市提川区東三国6ー 1- 41

崎玉官轟所埼玉県禍川市東 1- 3- 30

厚木出張所 神奈川県厚木市壷図 259

名古且雌密資 名古屋市南区若隼町33

九州出張所佐賀県佐賀廊崎直町大字路富揮450

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

ム鈴木シャッター販売株式会社l

大阪市北区茶屋町 Ｕ 番 Ｒ 号電話大阪 んみ ｧｊｪ｝ 引 ＴＱＵＱ ｾ Ｖ

北陸営業所金沢市長田町l I I I l ! l 番地電話金沢 … Jふ 65 ＵＱＳＵ ｾ Ｖ＠

神戸営業所 神戸市長田区大橋- 電話神戸 川平 f1l m1l l
.儒 ・

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 棟 式 会 祉

本社: 大阪市東区両答町1- 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943)6571代 表

東京・償浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡崎・名古屋 ・富 山 ・大浄・京都・神 戸 ・広 島 ・高松 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市



"  

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

φ  線 武 吉 田 O T 若島...... 

合 結 W 可ι 羽田ι 甥を JI ..... 

本 社

大阪支社

支 底

営 業 所

東京都港区浜松町 1- 25- 7  111話 (434) 6171(大代)

大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2 7  1  (代)

北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 繍 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

マ争

株 式

会 社

空 調 ・衛 生

防 災 ・汚 水 処 理

大 阪 城

取締 役 社 長 城 口

設 計地 工

口 研 究 所

庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和大路正 面 上 J レ 電 話 京 都561局4944 ( 代 )

神 戸 市 中 央 医 下 山 手 通 6 - 2 - 8 1草話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市西区江戸堀1丁目 9li1' 25号 〒550 電話 (06)441-8231 ( 大代)

本 社 東京都中央区銀座2了目 2番17号 干104 電話(03) 535-5251 ( 代表)

支 社 大阪 ・東京 名 古 屋 福 岡

支 庖 札 幌 ・ 仙台 新 溺 ・金沢 ・天理 ー岡山・広島高松

営 業 所 帯広 ー函 館 青 森 ・秋田 ー盛岡 ・前崎・ 千 葉 機 浜 ・静岡 ー豊岡

津・富山 長野・福井・京都・神戸 ・徳山 松山 ・高知 ー北九州

熊本 ー鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭川 ー福 島 徳 島 長 崎

海外支底 ンンガポール ・ホンコン

. 冷暖房- 給排水衛生

・空気調和殺備 ・その他管工事一切の段計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 ヰ士

大阪支社

支 庖

営 業 所

出 張 所

東京都千代田区大手町2-6-2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) ー741 H代i

大阪市北区中之島4- 2- 38

札幌・岡山

電話 06- (443) 504H附

仙台 ・千葉・横浜 ・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

福井・倉敷 ・松山 ・宇都宮 ・静岡・苫小牧

空 気 調 和 訟 傭 I' X ' ¥ 

給 排 水 ・衛 生 水 道 ( 1冨、 l

環 境 衛 生 純 量生

荷 役 運 継 機 械

電 気 設 備 ' r 圃圏、7

守 房 '--'〆 化 学 鉱 山 相 担 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治郎

取締役支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 活 大阪 (202) 代表3071

本 庖 東京 ・日比谷 ・三倍ピル

支 底 名古屋九州・北海道 ・中 国 東 北 北 陸 ・四国・シンガポール

営 業 所 償浜 ・静岡 ・鐙回・岡山・金沢 ・新潟 ・香港

F U T A B A Y A  D E C O R A  T O R S . L  T D  

空 気 聞 和 股 備

衛 生 股 備 設 計 施 工

φ ・三建設備工業株ま奮縫

大 阪 支I吉 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社東京都中央 区 日 本 僑蝋穀町 Ｑ ＭｾＵ ＭＸ 電話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札純 ・広島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新潟 ・償 浜

。
本 社

東京本庖

大阪本庄

支 底

出 張 所

争

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

樟式会社 三 業 空 調

取締役社長 粛 藤 博

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371 

東京都新宿区西新宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344 - 1911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371 

仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 1ft 10 号 電話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

森秋図・宇都宮情浜・福井・京都 ー神戸ー松江ー高松・下関・沖縄

空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 潔 結

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス部

大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 1 1 ! 話大阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

大 阪 市 大 淀 区 鐙 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0  5  7  1 代表

東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピJレ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

東 京 支 底

$  新日本空調株式会社

大 阪

本

名 古

支 庖

社

大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京総中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  { 大代 )

屋 ・九 州・広 島 ・札 純 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 大 分

cl eanai r  
丸

医圏

。2要望132j 警;捗ZF含fさ

建 築 物 自 制 自 等 造 作 工事 、 家 具 建 具 ・ 室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

ニ葉屋装備工業株式会社

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 (06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(鍛 - 4 8)第12064号

101 



商昂は字ぞす。｜Ｇｾ
a・E圃 熱と空気のエンジニァ~ー-

F  大気薫土

与に/ ノ i税 制s mm

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

給排水衛生 可ミご二r 設 計 施 工

第ー・エ索抹式会社

大阪支庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 鐙 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 勲
ふ 凶

・- +-

大阪支 l高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

E 4剛ID制I b>>
空 気 調 和 股 傭

102 

般計施工

換気・除鹿股備

東 洋 熊 工 綴 織 豆 電 舎 祉 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

* 縫 東京続中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス イ 主 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本社・段備部

大阪市北区西天満 5 - 1ト12 電 0 6 - 313 - 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐回東町 9 - 3 電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号) 1  

110750， f製造販売

渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実用新案登録出願中 )  ， 
110751 

各和洋瓦全般・カラーベスト ・モニエ Jレ瓦・セキスイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 却

久保田鉄工・松下電工紛・日本モニエル側・積水化学工業側・富士スレート側・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁目 5 番 14号 o 5 4 4

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県三 原郡( 淡路島)

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 4S8) 3S 31 .

支底 ・営 業 所 福岡・京都・天王聖 ・川 西

⑨日本管工業株式会社

本社友京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大阪市北区天満1- 5- 20 電話 ( 06 ) 352- 3501側

三 . 支 唐 海 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話 (0592) 26- 361鮒勺

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電話 (0593) 53ー 7431杓

滋 賀 営 雛 所 大津市中央 2 丁 目4- 28 篭 絡 (0775) 22- 973鮒勺

@ 醤 暖 農 協

キ電・司. . . .

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ ‘Ｇ‘ ＺｾＺｉｉ ＺＱＺＮ

③首途端主主婦議官

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締 役 神 田 都 義

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田Z 諸 積 京aa:

本 社 大阪市西区京町線 1 - 6 - 8 電J;Ii 06(443) 8161 (大代表)

(環Jjl 装置事業* ! I 専用) 電話 06( 447) 0831 (代表)

分析センヲ一 大阪市淀川区三津屋南トト35 電話 06( 308) 1491 

支 底 東京・名古屋・稲岡

営 業 所 京都 ・神 戸 姫 路 広 島 ・高怯・松山

文化庁・宮内庁・各府県庁

E要文化高社寺 ・天理教教会本部

御 用 達

命〉芸2j 記宇工業所

代 表 取 締 役 小 林 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0 7 4 2 ) 2 6 - 2 9 0 1 番( 代表)



電 気 世 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅6逮
社

ム一

A
式電陽

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361  ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 (代) 京都営業所 T E L 京都075(311)  1185 (代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 懇 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

大阪市東区高関僑五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 回 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 続 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市 20今 所

電 気 工 事 設 計 施 工

会 社

大阪支社長

社

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . 1$ . 福 山

興株 式 会 社

社

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る グ

電 気 設 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 役 備

給排水衛生政情・童十基皇制御段傭・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

設 計 施 工

ーＭＮＮＮＮＮＮＮ声高，ＱＭＱＮＱ岳坐 ］Ｂ，ｊＢＭｾｾ

二ニヨ豆町至' 定宥来エ¥. ' i : 云- f.工

取 締 役 社 長 嘉 納 イ 云 三

〒530 ) . : ，阪市北区西天満 2 - 6 - 8 ( 笠ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 都 港 区 新 摘2- 16( ニュー斬捕ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

〒462 名 古 庖 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12 - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

〒657 神戸市損区岩嘩中町1-2-9( エピスピル) T E L  078(881)  5 5  7  1  

ｾ＠

総合股備工事〈般針・. 行〉

建築・電気・アンテナ ・送電線・プラント・計裟・笠岡・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取 締 役会長

取 締f支社長

社

本 社

東 京 宣 底

名古屋宣庖

神 戸 主 庖

郎

フE

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06)  4 5 2 - 1 1 5 1  ( 大代)

東京・名古屋・広島・福岡

四

正

林

是正イ吃

社本

事業所

電気・計装・空間工事設計施工

A  ＱＷ Ｍ［Ｗト圃 ｉｾ 工Ｚｊ］ＮＱニ ｙ リレヲ漕儀式 Ｙｦｴ

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 同 l 番 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

取締役社長

宇土

支 I古

事業所

本

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和 室 に 最適

悶.一練)凋副 J: J : J ! l D:2 i  

場

一

二

工

第

第

Standard 

フ タ パ
ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

揖

渇

区

元

町

}

丁

目

七

四

ニ

電

睡

制

五

O

六

五

a  
w  

各種障害撤去・砂磯層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

菱 備 基 礎

盤 中 市 宝 山 田T 22 番 44 号 〒560 電 話 ( 06) 841ー 7 1 2 1 - 3  

盤中市利倉東1丁目 16番5号 〒561 電話 ( 06) 863- 0207 ( 代)

事 仕 感 謝 の 唐

タイル工事施工

:= '1) 簿 家 意 高 庖⑪ 

株式会社

103 

本社

工場

を士 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 1 3 - 3 3 ( U本 町 パ 州 事 前 )

電 話 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

ヨ事



白れり

木材保存のトップメーカー

住まいのガン細胞、し ろあり公害を来然に防ぎましょう。

@ シロアリ予防 ・駆除 ・施工 (10ヶ年保E 付)

l サンブレザー{ 予防制18定 }

@ 製造販売{ サンソイル( 土唄処理剤)

I P G スケヤー( 加圧注入防腐木材 ー土台ー大曳周)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 嘗揖 所 〒541 大 阪 市 寓 区 北 填 3 丁 目 7 惜安 ピル 冒06-23ト64由

化 成 晶 曲 〒101 車 京 都 千 代 田 区 神 田 靖 国 町 ト26 芝 惜 神 田 ピ ル 冒03-2日ー個別

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗 布 防 ぷ ・シート防水 ・モルタ Jレ防本

・樹脂注入嬢着工法 各種樹1H: i i 主人f喪主ま補修工事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 種 樹 脂i主人 ・充 棋 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン・チオコー Jレ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リシン・ 5単位タイル ・その他

。建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事J午可 ( 般 - 5 3) 第51225号

o日本シーリング工事業協会身員

大阪市北区末広田T 3  - 2 1  泊a 、品.:t: . ' D事・ 4匝←' 1: ] 工

星 和 地 所 扇 町 ピ ル201s  I.f' 2: J  ..，τ1" *" 1' %' " 電7 4.1 11

TEL  06(315)0701  ｜ Ｎ ｾ Ｎ ，・Ｎ￸ ｾＭ・ＭＮＮＮＮ四』町、〓・

子二. InCSA ｔＮＮニ ｊｮ ｬＡｾ，ニ ｊ ト
セキサンパイル ( s M .A C . P C . R C)  

カネライトフォーム. A しC .鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 潰 [ 岡 j告

本 社 〒 629-31 京都府竹J f lls網 野 町'r" 網 野

舞 鶴営 業 所 干 624 舞 鶴 市 領 米 1 6  0- 1  

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番20号

T  E  L  06- 531 - 4601(-代)

06- 541 - 230日代)

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

、

製造元 日曹マスヲーピ'JLヲ'!..A掠 式 会 量

販売元 ｊｲｴｾＧＺＮｊｾ拘庫株式会員

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16- 26 ・03- 弱 2-8811

大 阪 品 ・ 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-202-3294

。Ｎ＾ＱＮＮＮ｜｜ＩｾＭ横代の断熱用シｾ人
I多多庁' . - Ｇｾλｾ み

目n/¥. イナ11ーシート P

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重構造の断熱費雇用ニ量防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 社 利 融 都 刊田区脚内2T 目1番2雪( 刊困ピル)

デンカC S Aファミリー製品

・千二. I 0CS A. ……・…………・…・…・コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張 性 混 和 材 )

・子ニ.10 弓ヌヨニJ … … … … ・… … … … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グ ラウト 用 無 収 縮材 )

・子二ＮＱ Ｐ 司 ｆＳ ー音声 ＢｊＧ ｊＮｾ・…・…………コンクリート躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修用急硬セメント )

・子二. I 0 E S … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

・雪二. I 0I J OOO… … … ・… ー… … ・・コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

咽.，

小 浦 産 業 株 式
ム

玄社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 溢賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑露に/

園ｾＫ国軍国Ｋ置圃Ｋ圃圃Ｋ圃圃｛ｉｊ
議ｼ圃ｾｾｾ記圃回圏直面置閉園

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について ，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニ ーズにこたえ ，時代的 テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内 ・海外 ニュ ース，機器 ・文献ニ ュース

・会社だより，研究所だより その他

座
- 講

|  粁rIII'aIlI下w・ill! lh U i . _ 州川 Jj l 込 次 初 見 本

ダ

105 

〒104 東京都中央区銀座1-6-10(皆川ピル) 宮03(535) 6690 ・(561) 1765 

出 版 案 内 一 一好 評 発 売 中

速策綱造実務者を対象とし た

山形骨組の応力計算

筒 井 助 幸 著

A 5 ・210頁 定 価3，200円・送料 300円

建築構造問題快答集

1  A 5 ・430頁 定 価3，800円・送料30 円

3 IA 5 ・373頁 定 価3，800円・送料300円

建 築 技 術者 並びにビル管理者のための

聾内外装の損傷と補修

同 編 集 部 編

8 5 ・289頁 定 価3，600円・送料300円

閉 じ失敗を繰り返さ ない ために

警失敗の実例にま

j 建

夫

8 5 ・

快 適 な 住環境 を造成するための妓術資料

住 宅 団 地 の 土 木 設 計

小 池 正 次 著

B 5 ・113頁 定 価1，600円・送料250円

建 築 構 造 計 算 資 料 集

(全 8 巻) 中 川 淳 編 著

1巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 術 進 鰍 1) 85. 240贋 定 価3，8∞ 円

2巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 術 進 編 2) 品切れ

3巻 鋼 情 造 編( 1) 85 ・225頁 定 価3，200円

4巻 鋼 情 造 編(針 85 ・ぉ6頁 定価 3，500円

5巻鉄骨鉄筋コンクリート槍造編 85' 208J ( 定価 3，2∞ 円

6巻 基 礎禍 造 編 85 ・249頁 定 価3 ，8∞ 円

円n
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需品詩情器禁T l I J I シヲ! 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

ア フ タ ー ケ 戸 一 /

i皮板規格 S 小波 ・S 大 i皮・V 波・ボ ックス波・W ジャンボ波・V デ ッキ

S V ジャンポ波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

覇 市I J I !J-9J l J 別 製 造 掠 式 会 祉

大 阪 本 社 干660

営 業 部 〒660

支 庖 及 工 場

東 京 本 社 及 工 場 〒335

支 l吉 及 工 渇

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電話大阪 (06) 412 - 5131 ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電話大阪 (06) 412- 5131 ( 代)

大阪 ・九州 ・名古屋 ・広島 ・* 条 ・刈谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42- 3115 ( 代)

東 北

E沼圏構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコ白宙開l

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

FZ7J ヲ叉71.yト

。

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌ ｾＯ，Ｍ ローヲー
⑧ 側 新 興 建 材 工 業 所

地吾三，主

l l，} m色 F こコ
総合天井システム間沼

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法、， " AしT S工法、は当社惣自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T Hーを建物のモジュール! こE 到し、天井仕上げ材とー惇化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの般備ゾーンとの組み合せ、さらに

間住切、ブラインド BOX怠どの取り付けも可能| こした多機能を跨っております。 (PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 〒530 ・Zo(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4 T目 2番 第29蘇 ピ ル 干105 ・Zo(03) 437- 3361側

福 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉2 丁 目 16番 27号 〒812 電 信( 092) 291- 045鎖倒

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 雪 〒451 電 眠( 052) 522- 543邸側

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目T番 8号 篤1広 瀬 ピ ル 〒980 電 信( 0222) 65- 656&州

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豆 1111 1  9 番 地 〒9∞ 電 信( 0988) 53- 685α 仰
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ロイヤルホテル

レストラン γ ャンポール ( 29F )

C O Mカーペット。ヒューマンなインテリス空間に温かさ。

定 ;

1皿 正

九 舎 振

興替

+ ; '!? ロ

示 1尭亭

両28
七千 置土

語民

共 て七

f控 室

、J 収 番

C O M 
COM CARPETS FOR PROFESSI ONAL 

‘ 空間の主役 li 人間砂との考えのもとに、生活空間としての

温かな人間性と快適性を追求するC OMカーペット。豊か

なファッション性と幅広い商品構成で展開するコントラクト用

川園 国

大装棟式会社

本社/ 干550 大阪市西区新町3-5-10 nD6(538)7361附

日本オーダーブトベット練式会社

本事i / 〒550 大阪市西区新町3-5-10 ftQ6(532)3401間

本社統括部/ 干581 丈阪府八尾 市八尾木北5- 154 n Q729(93)!lOOO1tll 

カーペットでヲ九

素 材・タイプ構成が実に豊富ですから、さまざまな条件や

用途に応じて、最適なカーペッ トがお選びいただけます。

03379- 9  雑 誌

開 発 ・供給かbメンテナンスまで完1F mしたスリムシステムととも

に、「オフィス・ランドスケーフ。」志向に総称される、 ヒューマ

ンな商業 ・公共空間づくりのニーズ、にお応えしていま丸


